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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　森井しづき




　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







Prologue


Phase1：亀裂の向こう


Phase2：輪廻の獣アルマ・レグナム


Phase3：心の疵


Phase4：その手の先に


Epilogue





　あとがき





Prologue







　黒い砂さ塵じんが吹ふきすさぶ。


　風は天へと舞まい上がり、空を黒と灰色のまだら模様に染め上げていた。


　歪ゆがんだ空の下に広がるのは黒い荒こう野や。


「あ……、く……」


　その中心で、少女は──汐しお見み陽はる菜なは膝ひざをついた。


　ポタポタと血が滴したたって、荒野に吸い込こまれて消えてゆく。


　ガラン、と音を立てて陽菜の手から奇き妙みような槍やりが地面に落ちた。


　少女は傷だらけだった。


　体にぴったりとフィットするタイプのコンバットスーツはプロテクターが破は壊かいされ、その意味をなしていない。むき出しになった右みぎ腕うでは肘ひじのあたりがどす黒く変色し、だらんと力無く垂れ下がっている。


　輝かがやくような明るい茶色の髪かみは埃ほこりと汗あせですすけ、瑞みず々みずしく美しいその顔は涙なみだと血でくすんでいた。


「…………どうして……」


　陽菜はうめいてまともに動く左手で砂を握にぎる。


「こんなことに……っ！」


　言葉と共に、苦い味が口の中に広がった。


　血と砂の中に混じった、敗北の味。


　陽菜は顔を上げる。


　黒い荒野の中に、赤い点がぽつぽつと見て取れる。


　死体だ。


　男も女も、子供も老人も。


　皆みな、いいように引き裂さかれ、踏ふみつぶされ、ねじ切られて死んでいる。


　手と手を取り合ったまま血を流す親子がいる。


　苦く悶もんの表情を浮うかべたまま、上半身だけになった男がいる。


　崩くずれた家の下からのぞく手が見える。


　真っ二つにされた教会の尖せん塔とうに貫つらぬかれた修道女が見える。


　それだけではない。視界には装そう甲こう車しやや戦せん闘とうヘリなどの兵器も無残な形で転がっていた。その側そばには陽菜と同じコンバットスーツを着たものたちも物言わぬ状態で倒たおれている。





　それは、死の荒野だった。





　ギリ、と陽菜は歯を嚙かむ。


　彼女は知っていた。


　半日前まで、この場所は人の住む場所だった。


　街と呼ばれるほどに大きい、だがどこにでもあるような場所だった。


　それが──。





　遥はるか遠くから、咆ほう哮こうが砂だらけの空気を震ふるわせる。





「──っ！」


　弾はじかれるように、陽菜はそちらを見た。


　遠えん雷らいのように咆哮は続く。


　陽菜は反射的に槍を手に取ろうとするが……、その右手はピクリとも動かなかった。


「は……」


　少女の目から涙がこぼれる。


　悔くやしくて、悲しくて、情けなくて。


　陽菜は頭を振ふって、奥歯を嚙みしめた。


　左手で槍を握り、杖つえ代わりにして歩き出す。


（すまない……）


　陽菜は声を出さずに謝あやまった。


　それはあっけなく日常が壊こわされ、命を失ったものたちへ向けたものか。


　それとも共に戦い、使命を果たさずに倒れたものたちに向けたものか。


（すまない……）


　少女はただ同じ言葉を繰くり返すのみ。


「く……」


　歩く度たびに視界が揺ゆれる。歩く度に血が流れる。


　唇くちびるを嚙んでこらえながら、一歩、また一歩と陽菜は歩を進めた。


　──再び、咆哮が轟とどろく。


　陽菜は三度顔を上げる。


　ソレは確かにそこにいた。


　街外れの丘おかの上に、体中を返り血に染めて。


　仮面をかぶった獣は二本の脚あしで立ち、天高く咆ほえる。


　みずからの生み出した地じ獄ごくを誇ほこるように。


「輪廻の獣アルマ・レグナム……」


　陽菜は獣けものの名を呼ぶ。


　だが──それが精せい一いつ杯ぱいだった。


　血を流し、骨を折り、体中に傷を負った彼女では、獣の咆哮に耐たえることすらできない。


　白い仮面の向こうにのぞく、真しん紅くの瞳ひとみを脳のう裏りに焼き付けて。


（すまない……）


　最後にもう一回、謝りの言葉を胸中でつぶやき。


　陽菜の意識は闇やみへと溶とけた。





　この日。


　東とう欧おうにあった街がひとつ消滅した。


　だが、その事実は伝わることはなく。


　やがて、人々は事件のことを記き憶おくの彼方かなたへと封ふうじ込めた。











　昨日と同じ今日。


　今日と同じ明日。





　世界は繰り返し刻ときをきざみ、変わらないように見えた。


　だが──。











　世界はすでに、変へん貌ぼうしていた。




Phase1　亀裂の向こう




　教室の扉を開けた一いちノ瀬せ玖く郎ろうは、昼休みの喧けん噪そうに包まれた。


　──目立たない風ふう貌ぼうの少年だった。


　中肉中背、取り分け小さいわけでも大きいわけでもない。着用しているブレザーの制服も適度にずれた着き崩くずし方をしている。


　朴ぼく訥とつそうな顔つき、伸のばしめにした前まえ髪がみ、少し猫ねこ背ぜがちの背筋。


　大人しいというよりは、覇は気きのない少年だった。まるでしおれた草花を想起させる。十五歳という年ねん齢れいには不似合いなほどに。


「おはよう」


　誰だれに言うでもなく、ひとことそうつぶやいて玖郎は自分の席へと向かう。


　と。


「お、玖郎だ。……ずいぶんと遅おそい到とう着ちやくじゃん」


　玖郎が荷物を置いた音に振り返った男子生徒が声をかける。


　髪を思い切り短く切りそろえ、いかにも体育会系といった風ふ情ぜいの少年は、よく日焼けした顔をにんまりと歪ゆがめた。


「どうした？　何かあったんだろ？」


「……うん。まあ一応」


「教えろよ。半年隣となり同どう士しの縁えんじゃねえか」


　陸上部一年、倉くら田た陽よう介すけ。


　玖郎がこの学校、私立風かざ峰みね学園高等部に入学してからずっと隣の席に座すわっていた少年だ。


　玖郎がこの学校で二番目に多く会話している人物でもある。


「ちょっと、事故に巻き込まれちゃってね」


「事故ぉ？」


「バスが横転してさ」


「横転!?　そりゃお前、怪け我がはねえのか!?」


「あ、違ちがう違う。僕ぼくの乗ってたバスじゃなくて、僕の目の前でバスが倒れたんだ」


　大声を上げる倉田を、玖郎は手で押おさえる。


「だいたい僕は徒歩で通ってるから、バスには乗らないよ」


「ああ、そうだったか。びっくりしたぜ。……んで？」


「それだけだけど？」


　あっさりと言う玖郎に、倉田はカクンとアゴを落とした。


「それだけ、じゃねえだろ。取り調べがあったとか、怪我したとかがあったから、昼休みに来たんじゃねえのか？」


「あ、うん。……ちょっと救助の手伝いとかしてた」


「はぁ!?」


　再び倉田がすっとんきょうな声を上げる。


「救助の手伝い？　なんでわざわざそんなことしてんだよ？」


「なんでって……、その……。なんとなく、かな」


　曖あい昧まいな笑えみを浮かべて言う玖郎に、倉田は深々とため息をついた。


「は～～～～～～。お前、大人しいと思ってるとたまによくわからないことをするよな」


「そうかな？」


「そうだろ。事故とか事件とかによく関かかわるし。前の盗とう難なん事件の時も、中等部のヤツが絡からまれた時も、変に首を突つっ込こんでたじゃねえか」


　やれやれと肩かたをすくめる倉田。


「人助けが趣しゆ味みなのかもしれないけどな。やり過ぎるなよ。交通事故の救助なんて、高校生の手に負えるものでもねえだろ」


「趣味なんかじゃないよ。……僕は人助けなんて趣味にしていい人間じゃない」


「え──？」


　玖郎の視線は目の前にいる友人ではなく、どこか遠いところを見つめていた。


　瞳の奥おくに、暗い影かげがよぎる。


「玖郎、お前──？」


　変化に気づいた倉田が何かを言いかけたその時。


　けたたましい音を立てて教室の扉が開いた。


　勢いよく叩たたきつけられたドアの音に、クラス中の視線が集まる。


　衆目を集めたのはひとりの女性だ。


　大きな目に丸みを帯びた顔、小こ柄がらな体たい軀く。そして綺き麗れいに切りそろえてしまった前髪は高校生、中学生くらいを連想させる。カッターシャツにカーディガンという姿はさらにその違い和わ感を増していた。


　やってきた女性は紅潮した顔で教室を睨にらみ付けるように見回す。


　その視線が、玖郎にピタリとあった。


　大おお股またにズンズンと近づいてくる。


「あちゃあ、智ち雪ゆきちゃん来ちゃったよ……」


　倉田が小声でつぶやいた。


　智雪と呼ばれた女性は玖郎の目の前でピタリと止まる。


　小柄なせいか、座っている玖郎とそれほど頭の位置が変わらない。


「玖郎っ！」


「は、はい」


　不安げに見上げる玖郎と、睨み付ける智雪の視線が交こう錯さくし──。


　智雪の顔がクシャリと歪んだ。


「大だい丈じよう夫ぶ!?　大丈夫なの!?　怪我とかしてない!?　どこか痛かったりしない!?」


　一ノ瀬智雪。


　風峰学園高等部一年唯ゆい一いつのクラス担任であり、玖郎の実の姉である。


　この学校において、玖郎がもっとも言葉を交かわしている人物だ。


　智雪が親バカならぬ弟バカであることは、すでに広く知られている。


　現に教室のあちこちから、「やれやれまたか」と言いたげな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。


「事故に巻き込まれたって聞いたけど！　大丈夫なの!?」


「あー、うん、その、大丈夫だよ姉ちゃん。……この通り」


「もしかして──、事故を起こした方だったりする？　だとしたら、あたしも謝あやまりに行くよ？」


「いやいや、どうしてそうなるの。目の前で事故が起きただけだってば」


　若干混乱気味に玖郎を揺ゆすりながら問い続ける智雪を押しとどめる玖郎。


「というか、一応学校には連れん絡らくしたんだけど」


「それは聞いたけど。……でも心配したんだよ」


　じっと、智雪の大きな目が玖郎をのぞき込む。


　玖郎と同じ漆しつ黒こくの瞳は、わずかに潤うるんでいるようにも見えた。


「事故に巻き込まれた、なんて聞いたから」


「…………あ」


　思わず言葉を[image: ]のむ玖郎。


「ごめん、姉ちゃん」


　気持ちが素す直なおに言葉に変わる。弟の言葉を聞いて、智雪は安心したように一息ついた。


「でも智雪ちゃん、心配しすぎじゃねえの？　いくら年の離はなれた弟だからってさ」


　姉弟の会話に割って入った倉田の口調に教師への敬意は無い。


　だがそれを奨しよう励れいしたのが、智雪本人であることを玖郎は知っている。


「心配するわよ、たったひとりの弟だもん」


　現に智雪も気にしている風はまったくない。


「でもさ、俺おれら高校生だぜ？　もうちょっと放任でもいいと思うけど」


「ダメよ、そんなの！」


　智雪の細い手が、するっと玖郎の首に伸びる。


「むぐっ！」


　そのまま力ちから一いつ杯ぱい智雪は玖郎の頭を抱だきしめた。


「あたしには玖郎が必要なんだから！」


「それは……どういう意味で？」


　あきれ顔でツッコむ倉田に、智雪は真顔で答えた。


「玖郎がいなくなると、ご飯が食べられなくなるの」


「飯の心配かよ！」


「毎日の活力と栄養源。バランスとお値段を考えての献こん立だて作り。美お味いしいんだから、玖郎のご飯」


　うんうんとうなずく智雪。


「もちろんご飯だけじゃないけどねー。玖郎の自じ慢まんだったら一晩でも二晩でも語れるよ。小さい頃ころの話とか、もう悶もだえるほどにかわいかったし」


　ひとり盛り上がりテンションをあげる智雪に、だが倉田は冷静に指し摘てきする。


「その玖郎なんだが。そろそろヤバイぞ」


「え？」


　智雪は抱かかえた玖郎へと視線を移す。


　さっきまでバタバタと暴れていた玖郎は、すでにぐったりとしつつあった。


「わ～～～～っ！　玖郎！　だ、大丈夫!?」


　拘こう束そくを解かれて、肺の奥まで酸素を取り込もうとする玖郎。


「…………意識が飛ぶかと思った……」


　まだ目の前がチカチカしている。


　二、三回深呼吸を繰くり返して、ようやく視界を元に戻した。


「ごめん、玖郎！　やりすぎちゃった！」


「ま、まあいいよ。それより姉ちゃんがわざわざ教室まで来た理由はコレでしょ？」


　そう言って玖郎はリュックサックの一番奥に閉じ込めてあった包みを取り出す。


　一ひと抱かかえはある、重量感たっぷりの包みを見て智雪は輝かがやくような笑顔を浮かべた。


「そう！　これ！　これを待ってたの！」


　声のトーンを一段階上げてその包みを受け取ると、智雪は満足げにうなずいた。


　その喜びようを横に、倉田が玖郎に顔を近づける。


「……なあ、それなんだ？」


「姉ちゃんのお弁当」


「弁当!?　あれ、どう見ても三人前はあるぞ!?」


「アレでいつもの分量だよ。……ちなみに僕が持ってきてるのは、自分で持ってると昼休み前に食べ切っちゃうから」


「はぁ……」


　呆あきれるような声を出す友人を横目に、玖郎は恍こう惚こつとする姉に言った。


「もう昼休みもだいぶ過ぎちゃったから、早めに食べないと時間なくなるよ」


「うん、そろそろ職員室に帰る。……と、最後にもう一度聞いておくけど。玖郎、ホントに大丈夫なのね？」


　大きな瞳ひとみがじっと玖郎を見つめる。


　玖郎は微笑ほほえみと共に答えた。


「うん、大丈夫」


　それでこの会話は終わるはずだった。


　だが──。


「まあ、事故に巻き込まれたって言っても救助の手伝いをしてたらしいからな」


　倉田ののんきな声が響ひびく。


「え……？」




[image: ]


　その何でもない一言に、智雪が目を見開いた。


「玖郎、あなた……」


　玖郎は何も答えない。智雪も続きを口にすることはない。


　ふたりの間に沈ちん黙もくと、奇き妙みような緊きん迫ぱく感が横たわる。


　倉田がいぶかしげに眉まゆをひそめるのを玖郎は目の端はしに留めていた。


　しかし、それもわずかのこと。


　──ふっと、智雪が口元をゆるめた。


　そして、玖郎の肩かたに手をやる。


「よくやったね、玖郎。……偉えらいぞ」


　ゆっくりと、優やさしく。


　慈いつくしむ気持ちを込めた智雪の言葉が玖郎を包んだ。


　思わず玖郎は姉の顔を見あげる。


　智雪は大人の笑顔でもう一度玖郎の肩を叩くと、くるりと振ふり向いた。


「じゃ、今日は帰り遅おそくなるから。夕飯はいらないよー」


　そう言って智雪は教室を出て行った。


　玖郎と倉田はそれを見送ってから、ふたりして長く息をつく。


「あいかわらずお前のこととなると見境ないな、智雪ちゃん」


「……そ、そうかもね」


「あれで教師としては差別しないってのが逆にすごいよな」


「それは同感」


　うなずき合うふたり。


　教師としての智雪は玖郎と他の生徒を分けて考えない。平等に褒ほめ、平等に罰ばつする。


　いや、下へ手たなごまかしがきかない分だけ厳しいだろう。


　それを理解しているから、生徒たちもあの態度を容認しているのだ。


「でも、さっき変な空気だったな」


「え？」


「ほら、玖郎が救助の手伝いをしてたって聞いた時だよ」


「そ、そうかな」


　玖郎は曖あい昧まいに笑った。その顔を一いつ瞬しゆんだけじっと見て、倉田は肩をすくめる。


「まあ、最近事件が多いからなー。その分智雪ちゃんも心配なんだろうよ」


「そう、かもね」


　話をそらした倉田の流れにのって、玖郎は相づちを打つ。


「今日はバスの事故、先月は通り魔ま、その前は爆ばく発はつ事故、もひとつ前は小学校の食中毒だっけ？　事件が多すぎて感覚が麻ま痺ひするぜ」


　あーあ、と倉田は天を仰あおいだ。


　そのまま、奇妙な言葉を口にする。


「ホントにオーヴァードの仕し業わざだったりしてな」


「……オーヴァード？」


　疑問符をつけてその単語を繰り返す玖郎。


　オーヴァード──超こえたもの、だろうか。


　耳慣れない言葉だ。


「なに、それ？」


「あ、知らねえのか？　ネットとかで話題になってるだろ」


「いや、ウチはネットするには姉ちゃんの許可が必要だから」


「そっか。……ま、与よ太た話ばなしなんだけどよ」


　倉田はそう切り出した。


「この世界にはオーヴァードって呼ばれる連中がいるんだと。そいつらは炎ほのおや氷を操ったり、音速で走ったり、睨にらむだけで物を破は壊かいできる──、超ちよう能のう力りよく者しやだってことだ」


「…………それ、漫まん画がの中の話じゃないの？」


「だから噂うわさだよ。ネットの噂」


　眉をひそめる玖郎に、倉田は肩をすくめた。


「そのオーヴァードってのはよくわからないウィルスに感染した人間がなるんだってよ。でも超能力を使えるようになると、それを使いたがるから事件が増える。最近の大きな事件のほとんどは、そいつらが引き起こしている……って話だった」


「そんなむちゃくちゃな」


　玖郎は苦笑いを浮かべて、友人に答える。


「そんな連中がいたら、もっと派手に騒さわがれてるよ」


「政府やら謎なぞの組織やらが隠かくしてる、ってことになってたぜ」


「なおさら眉まゆ唾つばだよ。隠してるならそんな噂出てこないでしょ」


「だから与太話だって言ったじゃねえか。俺が楽しく想像する分には害はねえだろ」


　不満そうに口をとがらせる倉田。


　高校一年生にしては大人びた友人が見せる子供っぽい仕草に、玖郎はつい噴ふき出した。


「あ、てめえ。笑いやがったな」


「ごめんごめん。そうだよね、想像するのは楽しいよね」


　倉田にこづかれながら、玖郎は他愛のない話に興じる。


　なんでもない、いつもの日常。


　これが玖郎にとっての最後の日常となることを。


　少年はまだ知らなかった。
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　汐しお見み陽はる菜なは無機質な廊ろう下かを歩いていた。


　カツカツとローファーが軽い音を立てる。


　薄うすい緑の床ゆかに白い壁かべ。天てん井じようには蛍けい光こう灯とうが等とう間かん隔かくに据え付けられ、人工の光を投げかけている。両サイドにはノブの無いドアがこれも等間隔に並んでいた。どことなく病院や研究施し設せつを思い起こさせる風景だ。


　その中を、迷い無く陽菜は進む。


　どれにも目をくれず、ただまっすぐに目標地点へと。


　瑞みず々みずしい少女だった。


　色素の薄い、明るい茶色の髪かみは背中まで伸のばされ、光を照り返している。


　身を包むのはボーダーシャツにホワイトデニムのジャケット。それに腰こしの線が浮き出るほどにぴったりとしたパンツを合わせている。


　印象的なのはその瞳だ。髪と同じ色の瞳には、それとわかるほど強い光が宿っていた。


　確固たる意志と、そして希望が生み出す光が。


　陽菜はひとつの扉とびらの前で立ち止まる。


「コードネーム〝無限を断つ槍デウス・エクス・マキナ〟。汐見陽菜。ＩＤ、Ｗ４３８ＤＧＣ６６２」


　声せい紋もんとパスコード、生体認証を経て扉が開く。


　大きなモニターが陽菜の視界に飛び込む。


　モニターはいくつにも分割されており、それぞれが違ちがう風景を映している。


　それがこの風峰市の様子をリアルタイムで映しているものだと、陽菜は知っていた。


「今到とう着ちやくした。……支部長」


　部屋の中へと進み、モニターを眺ながめる男性に声をかける。


　年の頃ころは三十代前半だろうか。墨すみを流したような黒くろ髪かみはざんばら。銀ぎん縁ぶちのメガネをかけ、袖そでからのぞく腕うでや首は驚くほどに細い。柳やなぎのごとく立つその様さまは古風な幽ゆう霊れいを思い起こさせる。もっとも、幽霊はこんなにも知的で落ち着いた顔はしないだろうが。


「ああ、あなたが汐見陽菜くんですね。ちょうどいい」


　組んでいた腕を解ほどきつつ、男性は陽菜へと向き直る。


　朱しゆ弦げん院いん景かげ国くに。


　この大おお仰ぎような名前が目の前に立つ幽霊のような男の本名であり、陽菜の所属する〝組織〟の上司の名でもある。


「今配置がだいたい終わったところです」


　そう言って景国はモニターに目を戻もどした。


「二百の監かん視しカメラ、五十のエージェント、そして七人のオーヴァードを配備しました。風峰市全域を覆おおうには少ないですが、この数日で準備できたギリギリです」


　オーヴァード。


　ネット上の噂になっている超能力者たち。


「……構成は？」


「肉体強化キユマイラが一、肉体操作エグザイルが一、物体操作モルフエウスが二、速度強化ハヌマーンが一、雷使いブラツクドツグが一、思ノ考イ強マ化ンが一」


　謎の言葉を羅ら列れつする景国。陽菜はそれを吟ぎん味みするように目を閉じる。


「キュマイラとエグザイルの防ぼう御ぎよ力りよくで前線を構築し、ハヌマーンで切り込こみ、モルフェウスがそのフォロー。ブラックドッグは遠えん距きよ離り戦せん担当でノイマンが指揮官役……か」


「そう想定しています。少数だが精せい鋭えいですよ」


　陽菜のつぶやきを、景国がフォローする。


　少女はカッと目を見開くと、景国の手を取った。


　その瞳ひとみが決意と希望に燃えていた。


「ありがとう、景国支部長。これだけの支し援えん、大切に使わせてもらう」


「え、ええ。……そう言ってもらえると、苦労した甲か斐いがあります」


　陽菜の勢いに押おされつつ、景国は空いている手で眼鏡めがねを直した。


「しかし……ここまでする必要がありますか。まだ出現してもいない敵に対して」


「──無論」


　皮肉にも聞こえる景国の言葉に、真ま面じ目めそのものの顔でうなずく陽菜。


「ターゲットである〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟は、想像を絶する力を持っている。……戦せん車しや砲ほうの直ちよく撃げきに揺ゆらぎもせず、化学兵器、生物兵器はそのすべてを無効化し、高温、低温への耐たい性せいは当然、電でん撃げきや音波も効果は薄い。その膂りよ力りよくは現代科学の粋すいを結集した特とく殊しゆ装そう甲こうをいとも簡単に引き裂さき、地面に巨きよ大だいな穴を空ける。二十四時間以上の連続稼か働どうを可能にし、個体によっては重力や振しん動どう波はなどによる広域への攻こう撃げきも可能。事実、たった一体で都市を滅ほろぼした個体もいる。……だがなによりも恐おそろしいのは、その凶きよう暴ぼう性せい。知覚するあらゆる生命を許さず、執しつ拗ように、徹てつ底てい的に、完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきつぶす」


　息いき継つぎもなしに一気に言い終え、陽菜はちらりと景国を見た。


　和装の男性は戸と惑まどった様子を残しつつも、ひとつうなずく。


　陽菜もうなずき返し、再び口を開いた。


「重要なのは発見までのスピードだ。〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟は覚かく醒せいしてから時間単位で成長を始める。耐たい久きゆう力りよくが、凶暴性が、敏びん捷しよう性せいが増し、新たな能力を次々と覚える。半日もすれば、その個体が持つポテンシャルをほぼ発揮できるようになるだろう。一日置いてしまえば、さらなる変異を始める可能性もある。それこそ都市を破壊できるような能力に覚醒するかもしれない。……だからこそ、目覚めた直後に叩く必要があるのだ。まだ未熟なうちに攻撃できれば、少人数でも対応はできる。被ひ害がいを出さずに解決も可能だ。そういった意味では景国支部長、あなたの協力には感謝している」


「…………いえ、それほどでも」


　ずれた眼鏡を直しつつ、景国はこっそりと呼吸を整えた。


「すさまじい意気込みですね」


　うむ、と陽菜は力強くうなずいた。


「これが私の役割だからな」


　やれやれと肩かたをすくめる景国に、だが陽菜は気がつかない。


「しかし陽菜くんの話を聞いても、およそ生き物とは思えませんね。……我々と同じオーヴァードであると考えても。まるで悪い冗じよう談だんのようだ」


「噓うそを言っているつもりはない」


「わかっています。……我々の中では、あなたが唯ゆい一いつ〝輪廻アルマ〟との直接交戦経験がある。疑うつもりはありませんよ」


　わずかに眉まゆを動かしつつ、和装の男性は先を続ける。


「もし、発見が遅おくれれば──」


　ぎゅっと、陽菜の拳こぶしに力が込められた。


　わずかの間を置いて、少女ははっきりとその予測を口にする。


「この風峰市一帯が消しよう滅めつする可能性もある」


　景国は長い長いため息をついて、首を横に振ふった。


「責任重大、どころではないですね、これは」


「──やらねばならない」


　陽菜はつぶやく。


「それが、オーヴァードの脅きよう威いから世界を守り続けてきた我々ＵＧＮの使命だ。……そうだろう」


「ええ、当然です」


　柔やわらかくうなずく景国を確かめて、少女は身を翻ひるがえした。


「──どちらへ？」


「現場へ出る。ほんの少しでも発見の可能性を上げておきたい。……景国支部長、指揮を頼たのむ」


　その一言を残して、少女は部屋を立ち去っていった。


　風のように、矢のように。


　ただその使命を果たすために。
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　雑ざつ踏とうの音が遠くに聞こえる。


　最近うるさい虫の声もここからは遠く、なにかが駆く動どうする低い音だけが伝わってくる。


　古いビルに囲まれたその空間は、玖郎の知っている風峰市のどことも違っていた。


　薄うす汚よごれた壁は闇やみがしみこんだように黒々としており、ダクトや凹おう凸とつがどこか生物的なものを想起させる。


　よどんだような空気はすえたにおいを放ち、雨も降っていないのに地面は濡ぬれていた。


　風峰市、繁はん華か街がいの路地裏。


　街が持つ、巨大な内臓である。


　まともな人間なら寄りつかないその場所で──玖郎は囲まれていた。


「えーと……」


　ぐるりと周囲に視線を巡めぐらせる。


　玖郎とは違う高校の制服を着た男子がふたり。


　全員それとわかるほどの怒いかりを表し、玖郎を睨にらみ付けていた。


　その後ろにひときわ体格がよく、頰ほおに傷のある男子生徒が静かな殺気を放ってこちらの様子をうかがっている。


「ひっ……！」


　玖郎の背後から小さな悲鳴が聞こえた。


　振り向かなくてもわかる。


　少年が背中でかばっているのはひとりの女子生徒だ。


　玖郎と同じ風峰学園の制服を着ているが、スカーフのラインが違う。中等部の生徒だ。


「なあアンタ。もう一回、今の言葉を言っちゃくれネエか？　こちとら学園の生徒さんみたいに頭ぁよくねえんでな」


　玖郎を取り囲むうちの片方が粘ねばつくような口調で言う。


　言葉とは裏腹に、その顔にははっきりと苛いら立だちが刻まれていた。


「……その、ええと」


　弱々しい笑えみを浮うかべて、玖郎は答える。


「この子に何かするのは、勘かん弁べんして欲ほしいんだけど……」


「あぁ!?」


　威い圧あつ目的の叫さけびに、玖郎の背中で女の子が萎い縮しゆくする。


　なるべく彼女の視界を隠かくすように立ち、玖郎は続けた。


「その、この子も怯おびえているから……」


「っざけんな！　たかだかそれだけで見み逃のがせってぇのか！」


「もしよければ、そうしてほしいなあ……と」


「っ！」


　玖郎の曖あい昧まいな物言いに、男たちの顔がクシャリとゆがんだ。


　怒りの度合いが一定を過ぎ、目に殺意が宿る。


　次の瞬しゆん間かん、パァンという軽い音と共に玖郎の首が派手にねじれ、同時にその体がくの字に折れた。


「おい、まだ言うか。あぁ？」


　玖郎を殴なぐったポーズのまま、男がすごむ。


　だが。


「……いや、それでもさ」


　あっさりと玖郎は起き上がった。


　声とは裏腹に、浮かべた笑みは消えていない。


「やっぱり、やめてくれないかな」


「こ、の……っ！」


　男たちの暴行が始まった。


　鈍にぶい音が路地裏に響ひびく。


　あちこちに細かい傷ができ、制服は泥どろだらけになり、顔が赤く腫はれ上がる。


　それでも。


「あ、て……」


　玖郎は倒たおれない。


　どこか弱々しい笑みを見せながら、ふらふらと立ち上がる。


「こいつ……！」


　業ごうを煮にやした片方が、懐ふところから何かを取り出した。


　一ひと振ふりして引き延ばしたそれは、携けい帯たい型の警棒だ。


　どこか赤黒く汚よごれているのは返り血だろうか。


「これでどうだ！」


　男は力ちから一いつ杯ぱい警棒を振りかぶり、頭めがけて振り下ろした。


　玖郎はそれを──避よけも受けもしない。


　ゴツ、という嫌いやな音と共に血と肉が路地裏に飛び散る。


「へ、へへへへへ……」


　確かな手て応ごたえに、男はうつろな笑みを浮かべた。


　もう片方がゆっくりと少女に近寄る。


「待たせたな、おい。次はてめぇの番──」


　男の動きが止まる。


　言葉と共に伸のばされた手は、だが別の手によって手首を摑つかまれていた。


「……えと、僕ぼくはいいからさ」


　額から血を流しながら、玖郎はやはり同じ笑みを浮かべて言った。


「この子は、許してくれないかな」


　男たちの顔に、また別の感情が混じる。


　感情の名は恐きよう怖ふ。……理解できないものに対する恐怖だ。


「……おい」


　と、ひとり奥おくで様子をうかがうだけだったリーダー格の男が口を開いた。


　寒気のするような笑みを口くちの端はしに浮かべて、玖郎の後ろの少女を指さす。


「いいぞ、そいつは逃にがしても」


「えっ!?」


　驚おどろきの声をあげたのはもうふたりの男だ。


　だが、リーダーはかまわずにアゴで路地裏の出口を指す。


「行きたいならさっさと行きな」


　突とつ然ぜんの言葉に、玖郎も警けい戒かいの様子を解かない。


「……本当に？」


「ああ」


　はっきりとうなずく男の態度を確認してから、玖郎は三人に背を向けてしゃがみ込んだ。


　腫れあがって狭せまくなった視界に、涙なみだと恐怖でぐしゃぐしゃになった少女の顔が映る。


　精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作って、玖郎は言葉をかけた。


「大だい丈じよう夫ぶ？　歩ける？」


「は、はい……」


　震ふるえる声で、かすかにうなずく少女。


「じゃあ逃げて。今のうちだから」


「でも……」


「僕のことは──いいから」


　少女の肩かたに手を置いて、耳元でささやく。


「早く。向こうの気が変わらないうちに」


「……っ！」


　その言葉が引き金になったのか、少女ははじかれるように走り出した。


　後ろを振り向くことなく、路地裏から去ってゆく。


　ほんのわずかに、玖郎はほっと息をついた。


「──おい」


　冷たい声に、玖郎は振ふり返る。


　歪ゆがんだ笑みを浮かべて、殺意と興味がない交ぜになった泥のような瞳ひとみで、リーダー格の男が玖郎をのぞき込こんでいた。


「おまえ、アイツの兄貴か何かか？」


「……え？」


　意外な言葉に、玖郎は思わず聞き直す。


「さっき逃げてったやつの身内かって聞いたんだよ」


「いや……、別に……」


　戸と惑まどいながらも、素す直なおにそう答える玖郎。


「んじゃなんでだ」


「え──」


「割って入って殴られて、手も出さないのに倒れない。……なんでそんなことをする」


「なんでって──」


　それはつい十数分前のことだ。


　学校帰りに夕飯の材料を買い出しに行き。


　タイムセールを利用して、繁はん華か街がいを通り抜ぬけているそのとき。


　──見てしまったのだ。


「目が合ったから、かな」


「……なんだと？」


「連れ込まれるときに、偶ぐう然ぜんね。目が合ったんだ」


　男たちに襟えり首くびを摑まれ、路地裏へと引き込まれる少女と視線がぶつかった。


　恐怖に震える、少女の瞳と。


「で、まあ、しょうがないかなって」


　慌あわてて路地へと駆かけ出し──今に至る。


　玖郎はそう答えた。……曖昧な、困ったような笑みを浮かべて。


　リーダー格の男は、一いつ瞬しゆん目を見開いた後。


「は、はは、ははははははははははははははははっ！」


　天を仰あおいで笑い始めた。


　顔を手で覆おおい、体を押おさえて、全身を震わせて笑う。


　仲間である他ふたりがぞっとした顔で見るほどに。


「み、見ず知らずのやつを、『目が合った』だけで助けにくるのか！　しかも無む抵てい抗こう！〝正義の味方〟だって、悪人を倒すのに、無抵抗！　ひ、ひひひひひひひひひっ！」


「……反射的に、やってるだけだよ」


　ぼそりと玖郎はつぶやく。


　自分自身を戒いましめるがごとく。


　瞬間、先ほどまでとは質しつの異ことなった衝しよう撃げきが玖郎のみぞおちを襲おそった。


「く、あ……！」


　殴られたのだ、と認識したのは膝ひざをついた後。


　顔を上げると、リーダーが濁にごった目でこちらをのぞき込んでいる。


「──おかしいよ、お前」


　玖郎を殴った手を振って、リーダーはつぶやいた。


「だが、そういうヤツの方がいいんだ。そういうヤツがのたうつのが好きなんだよ。ひひひひ……」


　再びリーダーは甲かん高だかい笑い声を上げると、懐ふところからナイフを取り出した。


　薄うす暗ぐらい路地裏の中で、冷たい金属がぬらりと光る。


　玖郎の顔色が変わった。


　その場にいる全員の視線がナイフに集まったそのとき。


　──見つけた。





　声なき声が響いた。


「──え？」


　声に反はん応のうしたのは玖郎ひとり。思わず玖郎は天を仰ぐ。


　ソレは唐突に現れた。


　路地裏をかすかに照らす星明かりを遮さえぎって、その場に落ちてきた。


　異変を察知して、玖郎はとっさに飛び退のいた。


　地面が揺ゆれる衝しよう撃げきと共に埃ほこりが舞まう。


　玖郎と、リーダーの間に立ちはだかるようにソレは立っていた。





　ソレは怪かい物ぶつだった。





　胴どう体たいと両脚は人間と同じだ。あちこちが破けてはいるものの、安そうなネイビーブルーのスーツには安心感を覚える。


　だが、腕うでと頭部に当たる部分に存在しているのは木の枝だ。


　大量の枝が寄り集まり、ひとつの触しよく手しゆとなって腕の付け根から、首があるべき部分から生えている。できの悪い人形のように。


「……え？」


　玖郎は間ま抜ぬけな声を上げた。


　目の前にあるものが現実であると、認識できなかった。


　うねうねと動く木の枝も、キシキシとこすれる音も、怪物にかき回された埃のにおいも。


　その光景を現実だと教えるには不十分だった。


　誰だれも彼もが凍こおり付いた中、怪物の触手だけがなめらかに動く。


　触手は投げ縄なわのように二周、三周と振り回されると──。


　無造作ともいえる動きで、放たれた。


　ポヒュ、と。


　どこかコミカルな音を立てて、リーダーの体が揺れる。


　触手が伸のびて彼の体を貫かん通つうしたのだと認識するまでに一瞬。


　一いち撃げきが怪かい物ぶつによって放たれたのだと理解するまでにもう一瞬かかった。


　その二瞬の間に。


　もう一本の触手が男のうち片方を打ち据すえる。


　先ほどとは比べものにならないほど大きな音と共に、男は壁かべまで吹ふき飛ばされてずるずると落ちる。首は人間ではあり得ない方向に曲がっていた。


「う、わあああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


　仲間を襲おそった惨さん劇げきに、残りのひとりが絶ぜつ叫きようする。


　その声が、玖郎を現実に引き戻もどした。


　リーダーの体をぶら下げたまま、触手が動き──。


「っ！」


　とっさに飛び退のいた玖郎へと、リーダーの体が放り投げられる。


　つい何秒か前まで粘ねばつくような悪意を放っていた彼は、路地裏の壁と共に砕くだけ散った。


　それは目くらましだったのだろうか。


　怪物はゆっくりと玖郎に背を向け、もうひとりの男の方へと向き直る。


「──逃にげろっ！」


　叫さけぶ玖郎。


　だが、男はおびえきった目で怪物を見るだけで動かない。


　ヒュウン、ヒュウンと音を立てて、触手が振り回され──。


「こ……のっ！」


　反射的に、玖郎は大地を蹴けった。


　怪物の方へと。


　下半身のバネを最大限に生かしたタックルは、無防備だった怪物の背後からきれいに決まり、その体勢を大きく崩くずす。


　触手は狙ねらいをそれて、路地裏の壁に大きな弧こを描えがいた。


「逃げろっ！」


　玖郎は再び叫ぶ。


　凍り付いていた男は、その一言で解き放たれたのか脱だつ兎とのごとく逃げ出した。


　それにほっとする間もなく。


　怪物の頭に生えた触手が、再び弧を描く。


「がっ!?」


　玖郎は腹部が爆ばく発はつしたのかと錯さつ覚かくした。


　肉と皮が裂さけ、骨と内臓がバラバラに飛び散る様を幻げん視しする。


　衝撃は全身が耐たえうる数値を軽く上回り、物理法則に従って玖郎を吹き飛ばした。


　路地裏の壁に激げき突とつし、あえなく崩れ落ちる玖郎。


「あ……、く……！」


　玖郎は虫のように手足を見苦しく動かす。


　息ができない。


　衝撃と痛みで感覚が完全に狂くるっていた。


　どうやら上半身と下半身はくっついているようだが、まったく動かない。


　視界だけがやけにくっきりと、こちらに向かって歩を進める怪物の姿を映していた。


　荒あらい呼吸を繰り返しつつ、玖郎はこの世ならざる怪物をただ見つめる。


「は、はは……」


　壁を背に座すわり、怪物と相対して玖郎は笑う。


　それは深い諦てい念ねんが混じった、枯かれた笑い。


　ただひとり笑みを浮うかべて、玖郎は怪物を待つ。


　──だが。


「……ひっ!?」


「──っ！」


　小さな小さな悲鳴に反応して、怪物が足を止めた。


　玖郎もまた、同じ方に視線を投げる。


「な、んで……！」


　驚おどろきに目を見張った。


　路地裏の出口から顔を出していたのは、先ほど逃げたはずの少女の姿。


　少女は怪物の姿に息を[image: ]み、凍り付いている。


　怪物はキシキシとこすりあわせるような音を立てると──少女へと向き直った。


「逃に、げ──！」


　叫ぼうとするが、声が出ない。


　立ち上がろうとするが、足は言うことをきかない。


　ヒュウン、ヒュウンと頭の触手が回り始めた。


「ぐ……っ！」


　割れんばかりに奥歯をかみしめ、爪つめで地面をひっかいて玖郎は全身に力を込こめる。


　駆かけ巡めぐる血液の温度が上がった。視界が真っ赤に染まる。


　体のどこかで毛細血管がちぎれる感覚がした。


　だが、それでも。


　玖郎の体は動かない。


　衝撃によって麻ま痺ひした神経は、玖郎の意志を末まつ端たんまで伝えない。


　無ぶ様ざまに座り込んだまま、玖郎は獲え物ものに近づく怪物の姿をその瞳ひとみに映すのみ。


　その時。





「──力を、貸しましょうか？」





　耳元で突とつ然ぜん声が響ひびいた。


　低い男の声。ざらりとした感かん触しよくが気持ち悪い。


　目だけを向けると、どこから現れたのかひとりの男が立っていた。


　年の頃ころは三十代半ばといったところだろうか。


　ぬめりとした金属を感じさせる瞳は灰色。いぶしたようにくすんだ金きん髪ぱつはうなじでひとつにまとめられ、細い一本の束となっている。その上から中なか折おれ帽ぼう子しをかぶっていた。


　白人特有の彫ほりの深い顔立ちに浮かべた微び笑しようは獲物を狙う蛇へび。


　身を包むのはチャコールグレーのシングルスーツとキャメルのチェスターフィールドコート。男の細い体つきを、さらに強調するようなフォルムが印象的だった。


「あなた、は……？」


「この窮きゆう地ちを脱だつしたいのであれば、力を貸しましょうか？」


　玖郎の問いには答えず、男は二度同じセリフを発した。


　その目線は怪かい物ぶつと、そして少女の方へと向けられている。


「どうにか、できるんですか……？」


「それはあなた次し第だいです」


「え？」


「ワタシは力を与あたえるだけ。どのような結果を導くのかはあなた次第です」


　そこで初めて、男は玖郎へと視線を投げた。


　人類の始祖を堕だ落らくさせた、楽園の蛇のような妖あやしく光る目を。


「どう、しますか？」


　状じよう況きようは何もわからない。


　あの怪物の正体も。


　隣となりの男の意図も。


　だが、玖郎は。


「──お願いします」


　一いち分ぶの迷いも見せずに、そう言った。


「よい返事です」


　左手で帽子のつばを下げて、男は口元を歪ゆがめる。


　同時に右みぎ腕うでを高々と掲かかげ、人差し指と中指だけを立てる。


　指と指の間に、植物の種とおぼしき物体を挟はさんだまま。


　帽子の男は、玖郎の背中に勢いよくそれを突つき入れた。


「ぐ──っ！」


　男の指は玖郎の体を貫通した瞬しゆん間かん、玖郎の体内で何かがうずいた。


　痛みはない。ただ──熱い。


　体の中心がぐつぐつと煮に立たっているかのような感覚が玖郎を襲う。


「かはっ……」


　あえぐように口を開いた。


　いくら冷たい空気を取り込こんでも、脈動をはじめた熱は収まらない。


　マグマのように煮えたぎる何かは、心臓の鼓こ動どうに合わせて全身を駆け巡る。


「う……、く……」


　熱のせいか視界がぶれる。思考がうまく働かない。


　焦しよう燥そうと不安、愉ゆ悦えつと快楽。相反する感情が渦うずを巻く。


　自分がどこにいるか。何をしているのか。何者なのかが曖あい昧まいになってゆく。


「──きゃあっ！」


　耳に入った悲鳴に玖郎は顔を上げる。


　怪物の触しよく手しゆが、少女の足あし下もとの地面をえぐっていた。


　……ああ、そうだ。


　霞かすむ思考の中、ひとつの意志が泡あわのように浮き上がる。


　……彼女を、助けないと。


　自然と足が前に出た。先ほどまでのしびれなど、どこかに吹き飛んでいた。


　ふらつきながら、一歩、二歩と怪物へと近寄る。


　……彼女を助けるには。


　キシキシと音を立てる触手の怪物が、玖郎へと振ふり返る。


　その向こうに恐きよう怖ふで座り込む、少女の姿が視界に入った。


　……彼女を助けるには、アイツを。





　──殺さないと。





　その瞬間、玖郎は確かに何かが壊こわれる音を聞いた。


　体内の熱は爆ばく発はつ的に上じよう昇しようし、玖郎の内部を溶とかしてゆく。


　記き憶おくが、思いが、人格が。


　玖郎を玖郎たらしめているすべてが、熱で溶かされてゆく。


「あ、あ、あああああああああああああああああああああああっ！」


　鼓動の音が止まらない。心臓の機能を超こえて、血液が供給される。


　脳のう髄ずいのどこかでガチン、と撃げき鉄てつが引かれた。


　玖郎は駆け出す。


　弾だん丸がんのようなスピードで怪物との距きよ離りが縮まる。


　対応するように怪物の触手が動く。三本同時に。


　だが。


「──っ！」


　玖郎は左ひだり腕うでを大きく横に薙ないだ。


　大気そのものをずらしたかのような手て応ごたえ。


　簡単に人間を貫つらぬき、コンクリートの壁かべをえぐっていた怪物の触手は。


　そのひと薙ぎであっさりと、ちぎれて飛んだ。


　──玖郎は気づいていない。


　振り抜ぬいた左腕が人間のそれとはかけ離はなれた、異い形ぎようのものに変わっていることを。


　体積は倍ほどにふくれあがり、ざらついた白い表皮に覆おおわれている。


　肘ひじや肩かたには針のような突とつ起き物ぶつが生え、蠕ぜん動どうする筋肉は別個の生き物のようだ。


　目を引くのは肘から手の甲こうを覆っている甲こう殻かく。


　それはまるで蛇が巻き付いているようにも見えた。


「キ、アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」


　触手を失った怪物が吠ほえる。


　痛みにのたうち、身をよじる怪物に、玖郎はさらに接近した。


　異形の左腕でこぶしを形作り、隙すきだらけの胴どう体たいに向けて繰くり出す。


　軽い手応えと共に、怪物の胴体に穴が空いた。


　金属をこすりあわせたような甲かん高だかい悲鳴を怪物が発した。


　返り血が玖郎の左腕をぬらす。


「は────ぁ」


　頭の奥おくがジーンと痺しびれてくる。


　目が怪物の流す赤い血を追いかける。


　その視線の向こうに、驚きに目を見開く少女がいた。





　……助けなきゃ。





　……助けるために、殺さなきゃ。





　無我夢中で、玖郎は右みぎ拳こぶしを繰り出した。


　ぐしゃり、と怪物の頭部に植わっていた触手がつぶれる。


　いつの間にか異形に変じていた右腕もまた、真っ赤な液体に彩いろどられた。


　駆け巡る熱が、よりいっそう増してゆく。


　──打ち震ふるえるような、歓かん喜きによって。


「ふ、く、はははははははははははははは」


　自然と笑みが漏もれた。両の拳は止まることなく怪物に突き刺ささっていく。


　一発打うち込むごとに、怪物の体に穴が空き、衝しよう撃げきで揺ゆれる。


　ダンスを踊おどっているようなその様が、ひどく滑こつ稽けいでおもしろかった。


「ははははははっ！　はははははははははははははははははははっ！」


　高らかに笑いながら、怪物を打ち続ける玖郎。


　脚が、背が、首が、徐じよ々じよに異形へと変異していく。





　それは一体の獣けものだった。


　この世に存在するどの生物にも似ていない、異形の獣。





　体たい軀くは二メートルをゆうに超え、全身は白い表皮に覆われている。


　銀色のたてがみを振り乱し、肥大化した両りよう腕うでを振り回す。甲殻に覆われた拳は、巨きよ大だいな鎚つちのように見えた。


　奇き妙みようなのはその顔だ。


　獣の顔は純白の仮面に覆われていた。外国の祭りで売っているような、口のない道どう化け師しの仮面。ほおに刻まれた赤い隈くま取どりが、血の涙なみだを想起させる。


「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」


　玖郎は咆ほう吼こうをあげた。


　怪物の姿はすでにない。


　黒と赤に彩られた肉片があるのみ。


　玖郎の、狂きよう気きに彩られた深しん紅くの瞳ひとみが。





　目の前の少女へと注がれた。





　　　　＊　　＊　　＊




　陽菜が路地裏に駆かけつけた時、すでに戦せん闘とうは始まっていた。


　路地の奥で咆吼をあげるのは純白の獣。


　巨大な両腕を振り回し、近づく物を威い嚇かくする。


　対するは七人の男女。陽菜と同じくらいの少年も、スーツにサングラスをかけた女性もいる。背格好も、歳としも、性別もバラバラな七人。


　だが、彼らもまたそれぞれに奇妙な様子だった。


　少年の右腕は獣と同じように異形に変じ、巨大なかぎ爪づめを振るっている。


　スーツ姿の女性の周囲には、蒼あおい火の玉が浮ふ遊ゆうし、断続的に白い獣へと放たれていた。


　目に見えぬほどのスピードで壁を蹴けって跳ちよう躍やくするものもいれば、鋼はがねの両腕で獣の一いち撃げきを受け止めるものもいる。


「──状況は!?」


　陽菜が叫さけぶ。


「一進一退よ、陽菜」


　そばに近寄ってそう答えたのはひとりの少女だ。


　陽菜より少し年上だろうか。


　黒くろ髪かみを肩より長く伸のばし、耳のそばのみ髪かみ飾かざりで留めている。


　戦場にあっても冷静なその様は、見た目よりも大人びて見えた。


「……椿つばきか」


　陽菜は少女の名前を呼ぶ。


　椿はひとつうなずいて、堅かたい口調で言った。


「出現から発見までは推定で五分。戦闘開始からは約三分。まだ十分相手にできる強さね。こちらにも被ひ害がいは出ていないわ。でも──」


「どうした？」


「ひとつだけ気になることがあるの」


　そう言って、椿は獣の向こうを指さした。


　暴れ回る獣の背後に、誰だれかが倒たおれている。


　中学生ほどの少女のようだが……。


「……あれは？」


「わからない。ファーストコンタクトの時には、あの場所で倒れてたから」


「まずいな」


　苦い顔で陽菜はつぶやいた。


　椿も同じような顔でうなずく。


「あの位置では、いつ巻き込まれるかわからない。救出しようと試みてるんだけど……」


「〝輪廻アルマ〟を突とつ破ぱできない、というわけか」


「そういうこと」


「──わかった」


　陽菜は力強くうなずいた。


　その瞳に、太陽のような輝かがやきがともる。


「私が助けよう」


　言葉と共に、陽菜は左腕につけていた無骨なブレスレットを引き抜いた。


　銀色のそれはみるみるうちに膨ぼう張ちよう、変形して、武器の姿をとる。


　──それは奇妙な武器だった。


　全体的なフォルムは槍やり。長い柄えに穂ほ先さきがつき、刃やいばが凶きよう悪あくさを主張している。


　だがその石いし突づきにはＬＥＤがともり、柄の中央部分にはスイッチとおぼしき突起が複数存在していた。穂先はよく見れば何枚もの金属板を重ね合わせて作られており、低い駆く動どう音おんが響ひびいている。




[image: ]


　作業機械を槍の形に押おし込こめたような、そんな外見の武器だった。


　陽菜は一ひと振ふりして、穂先を下に構える。


　その所作によどみはなく、この奇妙な武器に習熟していることをうかがわせた。


　手元のスイッチを操作すると、軽い振しん動どうの後に刃がうっすらとした光を放ち始める。


「道を開けろ！」


　一声叫ぶと、戦っている七人の動きが変化した。


　左右に展開し、陽菜と獣が一対一になるように誘ゆう導どうする。


　仮面に覆われた獣の顔がぐるりと振ふり向き、陽菜と目が合う。


「──行くぞ」


　つぶやいて陽菜は地を蹴った。


　軽いステップで踏ふみ込むと、遠心力を生かして槍の穂先を頭上から振り下ろす。


　その一撃は見事に獣の左ひだり肩かたに突つき刺さった。


「今だ！　あの子を！」


　獣の左側に展開していた少年に声をかける。


　少年はひとつうなずくと獣の横を通り過ぎようとして──。


「ゴアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」


　咆吼がとどろく。


　陽菜の槍が突き刺されたまま、獣は力任せに少年へと拳を振り下ろした。


　止める間はない。


　中世の城しろ攻ぜめに使われた鎚のごとく、拳は少年の胴体に突き刺さり、そのまま路地の出口付近まで彼を吹ふき飛ばす。


　少年は壁かべにバウンドした後、血を吐はいて動かなくなった。


「──友とも樹きっ！」


　誰かが少年の名を呼ぶ。


「覚かく醒せいしたてでこの破は壊かい力りよくか！　化け物め！」


　他の誰かが悲鳴のような悪態をついた。


　戦場に動どう揺ようが広がりかけ──。


「心を折るな！」


　戦いながら、陽菜は声を張り上げた。


　澄すみ切った声が、路地裏のよどんだ空気を吹き飛ばす。


「絶望は我らを獣と化す！　護まもるべきものを想像しろ！　我らの肩かたに掛かかっているのは、帰るべき日常だ！」


　獣けものの拳こぶしを槍でさばきながら、陽菜は続けた。


「椿！　彼の容態は!?」


「──大だい丈じよう夫ぶ！　負傷はひどいけど、まだ助かる！」


「ならば椿は彼を頼たのむ！　他のものも注意しろ！」


　陽菜の仲間たちがそれぞれにうなずく。


　恐きよう怖ふにはまっていたものも、不安におののいていたものも、目に光を取り戻もどして獣へと向かってゆく。


（……よし）


　陽菜はその様子を確認して内心でうなずいた。


　前線を離はなれ、仲間たちと一いつ旦たん距きよ離りを取る。


（しかし、先ほどの反応は──）


　息を整えながら、じっと陽菜は獣の様子をうかがう。


　獣はその場から動かずに、力任せに攻こう撃げきを続けるのみ。


　陽菜のつけた傷は、奇妙なことにその周辺が紅い結けつ晶しようと化している。


　だが、それも獣の動きを阻そ害がいするほどではない。


（やはり、動こうとしない）


　獣の動きは不自然だった。


　こちらを倒そうとするならば、もっと積極的に動いて各個撃げき破はをするべきだ。


　なぜそれをせずに、あの場所に留とどまり続けるのか。


（そして、後ろの少女）


　あの少女に手を出そうとした瞬しゆん間かん、獣の動きが変わった。


（──そうだ。本来、〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟は覚醒したてでもそれだけの戦闘力はあるはず）


　数呼吸で体力を回復させつつ、陽菜はじっと考える。


　──と。


「ここっ！」


「くらえっ！」


　スーツ姿の女性が放った青い火の玉が獣の顔面に打ち込まれた瞬間に、鋼の両りよう腕うでを持つ男性が敵の懐ふところに滑すべり込んだ。


　地面を蹴るようにして、渾こん身しんの力でその拳を獣のみぞおちへと叩たたき込む。


　ぐらり、と獣の体が揺ゆれた。


　その隙すきに壁を蹴って駆け上がった男が、獣の後ろに回り込もうと企たくらむ。


「まずいっ！」


　陽菜の叫びと。


「オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！」


　獣の咆ほう哮こうは同時だった。


　地面に爪を立てて、その巨きよ大だいな右みぎ腕うでを振り上げ──ようとして、動きが止まる。


　よく見れば、その腕うでに幾いく条じようもの糸が絡からみついていた。


「それは……読んでる！」


　陽菜の後方で、椿が叫ぶ。右手から伸ばした糸で獣の腕を押さえ込んでいるのだ。


　そのまま男が獣の背後に着地して──少女を抱かかえ上げた、その瞬間に。


「ガアッ！」


　再び獣が吠ほえる。


　異変は直後にあらわれた。獣の拳を覆おおっている蛇へびのような形の甲こう殻かくが、開いたのだ。


　その牙きばをむき出しにするように。


　同時に、椿の糸がすべて消失する。


　顔を燃やしていたはずの蒼あおい炎ほのおも消え失うせた。


「な──っ！」


「炎が、消えたっ!?」


　椿たちが驚おどろきの声を漏もらす。


　そして少女を抱えた男は獣の裏拳によってその場に倒れ臥ふした。


　気を失っている少女もまた吹き飛ばされ──獣のたてがみによって受け止められる。


「──っ！」


　目を見開く陽菜の横を、再び蒼い火の玉が獣へと飛ぶ。


　だが、獣はその炎をまるで羽虫を払はらうように右手で弾はじいた。


　途と端たん、炎が何も無かったかのように消え失せる。さらにその右手を振り下ろすと──。


　蒼い炎が虚こ空くうに生まれ、波となって陽菜たちを襲おそう。


「コイツ……！」


　震ふるえる声で、誰かがつぶやいた。


「俺おれたちの能力を──食ってやがるのか！」


　先ほどに倍する動揺が伝わる。


　しかし、陽菜だけは違ちがった。


　炎の中でもじっと、獣を見ている。


　たてがみを操あやつって少女をおろす、獣の姿を。


「陽菜！」


　椿の糸が陽菜を引き寄せる。


　目の前を蒼い炎が行き過ぎていった。


「何をぼうっとしているの！　あなたがいないとこの作戦は──」


「やはり──そうか！」


　陽菜の言葉が椿を遮さえぎる。


「ど、どうしたの？」


　突とつ然ぜんの叫さけびに困こん惑わくする糸使いの少女。


　陽菜はやおら振り向くと椿の両りよう肩かたを摑つかんだ。


　その顔は興奮で赤く染まっていた。


「間ま違ちがいない、間違いないぞ！」


「な、なに!?　一体何があったの？　あの獣が私たちの能力をコピーすることなら……」


「違う。そうじゃない！」


　陽菜は背中越ごしに獣を指さす。


　そして、周囲の仲間にも聞こえるような声を張り上げる。





「あの獣には──、人の意識が残っているのだ！」





「──っ！」


　椿が息を[image: ]のんだ。


　かすれた声で、かろうじて反はん応のうする。


「それは……本当に？」


「本当だ」


　力強くうなずき、陽菜は獣の向こうで倒たおれている少女を指さした。


「獣は間違いなく、あの子を守っている」


「それは、確かにそうとも見えるけど──」


「矛む盾じゆんするのだ。……〝輪廻アルマ〟の習性とは」


「え？」


「少なくとも今までに確認されている〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟には、攻撃対象を区別などしなかった。生きているならば等しく殺す。それが〝輪廻〟の習性であり、本能だ」


「そうしないあの〝輪廻〟は──人間の意識が残っている、と？」


「そうだ。そして、それはひとつのことを意味する」


　陽菜は槍やりを一ひと振ふりして、穂ほ先さきを獣へと向ける。


　そして口元には、不敵な笑えみを浮うかべ──こう言い放った。





「……あの獣は、人間に戻ることができるという意味だ」





　今度こそ。


　場にいる全員が凍こおり付いた。


「助けるっていうのか！　あの獣を！」


　そう叫んだのは両腕を機械に変えた男だった。


「あんな危険なヤツを！　この状態から！」


「──そうだ」


　陽菜は至し極ごく当たり前だとばかりにうなずく。


「救えるものを救わずして、何がＵＧＮか」


「だ、だが……」


「私は救うぞ。──可能性があるならば、神でも、悪魔でも」


　その言葉に、そのまなざしに、迷いは微み塵じんもなかった。


　愚ぐ直ちよくなほどにまっすぐ、陽菜は獣と相対する。


　隣となりにいた椿が、ふと息を吐はいた。


「……わかった」


　糸使いの少女の顔にも、わずかな笑みが浮かんでいた。


「そこまで言うなら、あなたの策に乗ってあげる」


「椿!?」


　仲間たちの声を聞き流して、椿は陽菜に問う。


「私たちは何をすればいいの？」


「……オーヴァードが暴走した時にすることはひとつだ」


　言うが早いか、陽菜は真っ正面から獣へと突つっ込こんだ。


　駆かけ出した勢いを乗せた槍が、獣の腕によって弾かれる。


　だが陽菜は退かない。連続で突きを打ち込み、獣の防ぼう御ぎよをこじ開けにかかる。


「コイツを行動不能に追い込む。それしか方法はない」


　巨大な獣とすれすれの肉にく弾だん戦をしながら、陽菜はそう言った。


　椿がうなずいて右手を振ふる。


　再構成した糸が生き物のように動いて獣の脚あしを搦からめ捕とった。


「つまり、やることは変わらないってことね」


　糸を引き絞しぼって動きを封ふうじつつ、椿は言った。


　陽菜が力強くうなずく。


「そうだ。……やることは同じ。街を救い、そしてこの獣も救う。ただひとり、助ける対象が増えただけだ」


　獣はその右腕で椿の糸を消しよう滅めつさせると、左ひだり腕うでを陽菜へと突き上げた。


　大気そのものを切り裂さくような一いち撃げきを槍で捌さばきつつ、陽菜は獣の目を──仮面に覆われたその向こうを見つめる。


　白い仮面の隙すき間まからのぞく瞳ひとみは血と同じ紅くれないに染まり、狂きよう気きの光をたたえていた。


　──陽菜は笑う。


　雲ひとつ無い青空のような笑顔で、獣の瞳をのぞき込む。


「苦しいだろう」


　わずかに、深紅の瞳が揺れた。


「──大だい丈じよう夫ぶだ。必ず助けてやる」


　誓ちかいをたてるかのようなそのつぶやきに、獣の動きが止まった。





　　　　＊　　＊　　＊




　──玖郎は血を求めていた。


　あの触しよく手しゆの怪かい物ぶつなどではとうてい足りない。


　もっと多くの命をこの手で刈かり取りたい。


　肉を裂き、骨を砕くだき、流れる血をすすりたい。


　だから好都合だったのだ。新たな敵が現れたことは。


　連中が奇き妙みような力を使うことなど、どうでもいい。


　玖郎にとっては、彼らすらも獲え物ものに過ぎなかった。


　だが。


　助けなければ、と心のどこかから響ひびく声が拳こぶしを鈍にぶらせる。


　殺してはならない、と浮かんでくる思考がとどめをためらう。


　──玖郎は恐おそれていた。


　暴走する肉体を。殺さつ戮りくを求める衝しよう動どうを。


　気を抜けばそれらを許容してしまうみずからの心を。


　愉ゆ悦えつと、恐きよう怖ふの双そう方ほうに心を引き裂かれて、玖郎はもだえていた。





　その時だ、深紅の瞳が少女をとらえたのは。





　少女は笑っていた。


　どこまでも純じゆん粋すいで、強固な意志に彩いろどられた笑みが示すのは慈じ愛あい。


「苦しいだろう」


　言葉が玖郎の心にしみ通る。


「──大丈夫だ。必ず助けてやる」


　与あたえられた救いの言葉に、心のどこかが叫びのようにふくれあがり──。





　　　　＊　　＊　　＊




　風峰市内でもっとも高いビルの屋上、その縁へりに男は座すわっていた。


　吹ふき上げる風から片手で中なか折おれ帽ぼう子しを守り、コートをはためかせて。


　玖郎に力を与え、獣けものへと変えた男はその灰色の瞳を、虚空の一点に向けている。


「……なかなかうまくはいかないものですね」


　男の口からつぶやきが漏れる。


　彼の目には、路地裏の状じよう況きようが映っていた。


　ここからでは他の建物が邪じや魔まをして、直接あの場を見ることはできない。


　だが、男は玖郎たちの状況を把は握あくしていた。


　動きを止めた獣を、陽菜が仲間たちと共に打ち倒す瞬しゆん間かんを。


　倒れた獣と、その後ろの少女の双方を運び出す光景を。


　男はこの場所から見守っていた。


「あのまま暴走し続けてくれれば、展開も早かったのですが」


　男は立ち上がる。


　ひときわ強い風が彼の顔を叩たたく。


　バランスの悪い縁でも、彼の体は動くことはない。


「いいでしょう。チェスのように徐じよ々じよに詰つめるのも嫌きらいではない」


　くつくつと喉のどの奥おくをならしながら、男は舌なめずりをする。


　その顔を、隠かくしきれない悪意に染めて。


「さて少年。……ゲームを始めましょうか」





「──負ければその魂たましい、いただきますよ？」




Phase2　輪廻の獣アルマ・レグナム




「──つっ！」


　胸に痛みを感じて、玖く郎ろうは眼めを開けた。


　視界に飛び込んできたのは板張りの天てん井じよう。


「……あ、れ？」


　まばたきをして、もう一度天井を眺ながめた。


　どこにでもあるような板張りの天井。ちょっと古びた感じが、ひときわ味わい深い。


「ここ、どこだ？」


　口に出してつぶやく。


　視線の先にある天井は玖郎の知るどの天井とも違ちがった。


　なぜこんなところにいるのか思い出せない。


　霞かすみがかったような意識を無理矢理に回転させて記き憶おくを探さぐり──。





　脳のう裏りを、白い獣の姿がかすめる。





「──っ！」


　慌あわてて飛び起きた。


　半身を起こして自分の体を確認する。


　いつまでたっても太くならない二本の腕うでに、やせ気味の胴どう体たい。


　見慣れた自分の体がそこにあった。


「……夢？」


　ぺたぺたと体を触さわってから、玖郎はつぶやく。


　玖郎が寝ねているのは和室だった。


　八畳じよう敷じきの真ん中に、布ふ団とんがひとつ敷かれている。


　部屋の奥おくにはきちんとした床とこの間があり、掛かけ軸じくと小ぎれいな花入れが飾かざってあった。


　畳たたみ特有の懐なつかしくもすがすがしい香かおりがふんわりと漂ただよっている。


　部屋にはチリひとつ、汚よごれひとつ見あたらない。


　そして玖郎が寝ている布団のそばでは。


　──ひとりの少女が横たわっていた。


「うわっ！」


　思わず身を引いて、小さく叫さけぶ玖郎。


　少女は畳の上で規則正しく寝ね息いきを立てていた。


　光を透すかしたかのような栗くり色いろの髪かみが、したたる水のように顔にかかっている。


　身を包むのはデニムのジャケットにジーンズ。慌てていたのか、多少着衣が乱れている。


　うっかりとこの場で眠ねむり込こんでしまったという風ふう体ていだ。


「あれ？」


　玖郎は少女を見つめる。


　記憶のどこかに引っかかるものがある。


　そっと、玖郎は彼女の顔にかかる髪をどけようとして──。


「……ん？」


「あ」


　目を開いた少女の視線が、玖郎とぶつかる。


「あの、ええと、これは……」


　少女の髪に指を通したまま、玖郎はもごもごと口を動かす。


　なにかを弁解しなければと気がはやるだけで、意味のある言葉は出てこなかったが。


　しかし、少女は気にした風もなく半身を起こすと、にこりと笑った。


「おはよう」





　その笑え顔がおは、雲ひとつない青空のようで──。





「──っ！」


　昨晩の光景が、衝しよう撃げきと共に玖郎の脳裏によみがえる。


　そうだ。確かこの少女は昨日、玖郎と戦った中にいた。


　確か陽はる菜なと呼ばれていたような──。


「ふむ」


　玖郎が自分の思考に夢中になっていると、ぐいと顔の両側を摑つかまれた。


「──え？」


　いつの間にか、息のかかる距きよ離りに少女の顔がある。


　大きな瞳ひとみが、じっと玖郎を見つめていた。


「ちょ、ちょっと……！」


「ん、動くな」


　かすれるような声で抵てい抗こうする玖郎を、少女は一言で黙だまらせる。


　彼女はじろじろと無ぶ遠えん慮りよに玖郎の顔をのぞき込む。


　前から横から後ろから、いちいち確かめるようにして確認した後、さらに彼女はペタペタと玖郎の体を触り始めた。


「～～～～～～っ！」


「こら、動くなと言ったろう」


　思わず身を引きそうになる玖郎に、少女はどこか時代がかった口調でやんわりと止める。


「いや、そうは言っても……」


　上半身をひと通り触った後、少女は背中に手を回すと奇き妙みような器具を取り出した。


　プラスチックの細い棒の付け根からコードが伸びて、一ひと抱かかえほどあるボックスにつながっている。


　少女はその棒を玖郎の鼻の先につきだし、言った。


「これをくわえてくれ」


「え？」


「口にくわえるんだ」


「う、うん……」


　意味がわからないまま、玖郎はプラスチックの棒をくわえる。


「しばらくそのままだ」


　ボックスのスイッチを動かし、少女は言う。


　言われたままにぼうっとしていると、一分ほどでボックスから電子音が響ひびいた。


　どこか体温計を彷ほう彿ふつとさせる音が。


「ふむ。──侵しん蝕しよく率りつ約50％か。あれだけの暴走を起こしたというのに、たいしたものだな」


　理解できないことを言いつつ、少女は上じよう機き嫌げんで玖郎の肩かたを叩く。


　口の中から異物を取り除き、玖郎はおずおずと声を発した。


「ええと、あの……」


「ん？」


「ここはどこで、あなたは誰だれなんでしょう……？」


　どこか間の抜ぬけた質問だと、自覚しながら玖郎は問う。


　少女はきょとん、と首をかしげた。


「む、何か言わなかったか？」


「ぜ、全然」


　玖郎が首を横に振ふると、少女は眉まゆをひそめた。


　ひとつ大きくため息をつくと、肩を落とす。


「すまない。どうにも私はそのあたりをよく忘れるのだ。何とか直せと仲間にも言われるのだがな」


「あ、いや、別に……」


　想像以上に落ち込んでしまった少女を反射的にフォローする玖郎。


　少女は強く首を振ると、人なつこい笑顔を浮うかべた。


「では改めて。私は汐しお見み陽菜という。キミの名は？」


「えっと、一いちノ瀬せ玖郎……です」


「玖郎か。敬語など使わないでくれ。私とキミはほぼ同年代だろう」


「あ、うん。わかった」


「うむ。ではよろしく」


「……よろしく」


　自然とさしのべられた手を、玖郎はぎこちなく握にぎり返す。


「それで──なんで、僕ぼくはこんなところに？」


「ふむ、それなのだが」


　手を離はなし、陽菜は腕を組んだ。


　形のよい眉が、きゅっと寄せられる。


　ひとつ大きく息を吸い込むと、陽菜は口を開いた。


「端たん的てきに言えば、キミはオーヴァードになった。さらにジャーム化しかかっていたからな。ここに運び込んで処置をしたのだ。異形化マトリクスシフトが全身に及および、衝動アージもひどかった。即そく座ざに処置をしなければ、再び暴走していただろう。うむ、助かって何よりだ」


　──。


　────。


　──────。


「…………え？」


　何度もうなずく陽菜に、玖郎はたっぷり三十秒は沈ちん黙もくしてからそれだけを返す。


　立て続けに並べられた単語は、ひとつとして理解できなかった。


「む、……わからなかったか？」


　わずかに眉を寄せて、陽菜はそう問うた。


　玖郎は人形のようにガクガクと首を縦に振る。


「ぜ、全然……」


「では、もう一度言うぞ」


　こほん、とひとつ咳せき払ばらいをして陽菜は再び口を開いた。


「キミはオーヴァードになったのだ。昨晩は〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟と融ゆう合ごうしてしまい、ジャーム化しかかっていたから我々が止めた。そして処置をするためにここに運んだのだ。全身に及ぶ異形化マトリクスシフト、自我をなくすほどの衝動アージも確認されていたから、即座に対応する必要があったのだ」


「…………」


　長々と呪じゆ文もんのように紡つむがれる陽菜の言葉は、やっぱりひとつも理解できなかった。


　別言語で話されている気すらする。もはや意味を想像することすらできない。


　たったひとつわかるのは、オーヴァードという単語のみ。


　ネットで噂うわさになっていた、超ちよう能のう力りよく者しや……だっただろうか。


「どうだ？　現状は理解できたか？」


　陽菜はにこにこと玖郎に問う。


「あ、その……、ええと」


　愛あい想そ笑わらいで曖あい昧まいな言葉を口にしつつ、玖郎は頭を搔かいた。


「その、ごめん。言い直して欲しかったんじゃなくて、説明して欲しかっただけなんだけど……」


「む、そうか」


　陽菜はひとつうなずく。


「考えてみればキミは何も知らないのだよな。わからないのも当たり前か」


「う、うん。そうなんだ」


「では、まずオーヴァードから説明するぞ」


　陽菜は指を一本立てた。


「オーヴァードはレネゲイドウィルスによって遺伝子を書き換かえられ、筋力が増大したり、反射能力が強化されたりした人間のことだ。場合によっては新しい器官を生み出し、炎ほのおや氷や雷かみなりなどといった形無き力を操あやつることも、化学物質を精製、散布することで人の精神そのものを操ることもできる。それらはエフェクトと呼ばれ、十二のシンドロームに分類されている。それらは順番にエンジェルハィロゥ、バロール、ブラックドッグ、ブラム＝ストーカー──」


「あ、はははは……」


　再び理解できない言葉を並べる陽菜を、玖郎は乾かわいた笑みで見守る。


　すでに彼女の声は玖郎の頭を通り過ぎ、なにやら専門的なことを言っている以上のことはわからない。


「──というわけなのだ」


　五分にわたって専門用語を羅ら列れつし終え、陽菜は満足げに玖郎を見る。


　だが。


「……え、ええと」


　玖郎は力無く笑みを浮かべるのみ。


「む……。もしかして、ダメか」


「う、うん。……全然わからなかった」


　陽菜はがっくりと肩を落とす。


「すまぬ。どうにも私は説明が苦手でな。これも仲間たちに直せと言われるのだが……」


　ため息混じりにそうつぶやくと、陽菜はおもむろに立ち上がった。


「少し待っていてくれ。説明ができるものを連れてくる」


「え？　あ、うん──」


　言うが早いか、陽菜はふすまを開けて外へと出て行く。


　ぽつんと玖郎はひとり部屋へと取り残された。


「なんか、慌あわただしい子だなあ……」


　それが、玖郎が陽菜に持った最初の感想だった。





　　　　＊　　＊　　＊




「連れてきたぞ！」


　自信たっぷりの笑みと共に陽菜がふすまを開いたのは、それから十分後のことだった。


　少女の後ろには穏おだやかな笑みを浮かべ、眼鏡めがねをかけた和装の男性と、そして同じ着物に身を包んだ数人の女性が続いている。


「やあ一ノ瀬玖郎くん。……お騒さわがせしましたね」


　ゆったりと落ち着きのある声でそう言って、男性が頭を下げる。


「あ、いえ、僕はそこまで……」


　玖郎がそう答えると、男性は笑みを崩くずさないままで言った。


「混乱させてしまったのはこちらの不ふ手て際ぎわですよ。……ともあれ、話ができる環かん境きようにしましょうか」


　男性が付き従っている着物の女性たちに目配せをすると、静かに彼女たちが部屋に入ってくる。あっという間に布団がどけられ、座布団が用意され、盆ぼんに載のったお茶と茶ちや菓が子しが用意された。


「──お着き替がえです」


　しかも玖郎に渡わたされたのは、真新しい風かざ峰みね学園の制服。


　上じよう半はん身しん裸はだかのままだった玖郎は、いそいそとそれを身につけた。


「──さて」


　場が落ち着いたところで、男性が口を開いた。


「まずは座すわってください。順を追って話をしましょう」


　勧すすめられるがままに玖郎は腰こしを落ち着ける。


　玖郎の対面に和装の男性と、そして陽菜が座った。


　部屋の整理をした女性たちは、一礼をして去ってゆく。


「まずは自己紹しよう介かいを。私は朱しゆ弦げん院いん景かげ国くに。この屋や敷しきの主であり、ここにいる汐見陽菜の上司にあたるものです」


「はあ……」


　ゆったりと笑った仕草はなんとも自然で、見るだけで気分が楽になる。


　年ねん齢れいは二十代後半だろうか。表情が落ち着きすぎていてわからない。


　墨すみのように黒い髪かみは、適度に短く整えられている。


　落ち着いた雰ふん囲い気きに、緑の単ひとえ着物がよく調和していた。


「景国さん、ですか……」


「珍めずらしい名前だろう？　支部長はこの旧家の当主らしいぞ」


　陽菜が口を挟はさむ。


「支部長？」


　耳慣れない言葉を繰くり返す玖郎。


　と、景国が笑みのまま静かに言った。


「──陽菜くん、説明は順を追ってするので、あなたは口を挟まないように」


「む……。も、申し訳ない、支部長」


　しかられた犬のように、しゅんとなる陽菜。


　目で彼女に釘くぎをさしてから、景国は玖郎へと向き直った。


「では玖郎くん。まずはひとつ質問を」


「……え？」


　景国はお茶に口をつけ、世間話のように言った。


「昨日のことを覚えていますか？」


「え？」


「昨日、路ろ地じ裏うらで体たい験けんしたことを──覚えていますか？」


　あくまで柔やわらかく、景国はそう問う。


　だが玖郎はどこか張り詰めたような緊きん張ちようを感じていた。お茶で口を湿しめらせ、なんとか答える。


「覚えては、います」


　現れた化け物を、獣に変へんじた自分を、そして景国の隣となりにいる少女を。


「でも──」


　ツバを飲み込んで、玖郎はあえて口にした。


「あれが、現実の出来事だとは思えません」


「ふむ、そう来ますか。……いや、そうでなくては我々が仕事をしている意味がなくなるのですが」


　景国は袖の中で腕を組んで、そう言った。


「仕事？」


「ああ失礼。その話はまた後で」


　気になる単語を繰り返したが、景国にあしらわれてしまった。


「あらためて玖郎くん。キミは昨日のことを……夢だったと思っていますか？」


　眼鏡の向こうから、景国の瞳が玖郎を射い貫ぬく。


　重圧をかけてくるわけでも、励ましているわけでもない。


　玖郎自身を見切ろうとしている、そんな目だ。


「あなたは見たはずだ。片腕を異形に変える少年を、虚こ空くうから炎を生み出す女性を、目に見えないほどのスピードで駆け回る人間を。そして──獣と化した自分の姿を」
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「……っ！」


「それを、夢だと？」


「はい。そうであればいいな、と……」


　たじろぐ自分を知覚しながら、素直に胸中を述べる。


　だが、景国は静かに首を横に振った。


「残念ながら、あれは現実に起きたことです」


「そんな！　でも、あんなもの──」


「ありえない、と？」


　玖郎のセリフを先に取り、景国は笑った。


　面食らったまま、玖郎はうなずく。


「では、証しよう拠こを見せましょう」


　景国はそう言って、茶ちや碗わんの下に敷しかれていた木製の茶ちや托たくをひょいと陽菜に投げた。


　片手で陽菜が受け取る。


「支部長、これは？」


「玖郎くんに見せてあげなさい。あなたの力を」


「……む、了りよう解かいした」


　いぶかしげな顔をする玖郎の前に、陽菜が手を伸のばした。


　細い指の間に漆うるし塗ぬりの茶托が挟まっている。


「玖郎、これをよおく見ていろ」


「え、あ、うん」


　言われた通り、茶托を凝ぎよう視しする。


　同時に、陽菜がすっと目を閉じた。深く集中するように。


「あ──」


　異変はすぐにあらわれた。


　陽菜の触さわっているところから、茶托の色が変わってゆくのだ。


　漆に塗られた黒から、鮮あざやかな赤へと。


「では玖郎、触ってみるといい」


　数秒もかからずにその色を変えた茶托を、陽菜は投げてよこす。


　慌てて玖郎はそれを受け止め──。


「え……っ！」


　その重さに驚おどろきの声をあげた。


「重い。それに、この手て触ざわりは……」


　ずっしりと感じる重さへと変わった茶托をなでる。


　漆の感かん触しよくはまったくなく、ざらざらとした凹おう凸とつが感じられた。


「──石のようだろう？」


　いたずら好きの子供のように笑って、陽菜が玖郎の内心を言い当てる。


　瞬しゆん間かん、返答に詰つまった後、玖郎はうなずきを返した。


　得意げに胸を張って、陽菜はピッと茶托を指さす。


「これが私の能力。物体の〝変質〟だ」


「変質……？」


「木を石に、石を金に、金を砂に。……物体の組成そのものを変化させる。それが陽菜の能力です。それを使って茶托を石に変えたのですよ」


「もちろん手品ではないぞ」


　陽菜は手を伸ばし、もう一度茶托に触った。


　触ふれたその場所から、茶托が元に戻もどってゆく。──今度は、半分だけ。


「手品では、このようなことはできまい？」


　半分が木製、半分が石という世にも奇き妙みような物体を手に、玖郎はただひたすらうなずいた。


　少し自じ慢まんげな陽菜を手で制し、景国が口を開く。


「これが──オーヴァードの力です」


　呆ぼう然ぜんと玖郎は茶托を見つめていた。


　自然では絶対に発生し得ない、奇妙な物体を。


「じゃあ……」


　震える声で、玖郎は言う。


「昨日の出来事は、本当に──」


「ええ。本当にあった出来事です」


「そんな馬鹿な！」


　思わず玖郎は叫んだ。


　ガチャン、と茶碗が倒れる。


「あんなものがあるはずない！　あんな、あんな化け物が……！」


　いるはずがない。


　そう玖郎が口にする前に、景国が静かに言った。


「あれを化け物というのであれば、ここにいる私も、陽菜くんも化け物になりますよ」


「え……？」


「玖郎くんが見た化け物も、そして戦った陽菜くんたちも、どちらもオーヴァードなのですから」


「それは、どういう……？」


　景国は眼鏡を直し、ゆっくりと間を取った。


　一呼吸、二呼吸、玖郎のざわめきが収まるのを待って、口を開く。


「玖郎くんは、オーヴァードという単語を聞いたことがありますか？」


「は、はい……。ネットで噂になってる超能力者、という程度ですが」


　玖郎は素直にうなずいた。


「ネットの噂は乱暴ですが、だいたいはそれで合ってますね。……我々オーヴァードは、他の人と同じ〝人間〟です。ちょっと特殊な能力を使えるだけの、人間です」


　景国の言葉は、まるで嚙みしめるようだ。


「実のところ、世界にはこのような能力を持つ人間はかなりの数存在するのです」


「えっ!?」


「彼らは基本的に正体を隠し、なんの変哲もない社会生活を送っています。そうですね、言うなれば──」


　景国はかすかにいたずらっぽく微笑んで続けた。


「世界は既に変へん貌ぼうしていた。……というところですか」


　玖郎は何も返せなかった。


　いつもならば、理由を付けて席を立つだろう。


　こんな突飛な話に付き合ってはいられない、と。


　だが、目の前で見せられた力が。そして昨日の感覚が証明していた。


　景国の言葉が真実である、と。


「さて。では世界がいつから変貌したのか。どこからオーヴァードたちは現れたのか。……それを説明しましょう」


　玖郎の沈黙を理解と受け取り、景国は続ける。


「発端は二十年前の中東。とある考古学者がひとつの遺跡を発見したところから始まります」


　説明に慣れているのだろうか。景国はテンポよく話を進めていく。


「学会は新しい発見に沸わき立ちました。ですが、その火はすぐに消えることになります。その国は内戦状態にあり、発掘を進められる状況ではなかったのです。……程なくして発掘は中断。考古学者率いる研究チームはそれまでの資料を持って本国へと戻ることになります」


　一口、和装の男性は茶をすすった。


「その途中で、事故が起きました」


　発した声は、わずかに重い。


「彼らを乗せた輸送機が事故によって墜落したのです。高高度で爆発した輸送機の中には遺跡から発見したさまざまな資料がありました。その中に──とある未知のウィルスがあったのです」


「ウィルス……？」


「その後、世界各地で超能力者が生まれるようになりました。様々な事件を経て、我々はそれを生み出しているのが、そのウィルスであると結論づけたのです」


　景国は玖郎をひたと見据え、感情のこもらない声で言った。


「それがレネゲイド。……神の摂せつ理りに逆らうその効果から、背教者の名を付けられたウィルスです」


　景国は銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねを直し、言葉を続けた。


「レネゲイドは気圧にも爆ばく風ふうにも高熱にも負けず、世界中に広まりました。そして水や土を侵しん蝕しよくし、自分の遺伝情報を残しつつ、その感染範はん囲いを広げてきました。今では世界中の七割以上の人間がこのウィルスに感染していると言われています」


「ちょ、ちょっと待ってください」


　思わず玖郎は話を止めた。


「世界中って……、そんなウィルスが流は行やったなんて聞いたこと無いですよ」


「ええ、それはそうでしょう」


　玖郎の言葉を景国はあっさりと肯定する。


「レネゲイドウィルスに感染しても、すぐに人間に変化が出るわけではありません。いや、むしろ何も気づかずに一生を終える人の方が多いかもしれません」


「え……？」


「インフルエンザウィルスは感染してから一週間から十日ほどの潜せん伏ぷく期間を経て発はつ症しようし、高熱などの症状がでるでしょう？　それに似たような性質をレネゲイドも持っているのですよ」


「じゃあ、何年か経たってから発症するとか……？」


「少し違ちがいます。レネゲイドに感染したものが発症する条件は、その心身に強いショックを負った時」


　景国は膝ひざ元もとに置かれたお茶を手に取り、ゆっくりとすすった。


「生命の危機に陥おちいったとき、または精神的に巨きよ大だいな負荷がかかったときにレネゲイドは発症します。もちろん、100％発症するわけではないですが」


　確認されている例でも１％を下回っています、と景国は補足した。


　それでも世界の七割が感染しているともなれば、十分以上に多いことにはなるが。


「一度発症したレネゲイドはその人間の遺伝情報を書き換かえ、肉体を変異させます。獣けもののごとき腕うでを形成することもあれば、炎ほのおを生み出す器官をあらたに作り上げることもある。脳の構造が変化し、自分が知らなかった知識を得たものもいます」


　茶碗を置き、景国は自分や陽菜を指してこう言った。


「これがオーヴァード。ウィルスによって人間を超こえてしまったものたちです」


「…………」


　玖郎は言葉を返せない。


　先ほどの陽菜の実例を見ても、景国の話は荒こう唐とう無む稽けいにすぎた。


　だいたい──。


「なぜオーヴァードのことを隠かくしているのか。そう思っていますか？」


「えっ？」


　玖郎の心中を言い当てて、景国は静かに続ける。


「その理由は簡単です。オーヴァードには避さけて通れない、巨大な問題があるのです」


　景国の言葉に、陽菜の顔がわずかに歪ゆがんだ。


　心なしか景国の声も重く変わった気がする。


　わずかにためを作って、景国はその言葉を舌の上にのせた。


「レネゲイドは──人間の理性を失わせるのです」


　瞬間、耳の奥おくで獣の咆ほう吼こうが響いた。


「暴走、と我々は呼んでいます。レネゲイドに心を支配され、人間としての判断力を失った状態。レネゲイドの能力を使いすぎたり、再び肉体や精神に大きな負荷がかかった時に起こります」


　ウィルスは人間にとって得になるだけではないのですよ、と景国はつけたした。


　玖郎はおずおずと口を挟はさむ。


「暴走って……、一体どうなるんですか？」


「個人差はありますが、多くのオーヴァードはその能力を殺さつ戮りくや破は壊かいなど、自分の望むままに使用し始めます。そこに人間としてのモラルや理性はありません。有あり体ていに言えば──化け物になる、というところでしょうか」


　化け物、という単語に自じ嘲ちよう的な響ひびきを含ふくませつつ、景国は続けた。


「実際、オーヴァードに覚かく醒せいする人間の90％以上は暴走状態から復帰できず、そのまま人間であることをやめてしまう。……危険なのです、このウィルスは。発症したものにとっても、そして周囲の人にとっても」


　眼鏡の向こうから、景国の目が玖郎を射い貫ぬいた。


「想像してください。あなたの隣りん人じんがいつ暴走するかもしれないと告げられたら？　しかも、それが人間を遥はるかに超える能力の持ち主だと聞かされたら？　──誰だれもが他人を疑い始めるでしょう」


　景国はそう言って首を横に振った。


「パニックはもちろん、最悪魔ま女じよ狩がりが始まります。人間は長い恐きよう怖ふに耐たえられるようにはできていません」


　玖郎は思わずうなずいた。


　景国の言葉が真実なら、家族も友人も恋こい人びともいつ誰が暴走するかわからないのだ。


　そんな環かん境きようで生活など、成り立つはずがない。


「だからこそ、我々はオーヴァードについての情報を隠しているのです」


　景国は、はっきりとそう言った。


「我々、ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク──ＵＧＮが」


「ＵＧＮ……？」


「オーヴァードの支し援えん組織、と言うのがわかりやすいでしょうか。いち早くレネゲイドの存在とその脅きよう威いに気がついた人間が作り上げた世界規模の組織です。私や……こちらの陽菜くんもそのＵＧＮの一員ですよ」


　景国に水を向けられ、陽菜がほほえんでうなずいた。


　つられて玖郎もわずかにうなずく。


「我々の役割は主に三つです」


　景国は指を三本たてた。


「ひとつはレネゲイド事件を表おもて沙ざ汰たにしないように処理すること。各国政府と連動し、情報を操作して一般人に真実が知られないように隠しています。もうひとつはオーヴァードによる事件を解決すること。……オーヴァードの相手は同じオーヴァードにしかできません。軍や警察がオーヴァードを相手にするにはどうしても大事になってしまいますし、なによりも発生確率が高すぎる」


　世界の七割がレネゲイドに感染しているとするならば、世界中どこでもオーヴァードは発生しうるということだ。


　そのすべてを秘ひ密みつ裏りに解決できるとするならば。


　それは同じく人間の枠わくを超えたものたちのみだろう。


「そして最後のひとつが──オーヴァードに覚醒したものに正しい情報を与あたえ、補ほ佐さをすること」


　景国は言葉を切った。


　漆うるしのような黒い瞳ひとみが、静かに玖郎を見つめる。


　じわりと、玖郎の手に汗あせがにじむ。


「ここまで言えばわかるでしょう。……一ノ瀬玖郎くん」


　一拍おいて、景国は言った。


「あなたは、オーヴァードになったのです」


「…………」


　玖郎はわずかに目を見開いた。


　拳こぶしをきゅっと握にぎり、表情がこわばる。


　──だが、それだけ。


「あまり、驚おどろいていないな」


　陽菜が不思議そうに口を開いた。


　玖郎は慌あわてて首を振り、苦笑いを浮うかべる。


「十分驚いてるよ。……ただ、話の流れで予想できたことだから」


「……そうか？」


　何か納得のいかぬように、首をかしげる陽菜。


　だが、それ以上彼女は言葉を重ねなかった。


　ふたりの様子を見守ってから、景国はあらためて言った。


「昨晩のことは覚えていますか？」


「──はい。ぼんやりと、ですが」


　玖郎がうなずく。


「あなたはレネゲイドウィルスを発症し、オーヴァードに覚醒。そのショックで暴走状態になっていたので、ここにいる陽菜くんをはじめ、数人のＵＧＮエージェントであなたを取り押おさえた。そして治ち療りようのためにこの屋や敷しきに搬はん送そうし今に至る。……これが昨晩起きた事件のあらましです」


　景国の言葉に、玖郎はうなずいた。


「暴走から助かったとはいえ、あなたは普ふ通つうの人間に戻もどったわけではありません」


　和装の男性は残念そうに首を振ふる。


「玖郎くんの身には未いまだレネゲイドが息づいています。レネゲイドはあなたに力を与え──、同時に虎こ視し眈たん々たんと心を乗っ取ろうとするでしょう」


　景国の言葉に、玖郎は沈ちん黙もくをもって返すのみ。


　反はん応のうを確かめるように間を挟んで、景国は続けた。


「あなたはオーヴァードとしての力の使い方を覚えなければなりません。力を制せい御ぎよし、暴走の危険性を抑おさえるために。……大だい丈じよう夫ぶ。そうすれば普通に生活できますし、我々ＵＧＮがあなたをサポートしますよ」


　まさしく医者のような物言いで、景国はそう締しめくくった。


　だが、玖郎はしばしの間沈ちん思ししてからこう問うた。


「……ひとつだけ、聞いていいですか？」


「なんでしょう」


　おそらく景国が明言を避さけたその問いを、あえて玖郎は口にした。


　自分の運命を決定づけるであろう、その問いを。


「オーヴァードが普通の人間に戻る方法はあるんですか？」


「──ありません」
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　縁えん側がわから庭に降りて、景国は落ちゆく太陽を見つめていた。


　血を滴したたらせているように、紅くれないを空に流している夕ゆう陽ひは言いようもなく美しかった。


「……あれで本当によかったのか？」


　背後から野太い声がかけられる。


　振り向けば、岩のように筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男性がたたずんでいた。


　彼は肩かたの部分が奇き妙みように盛り上がり、幾いくばくかの違い和わ感を見るものに与える。


　景国は彼の両りよう腕うでが鋼はがねの義手であり、能力で動かしているのだと知っていた。


　その腕をもって、昨晩暴走した玖郎と戦いを繰くり広げていたことも。


「何がですか？　藤とう堂どうさん」


「わかってんだろうがよ」


　藤堂と呼ばれた男はむずがるように鼻を鳴らす。


「あの小こ僧ぞうのことだ。あのまま家に帰してよかったのか？」


　説明をした後、連れん絡らく先さきを確認して景国は玖郎を家に帰していた。


　もちろん、オーヴァードの存在は友人にも家族にも教えないように念を押して。


　彼の家族である姉には、「玖郎は昨晩事故に遭あった。怪け我がはないが、一日大事をとって入院した」と伝えてある。


　玖郎さえ口裏を合わせてくれれば、疑われることは無いだろう。


　景国は袖そでの中で腕うでを組んで、柔やわらかい笑えみを浮かべる。


「説明は少し足りなかったかもしれませんが、今日はあの程度で十分でしょう。あまり多くの情報を伝えても、頭がパンクするだけですよ」


「そうじゃねえよ。……いやそれもあるが、俺おれの聞きたいところはそこじゃねえ」


　うなるような調子で、藤堂は景国を睨にらむ。


「あの小僧は、こっちで確保しておいた方がよかったんじゃねえのか？　ヤツの力は覚醒したてのオーヴァードとは比ひ較かくにならねえ。ちょっと暴走しただけであのレベルだ。安全を期すならば、ＵＧＮの施し設せつで隔かく離りして──」


「藤堂さん」


　やんわりと、だがはっきりと景国は藤堂の言葉を止める。


「それはいけません」


「なんでだ？」


「彼をモルモット扱あつかいするのは、オーヴァード全員をモルモット扱いするのと同じです。……私たちも同じオーヴァード。それだけはできませんよ」


「甘あまいんじゃねえのか？」


「かもしれません。……ですが、この一線は越こえたくありませんよ」


「──ふん」


　鼻を鳴らす藤堂。


「だが、ヤツが暴走したらどうする？　俺たちはもうお前の下にはいられないぞ。俺たちには俺たちの護まもるべき日常がある」


　藤堂をはじめとする、昨晩玖郎と戦った面々は、このＵＧＮ風峰支部の所属ではない。


　彼らは別の支部所属のオーヴァードであり、今回の作戦のために一時的に協力してもらったのだ。ずっとここに居続けることはできない。


「わかっています」


　景国はうなずいた。


「手は打ちます。……ひとまずは陽菜くんを彼につけてみようかと」


「──ふん」


　ふたたび藤堂は鼻をならした。


「あの小僧のシンドロームは？」


　シンドローム。


　オーヴァードの能力を分類した十二の系統。


　どのシンドロームを保有しているかは、そのオーヴァードの特性を決める重要な情報のひとつだ。


「検査の結果はキュマイラシンドロームです」


「肉体強化か……」


　藤堂は太い指でアゴをなでながらつぶやく。


　キュマイラは肉体強化、特に筋力の増大に特化したシンドロームである。


　十二のシンドロームの中でも戦せん闘とう能力は高い。


　だが──。


「単純故に読みやすい、か」


　キュマイラはあくまで肉体の強化である。


　炎ほのおや雷かみなりを操あやつるシンドロームに比べれば、能力の予想はしやすい。


「そういうことになりますね」


　藤堂の意見に、景国も首を縦に振る。


「──ふん」


　藤堂はふたたび鼻を鳴らした。


「監かん視しをつけるのは悪くない。……まあうまくやれ。助けを求められても、即そく座ざに駆かけつけるような能力を俺は持っていないんだからな」


「ええ、気をつけます」


　景国がそう言うと、藤堂は右手を上げてその場を立ち去っていった。


　ふと息をついて、景国は再び夕陽へと目を向ける。


　秋空の太陽は、既すでにその身を半分地平線に落としていた。


　紅と黒が混じり合った光景に、景国は先ほどの会話を投とう影えいする。
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「わかりました」


　玖郎はうなずく。


「僕がオーヴァードになってしまったことも。……それを治す手段がないことも」


　景国は目を見張った。


　浮かれている様子もない。悲ひ嘆たんに暮れている様子もない。


　目の前の少年は、あるがままを受け入れているように見えた。


　わずか十五、六歳の少年が、これだけの説明であっさりとそこまで悟さとれるものだろうか。


「玖郎……、本当に理解したのか？」


　横合いから陽菜が口を出す。


　彼女も驚おどろきが隠かくせないようだった。


「いや、その、理解したかと言われても。信じられないことばっかりだし、実感も無いけどさ」


　玖郎はわずかに苦笑いを浮うかべる。


「わからないことばっかりだから、まずは頼たよらせてもらおうと思って」


「あ、ああ。……それならそれでいいのだが」


　言葉とは裏腹に、あまり納得していない様子で陽菜は答える。


　そんな彼女に、玖郎はこう言い添そえた。


「それに──僕ぼくのことはどうでもいいんだ」


「え？」


「それより、あの路地裏に倒たおれていた女の子はどうなったかわかる？」


　身を乗り出すようにして、玖郎は陽菜に問うた。


「昨日のことが夢じゃないなら、もうひとりあの場所にいたはずなんだけど」


「あ、ああ。あの子なら無事救出して家に帰したぞ。……少しばかり記き憶おく処理も行ったから、昨日のことは夢だと思っているだろう」


「無事だったんだね。よかった……」


　心から安あん堵どの息をつく玖郎。


「そうだ。なぜキミが暴走することになったか、その経けい緯いを教えてほしい」


「え？　ああ、記憶が曖あい昧まいになっている部分もあるんだけど。最初は──」


　断片的に昨晩のことを陽菜に語る玖郎を、景国はじっと見ていた。


　その瞳ひとみにどこか冷れい徹てつな光をたたえて。
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　玖郎の言葉を思い出し、景国は小さくため息をつく。


　夕ゆう陽ひはついに地平線の彼方かなたへと姿を消した。


　赤い残ざん滓しを駆く逐ちくしながら、闇やみは大空を覆おおってゆく。


「一ノ瀬玖郎くん、ですか」


　空を見上げながら、景国はつぶやいた。


　触しよく手しゆの怪かい物ぶつ、コートの男。彼がオーヴァードになった経緯には不ふ審しんな点が多すぎる。


　調べてみなければならないだろう。


　それに──。


「彼自身の調査も、しなければなりませんね」


　何かがずれている。


　景国は玖郎のことをそう感じていた。


　あるべきものが無いような。あるはずのないものがかみ合っているような。


　漠ばく然ぜんとした不安を覚えたのだ。


　そしてその不安は、早くも次の日に的中することになる──。
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　風峰学園から徒歩十五分。


　市内中央にある公園に面した三十階建てのビル。


　──その隣となりに付属物のようにしてひっそりと建っている五階建てのマンション。


　なんとかオートロックまでつけました、という中ちゆう途と半はん端ぱな建物の、三○四号室が玖郎と智ち雪ゆきの住む部屋だった。


　玖郎は玄げん関かんホールの下から自分たちの部屋を見上げる。


　窓からは煌こう々こうと光が漏もれだしていた。


　もう智雪は帰っているようだ。


「……夕飯の用意、すっぽかしちゃったな」


　頭をかきながら、玖郎はどこか場ば違ちがいな感想を漏らす。


　オートロックを鍵かぎで開け、エレベーターを呼び寄せて三階へ。


　一番奥の四号室の扉とびらを開き、まず玖郎は口を開いた。


「ただいま。今、戻っ──」


「玖郎～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」


　だが、玖郎の言葉は遮さえぎられる。


　部屋の奥おくから発せられたけたたましい音によって。


「玖郎っ！　帰ってきたの!?」


　扉を破は壊かいせんばかりにたたきつけて現れた智雪はエプロン姿だった。


　玖郎の顔を確認して、くしゃりと顔を歪ゆがませる。


「あ、姉ちゃん夕飯──」


　再び玖郎の言葉は遮られた。


　飛びついてきた智雪によって。


　小さな体で玖郎の首にしがみつき、声を張り上げる。


「ちょ……、姉ちゃん、首……！」


「心配した！　心配した！　心配したんだよ、玖郎！」


「いや、だから、首……！」


「怪け我がはないの!?　痛いところとかは!?　大だい丈じよう夫ぶなの!?」


　玖郎の言葉など聞かず、智雪は泣きながら首を締しめ上げる。


「だ、大丈夫だから。ホントに、大丈夫だから……っ！」


　どうにかこうにか、半泣きでわめく姉を引っぺがす玖郎。


　両りよう肩かたに手を置いて、精せい一いつ杯ぱいの笑えみを作る。


「……事故には巻き込こまれたけど、怪我はないから。大丈夫だよ」


　景国に教えてもらった通りの説明だ。


　こう言えば大丈夫だと、景国には保証されている。


　若干の不安はあったが。


「うん……。病院から連れん絡らくがあったから、それは知ってたけど……」


　内心の驚きを玖郎はかみ殺す。


　ＵＧＮとやらは本当に工作をしてくれたらしい。


「それでも心配だったんだよ！」


「──うん、ごめん」


　玖郎は素す直なおに謝あやまった。


　姉に隠し事をするのは心が痛む。


「でも、この通り傷ひとつないから──」


　安心して、という言葉を玖郎は[image: ]のみ込んだ。


　半泣きの智雪が、一転して眉まゆを寄せて玖郎を見つめていたからだ。


　じっと、玖郎のほおのあたりを見ている。


「ど、どうしたの？」


「玖郎、あたしに話していないことがあるでしょ」


　ぎくり、と玖郎の心臓がはねた。


「え……？」


　凍こおり付く玖郎の鼻先に、智雪の手が突つき出される。


　パチン、と。


　いい音がするくらいに、額を中指ではじかれた。


「いて……！」


「今日、中等部の子が来たよ」


　険しい顔のまま、智雪が言う。


「昨日、変な人たちに絡からまれているところを玖郎に助けられたって。お礼を言っておいてほしいって」


「……あ、そっちか……」


「何か言った？」


「あ、いや、なんでもない」


　ごまかす玖郎に、智雪は大きな大きなため息をついた。


「玖郎──また、やったでしょ」


「……うん」


　諦あきらめ気味に玖郎はうなずく。


　智雪はもう一度ため息をついてから、玖郎をしゃがませて両肩に手を置く。


「玖郎が反射的に誰だれかを助けちゃうのは知ってる。なんでそんなことをするのかも」


　言葉に力を込めて、智雪は続けた。


「そのために無茶をしちゃうのも知ってる。……だからあたしは玖郎が心配」


　大きな瞳が玖郎を見つめる。


　深い憂うれいがその奥で揺ゆらいでいた。


「昨日の朝も、バスの事故に手を貸した。夜は中等部の子を助けた。……でも、それで玖郎が怪我したら元も子もないんだよ」


「……うん」


　うめくように、玖郎はうなずく。


「気をつけるよ──」


　かすれた声に、智雪は優やさしい笑みを浮かべた。


　そして玖郎の肩かたをバンバンと叩たたく。


「中等部の子は感謝してたよ。本当に怖こわかったって。……助けてよかったね、玖郎」


「うん。それだけは本当に、そう思うよ」


　彼女が化け物のことを覚えていないことにも安堵しつつ、玖郎はうなずいた。


「……ところで姉ちゃん、今夕飯作ってるところなの？」


「うん、そうなんだけど……、その……」


　何か言いたげに玖郎を見上げる智雪。


　やれやれと玖郎は肩をすくめた。


「わかったよ。僕が作る」


「やった！　どうしてもあたしが作ると、玖郎みたいな味にならないのよ！」


「僕だって、別に特別なことしてるわけじゃないんだけどなあ……」


　はしゃぐ智雪と共に、玖郎はキッチンへと向かう。


　いつもの日常だと、かみしめながら。
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　スライドさせると、ドアはガラガラと耳みみ障ざわりな音を立てた。


　一日ぶりの教室は特に代わり映ばえもせず、いつものように雑多な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。


「おはよう」


　リュックサックをおろしながら、隣で教科書を整理している倉くら田たに声をかける。


「よう、玖郎。昨日は災難だったらしいな」


「……まあね、ちょっと事故っちゃって」


　曖あい昧まいな笑みを浮うかべつつ、玖郎はそう答える。


「怪我が無くてよかったな」


「運がよかったよ」


　倉田の言葉にうなずきながら、曖昧にほほえむ玖郎。


「まあ、お前は何に巻き込まれても無事でいるイメージがあるよ。なんとなく」


「はは、それってほめてる？」


「さあ？　俺おれにもわかんねえ」


　おどけたようにそう言ってから、倉田はずいと身を乗り出した。


「それより、玖郎に聞きたいことがあるんだよ」


「え、なに？」


「編入生だ、編入生。……その話、智雪ちゃんから何か聞いてねえか？」


「──え？」


　突とつ然ぜんの話題に、玖郎は目を白黒させる。


「何、それ」


「今日、ウチのクラスに編入してくる生徒がいるんだって。昨日急きゆう遽きよ決まって、五時間目の智雪ちゃんの授業、自習だったんだぜ」


「今日？　急に!?」


「そうだよ。……家で何か言ってなかったか？」


「うーん」


　家に帰ってからの智雪を思い出す。


　お互たがい疲つかれていたのか、あの後は比ひ較かく的早めに寝ねてしまった。


「昨日は、それどころじゃなかったから」


「あー、まあ、お前が事故ったんならそうなるか」


　察したように、倉田はうなずいた。


「玖郎の親おや御ごさん、入院してるんだろ？　そりゃ智雪ちゃんも心配するか」


「入院してるのは母さんだけどね。父さんは……二年前に死んだから」


「そっか。……そうだったな」


　まずいことを言った、と倉田は首を振ふり、話を戻もどす。


「お前なら何か知ってると思ったのになあ」


「でも編入生って急すぎじゃない？　昨日急遽決まって、今日即そく入学なんてできるの？」


「俺に聞かれても知らねえよ」


　玖郎の問いに、倉田は力なく首を振る。


「変な話だな、とは思うけどよ。事情とかあるんじゃねえの？」


「事情、ねえ……」


「まあ、久々のでかいニュースだからな。みんな期待してるってことだ」


　言われて玖郎は教室を見回す。


　確かにそこかしこでクラスメイトたちは編入生のことを話題にしていた。


　急な話で性別すらわからないのだろう。適当な憶おく測そくが飛び交かっている。


「確かに盛り上がってるね」


「だろ？」


　玖郎の言葉に、倉田がうなずいたその時。


「はーい、ホームルームするよー」


　聞き慣れた甲かん高だかい声、智雪の声が耳に入ってくる。


　いつもは騒さわがしいクラスも、今日ばかりは待ってましたとばかりに智雪へと向き直った。


「きりーつ」


　クラス委員の号令に合わせて席を立ち、おざなりに礼をして──。


「……え？」


　智雪の隣となりに立つ少女の姿を視界に入れ、玖郎は固まった。


　少女は、なぜか得意げな顔でクラスを見回していた。


　透すき通るような栗くり色いろの髪かみ。太陽を宿したような、希望にあふれるまなざし。


　見み間ま違ちがえようもない。


　昨日出会ったばかりの少女、汐見陽菜がそこにいた。


　なぜにか風峰高の制服を着て。


「ん？　玖郎、どうしたのー？　座すわって、座ってー」


　智雪の声で我に返る玖郎。


　気がつけば他の生徒たちは全員座って、玖郎ひとりが取り残されていた。


「え、あ、……はい」


　どもりながら慌あわてて着席し、改めて顔を上げると陽菜の視線とぶつかった。


　彼女は玖郎と目を合わせると、にっと笑えみを深める。


「えーと、もう噂うわさになってたらしいけど、こちらが編入生の汐見陽菜ちゃんでーす」


　玖郎の混乱を差し置いて、智雪がのんきに紹しよう介かいを始める。


「それじゃあ陽菜ちゃん、自己紹介してね」


「む、それでは──」


　うなずいて陽菜は一歩前に出た。


「汐見陽菜という」


　凜りんとした声が教室中に響ひびく。


　整った顔立ちと涼すずやかな態度に、クラス中の好こう奇きの視線が彼女へと向けられていた。


　その中で陽菜の指が、まっすぐに玖郎を指す。





「故ゆえあって、一ノ瀬玖郎を追いかけて来た。よろしく頼たのむ」





「ええええええええええええええええっ！」


　陽菜の言葉に、もっとも早く、もっとも大きな声を上げたのは。


「そうなの!?　玖郎と知り合いだったの!?」


　玖郎の担任にして実の姉、智雪であった。


　これ以上ないほどに大きく目を見開いて、陽菜の肩をつかむ。


「どういうこと!?　ねえどういうこと!?」


「言葉通りの意味だ。……事情があって詳しよう細さいは言えないのだが」


　驚おどろきもせずに、揺さぶられながら陽菜も答える。


　ぐるん、と智雪の顔が玖郎を向く。


「う……」


　姉の顔を見て、玖郎はうめき声を漏もらした。


　智雪の瞳ひとみは爛らん々らんと輝かがやいていた。


　待望のおもちゃを与あたえられた子供のように、好奇心と期待で。


「玖郎！　どういうこと!?」


「いや、その、僕ぼくに聞かれてもわからないんだけど……」


　困こん惑わくしながら玖郎は正直にそう言った。


　だが姉は納得しない。


「陽菜ちゃんと知り合いなの？」


「う、うん、一応」


「いつ？　どこで知り合ったの？」


「一昨日おとといの夜に……事故現場で、かな」


「事故現場!?　そんなところでどうして!?」


「えーと。……僕が助けられた、んだよ、うん」


「──うむ、一応それで間ま違ちがいではないな」


　言葉を選びつつ、玖郎はたどたどしく答える。


　陽菜はまるで他ひ人と事ごとのようにうなずいていた。


　智雪はきょとん、と陽菜を見つめると。


　おもむろに、彼女の手を取った。


「ありがとう！」


「え？」


　突然の言葉に、陽菜が瞬まばたきを返す。


「玖郎を助けてくれてありがとう！　あたし、ホントに心配してたんだよ」


　ぶんぶんと手を上下させて、智雪は感謝の言葉を繰くり返した。


　そんな智雪に、陽菜は首を横に振る。


「彼を助けたのは半ば偶ぐう然ぜんだ。感謝されるほどのことではない」


「それでも家族を助けてくれたのなら。お礼くらいはするよ」


　智雪は笑顔でそう言ってから、また不思議そうに首をかしげる。


「あれ？　じゃあホントに玖郎を追いかけてこの学校に来たの？　出会ったのが一昨日で、昨日編入が決定して……」


「うむ、その通りだが」


　むむむ、とうなる智雪。


　耐たえかねたようにその顔が玖郎へと向けられる。


「玖郎ー。なんでこの子、玖郎を追いかけてきたの？」


「だから、わからないってば……」


　正直に言えば、推測はできる。


　オーヴァードと化した自分を支し援えんするか、監かん視しするかのどちらかだろう。


　だが、本当のことを言うわけにもいかない。


「うーん……、言えないんだっけ？」


「うむ。申し訳ないが」


「しょうがない。それは後々聞くとして……」


　智雪はアゴに手を当ててしばらく考えると。


「じゃ陽菜ちゃんは玖郎の隣に座すわって」


　唐とう突とつにそんな言葉をはき出した。


「ちょ、ちょっと待って！　そんなに勝手に決めていいの!?」


　異論を唱えたのは玖郎だ。


「だいたい僕の隣って……、席埋うまってるんだけど！」


　現在、玖郎のクラスは出席番号順に座っている。


　玖郎の出席番号は四番。一番右の列、前から四番目が玖郎の席だ。


　右手には廊ろう下か側の壁かべがあり、隣に座っているのは倉田だ。


「えー、だって玖郎を助けてくれたんだよ。これくらいはお礼しなきゃ」


　返ってきたのは、すがすがしくも公私混同した一言だった。


　さらに。


「玖郎はイヤなのか？　私としてはありがたいが」


　さらりと言う陽菜の言葉が追い打ちをかける。


「お、陽菜ちゃん話がわかるね」


「そちらこそ、協力に感謝したい」


　なぜか肩かたをたたき合って手を握にぎるふたり。


「いや、だから僕の隣は──」


「あ、玖郎。俺なら心配いらないから」


　聞き慣れた友人の声は、なぜか後ろの方から聞こえた。


「え？」


　振ふり向くと、いつの間にやら玖郎の隣の席には空いた机がひとつ転がっており、倉田は列の一番後ろで手を振っている。


「ど、どういうこと？」


　眉まゆをひそめる玖郎に、倉田は大おお仰ぎように首を振る。


「入学してからお前と半年。楽しくも騒がしい日々だったが、俺の役割はここまでだ。あんな子が追いかけてきたのなら、俺だって席を譲ゆずるくらいはするさ」


「そんな立派なことをした気になられても困るんだけど。……本音は？」


「おもしろそうじゃん」


　あっさりと言い放って、倉田は意地の悪い笑みを浮うかべる。


「さっきも言ったけど、ここんとこ退たい屈くつしてたんだ。いいネタになってくれよ、玖郎」


「う……」


「──というわけでいいよな、智雪ちゃん」


　顔をあげて智雪に問いかける倉田。


　玖郎の姉は腕うで組ぐみをして大きくうなずいた。


「さすが倉田くん。『ネタはみんなで楽しみましょう』。……あたしの言うことをよく聞いてるね」


「おうよ」


「……これ、さらし者にしてるだけなんじゃないの？」


　玖郎のつぶやきに、だが答えは返ってこなかった。


「じゃあ陽菜ちゃん、改めて玖郎の隣に座ってね」


「ありがとう、そうさせていただく」


　全員の視線が集中する中、陽菜は堂々と歩き、玖郎の隣に着席した。


「というわけだ、よろしく頼む」


「……よ、よろしく……」


　かすれた声で答える玖郎。


　陽菜はそんな玖郎をきょとん、と不思議そうに見つめるのみ。


　ふたりのやりとりを確認してから、智雪が改めて口を開いた。


「陽菜ちゃんのこと以外は、本日の連れん絡らく事じ項こうはなしね。いつも通り適当にやること。……今日のホームルームはこれで終わりね」


　智雪はぐるっとクラス全体を見回す。


「終しゆう了りようの号令は省略。今から休み時間！　ということで──」


　突つき抜ぬけたように明るい笑顔で、玖郎の姉は言った。


「話を聞かせてもらうわよ！　玖郎！　陽菜ちゃん！」





　　　　＊　　＊　　＊




「一ノ瀬を追っかけてきたってどういうこと!?」


「故ゆえあって玖郎の側そばにいなくてはならないのだ。子細は話せないが」


「なんで一ノ瀬を下の名前で呼ぶの？」


「……理由はないな。強しいて言えば呼びやすいからだ。よい名前だと思う」


「汐見さんはどこから来たの？」


「陽菜でいい。皆みなそう呼んでいる。……どこからとはどのような意味だろう？」


「前の学校とか、住んでた街とか」


「すまない。それも話せないのだ」


「彼氏いるー？」


「む？　彼氏とは何だろうか？」


「じゃスリーサイズは？」


「スリーサイズ？　ああ、身体データのことか。それなら身長が──」


　雪崩なだれのように問いかけられる質問に、陽菜はひとつひとつきちんと答えていく。普ふ通つうなら躊ちゆう躇ちよするようなものまで真ま面じ目めに答えるために、質問は止まらない。


　もちろん答えられない、わからないという返答も多かったが、それがまたクラスメイトの想像力を刺し激げきするらしく、熱はあがるばかりだ。


　そして。


「一ノ瀬！　いつこんな子と知り合ったんだ！」


「いや……、だから一昨日の晩に……」


「で、なんで追いかけられてるのよ？」


「それは僕の方が聞きたいよ……」


　玖郎は玖郎で、周囲すべてから浴びせられる質問をごまかしていた。


　その質問の半分近くは教室に残っている智雪から発せられたものだが。


　玖郎はほとほと困った様子で、隣となりに座る陽菜の様子をのぞき見る。


　──と。


「玖郎の第一印象？　そうだな……、強い、かな」


「強い？　一ノ瀬が？　どこが？」


　声を漏らしたのはひとりの男子生徒だ。


　身長も体格も、玖郎より一回り大きい。


「いや、私の第一印象は間違っていなかったぞ」


　陽菜は自信を込こめてうなずき、こう答えた。





「一晩を共にして、それをよく理解した」





　──。


　────。


　──────。


「えええええええええええええええええええええええええええええええええっ!!」


　教室全体が轟とどろいた。


　窓が震ふるえ、天てん井じようから埃ほこりが落ち、廊下を歩いていた生徒たちは何事かとのぞき込む。


　さすがの智雪も驚きよう愕がくに目を丸くしていた。


「ど、ど、ど、どういうこと!?　どういうこと!?」


「一晩って……、やっぱりそういうことだよね？」


「会ったその日に!?　なんかすごいね！　信じられない」


「一ノ瀬に、一ノ瀬に先を越こされた!?　バカな！」


「上っちまったのか……！　大人の階段を……っ！」


　嬌きよう声せいをあげるもの、驚おどろきを口にするもの、恨うらみごとをいうもの。


　クラスメイトたちはそれぞれに別々の言葉をはき出す。


「…………」


　ひきつった顔で硬こう直ちよくする玖郎の袖そでが、ちょいちょいと引っ張られる。


　振り向くと、うろたえた顔の智雪。


「玖郎……、今日お赤飯炊たいた方がいい？」


「──姉ちゃん、違ちがうから」


「それよりお母さんに報告した方がいいかな？　刺激強いかな？」


「いやいやいや、やめて姉ちゃん」


　携けい帯たい電でん話わを取り出す姉を必死に止める玖郎。


「そ、そうだよね。そんなに大事にしなくていいよね。……誰だれだって大人になるんだもんね……」


「誤解してる、誤解してるって。陽菜の話は看病してくれてたってことだから」


　寂さびしそうにつぶやく智雪を何とかフォローするべく、玖郎は説明を重ねる。


「──玖郎」


　と、陽菜が玖郎の肩をつついた。


　彼女はひとり、不思議そうな顔で周囲の生徒たちを眺ながめていた。


「ここでは、いつもこうなのか？」


「……え？」


　玖郎は目を瞬しばたたかせる。


「ここは、いつもこんなに楽しい場所なのか？」


「……陽菜？」


「だとしたら──、ここはいい場所だな」


　その瞬しゆん間かん、確かに陽菜はほほえんでいた。


　慈いつくしむような、懐なつかしむような、微び笑しようを。


　だが、玖郎に問う時間は与あたえられなかった。


　玖郎にも、そして陽菜にも、級友たちの質問が再び浴びせられてきたからだ。


　そのまま、時は過ぎ──。





　　　　＊　　＊　　＊




　きしむ扉とびらを開けると、冷たい風がほおを打った。


　緑に塗ぬられた床ゆかとわずかに曇くもった青空のコントラストが目に飛び込む。


　風峰学園高等部屋上。


　春、夏は昼休みごとに賑にぎわうこの場所も、冬も近くなったこの季節は閑かん散さんとしている。ちらほらと物好きな生徒がいるのみだ。


「ふむ、大だい丈じよう夫ぶか？」


　出入り口の隙すき間まから様子をうかがっていた玖郎に、陽菜が声をかける。


「うん。……ここならゆっくり話せそうかな」


　昼休みが始まってすぐに、玖郎は陽菜を連れて教室を脱だつ出しゆつした。


　休み時間ごとに始まる質問の波はいっこうに止まる気配を見せず。


　玖郎は陽菜に肝かん心じんなことを聞こうにも聞けないでいた。


　だから強きよう硬こう手段に出たというわけだ。


「じゃ、こっちで」


　屋上のさらに端はし、フェンスの角まで移動して玖郎は腰こしを落ち着ける。


　他の生徒たちからは多少離はなれた場所だ。話を聞かれることもないだろう。


「ふむ、しかしおもしろい」


　玖郎の隣に座すわって、陽菜はしみじみそうつぶやいた。


　その手には粗そ雑ざつなわら半紙で作られた袋ふくろとパック入りのジュースが握にぎられている。


「食堂とは、あんなに混雑するもので、あれほどに殺気だつものだとは思わなかったぞ」


「人気のあるメニューはすぐに無くなるからね。何とかしてそれを確保しようと努力する人たちはいるらしいよ」


「ふむ。あれは……一種の戦争だな」


　陽菜は神しん妙みような顔でうなずく。


「これでも鍛たん錬れんには自信のあった方なのだが、あれほどに手間取るとは」


「あれは──一種独特のものがあるからね」


「うむ、まるで歯が立たなかった」


　力ちから尽ずくでカウンターの前まで行き、注文を叫さけび、商品を確保する。


　風峰学園の食堂でパンやおにぎりを買うには、一種独特の技術が必要となる。


　先ほど陽菜はその山の中に飛び込んだものの、ほぼ全く前に進むことができず、ただただはじき返されるのみだった。


　悪あく戦せん苦く闘とうしつつ、ようやく購こう入にゆうできたのはあんぱんがひとつにトウモロコシのパンがひとつ。お世辞にも人気メニューとは言えない。


「もっと相手の呼吸を盗ぬすむべきだったな。力でカウンターまで行っても、パンの販はん売ばい員いんは別の対応で忙いそがしくてまったく私の方を見てくれなかった。タイミングさえ気をつければ、もっと早く買えただろうに」


　まるで強敵を前にしたスポーツ選手のように、不敵な笑みを浮うかべる陽菜。


　こうすれば、ああすれば、というシミュレーションを想像の中で構築しているようだ。


　我知らず、玖郎の口元にほほえみが浮かぶ。


「それに授業も興味深かったぞ」


　顔を上げて陽菜が言った。


「……そう？」


　玖郎は首をかしげる。


　昼休みまでの授業は古文に数学、化学に歴史。


　化学は実験だったが、他は特筆するべき点はなかったと思うが……。


「うむ。……どれもおもしろいものばかりだったが、一番は歴史の長は谷せ部べ教きよう諭ゆだな」


「え!?　あの〝陰いん気きの長谷部〟の授業が!?」


　玖郎は思わず声を上げた。


　歴史を教える長谷部教師はぼそぼそと小さい声でしゃべり、脱だつ線せんが多く、そしてなによりもつまらないジョークを一限の間に必ず三回は飛ばすのだ。


　真面目に授業を受けるにも効率が悪く、サボろうにもジョークでげんなりする。生徒側の評判はとかく悪い授業であった。


「ど、どこが!?　まさかあのジョークが気に入ったとか……」


「む？　ジョークについてはよくわからないが」


　陽菜はあっさりとそれを受け流す。


「ローマの入浴文化の箇か所しよで、長谷部教諭がしばしの間知識を披ひ露ろうしていただろう。あの熱の入れよう。いかに教諭があのエピソードが気に入っているかが伝わってくる、よい講こう義ぎだった」


「そ、そうだったかな……」


　確かにローマの公衆浴場の話をしていた覚えはある。


　だが、その歴史的経けい緯いよりもどちらかというと公衆浴場でのサービスと、自分の家のそばにある銭湯のサービスの悪さの比ひ較かくに終始していた。


「おもしろい、かな？」


「うむ、おもしろい。講義において、あれほどに感情をむき出しにする人は初めて見た。あのような教諭もいるのだな」


　感心したようにうなずく陽菜。


「授業中の生徒たちを見るのも楽しかったぞ。聴ちよう講こうしているものもいれば、とにかくノートをとることに集中しているものもいた。他科目の課題をしているものもいたな。……寝ねているものも数人いたが、寝方に違いがあるのもまたおもしろい。特にあの教科書で壁かべを作るやり方。あんなやり方があるとは、目から鱗うろこが落ちた気分だ。あれは彼のオリジナルなのか？　それとも誰かから伝授されたものなのだろうか」


　陽菜からすらすらと言葉が流れ出る。


　押おされるように、玖郎はわずかに身をそらした。


「いや、あの寝方は結構どこにでもあるテクニックで……」


　思わず、真ま面じ目めに答えを返してしまう。


「なんと！　そうだったのか！　学生というものは、いろいろなことを思いつくものだな」


「ええと、それでわざわざここまで来たのは……」


　話の隙間を狙ねらって、玖郎が本題に入ろうとする。


　だが。


「──ところで玖郎」


　陽菜は玖郎の顔を見ていなかった。


　じっと、玖郎の持つモスグリーンの包みに視線を注いでいる。


「その手に持っているものはなんだろうか？」


「え？」


　ひょいと、包みを持ち上げる。


「弁当、だけど」


　するすると包みをほどいて現れるのは、なんとも味気のない弁当箱がひとつ。


「おお！　見せてくれないか!?」


　身を乗り出して弁当箱を凝ぎよう視しする陽菜。


　子供のようにその目が輝かがやいている。


「う……、うん、どうぞ」


　やはり勢いに押されて、玖郎は弁当箱を陽菜に渡わたした。


　貴重品でも扱あつかうかのようにふたを開ける陽菜。


　弁当箱の中はゆかりをまぶしたご飯にきんぴらゴボウ、かぼちゃの煮に物ものと鰆さわらの西京漬づけはこぼれないようにラップに包まれており、ささみの和あえ物と肩かたを寄せ合っていた。


「おお……」


　感かん嘆たんのため息が漏もれる。


「これは玖郎が作ったのか？　それとも家族が？」


「きんぴらと和え物だけ僕ぼくが作って、それ以外は昨日の残りだよ」


「半分も作ったのか！　すごいな！」


　視線を釘くぎ付づけにしながら、陽菜は「すごい」を連発する。


「たいしたことないよ。作れるのは手間がかからない料理ばかりだし」


「そんなことはない。私は料理など作ったこともないからな。作れるというだけで尊敬に値あたいする。玖郎はいつも弁当を持参しているのか？」


「うん。……姉ちゃんがとにかくよく食べるからね。その分を作ってると、自分の分くらい簡単にできちゃうんだ」


　重箱三つにぎっしりと詰つまった智雪の弁当を玖郎は思い出す。


　あれに比べれば、目の前の弁当にかかる手間など五分の一にもならない。


「そうか。やはり、必要だからこそ作るのだな」


　うなずく陽菜。


　会話中でも彼女の視線は弁当から離れない。


「ええと……」


　迷ってから玖郎は言った。


「味見、する？」


「いいのか!?」


「わっ！」


　飛び跳はねるように陽菜の顔が玖郎へと向けられる。


　距きよ離りの近さにまたもや身をそらす玖郎。


　満面に喜びを表した陽菜は、だがすぐにその顔を曇らせた。


「……いや、さすがにそれはよくない」


「え？」


「これは玖郎、キミが自分の栄養補給のために作ってきた物だろう。一部とはいえ、私がもらうのはよくない」


　そう言って、陽菜は玖郎へと弁当箱を差し出した。


　真しん剣けんそのものといった彼女の顔を見て──、玖郎は思わず噴ふき出してしまった。


「む、何かおかしかったか？」


「い、いや、ごめん」


　わずかに不満そうな顔をする陽菜に、玖郎が謝る。


　次いで包みに残されていた箸はしを差し出した。


「そんなかしこまらなくても、味見くらいは気軽にしてもらっていいよ」


「む──、しかし──」


　陽菜の視線が迷う。


　弁当箱の中身と、玖郎の顔を行き来する。


「じゃあ、陽菜の買ったパンひとつと交こう換かんってことでどう？　それで等価交換」


「……わかった。それならばありがたく」


　いただきますとつぶやいてから、陽菜はきんぴらをつまんで口の中に放り込んだ。


　ゆっくりと咀そ嚼しやくして、笑顔を浮かべる。


「うむ、おいしいな」


「……ありがとう」


「こうしてみると、食堂を使うより弁当を持ってきた方がよいのかもしれないな。私も明日から挑ちよう戦せんしてみるか」


「弁当って、結構難しいよ。慣れないうちはやめておいた方がいいと思うけど」


「なあに、難しいのは承知の上だ。私のモットーは〝努力すればかなわぬものはない〟だ。足りない部分は努力で補うまで」


「そこまでしなくても、家族に作ってもらうとか……」


　つい口にした言葉に、陽菜は少し寂さびしそうにこう答えた。


「残念ながら、私には家族がいない」


「え？」


　驚おどろく玖郎に、弁当箱が差し出される。


「ありがとう、おいしかった」


　きれいに一口ずつ手をつけられた弁当を、驚きながら受け取る玖郎。


「陽菜、今のはどういう……？」


「む？」


「家族がいないって……？」


「言葉通りの意味だ」


　陽菜は購こう買ばいの袋ふくろからジュースを取り出して、ストローを突つき刺さす。


「私はＵＧＮに育てられた。幼少期からオーヴァードだったのでな。家族の下もとにはいられなかったのだ」


　なんでもないことのように、陽菜は語る。


　その横顔が、急に照れくさそうに変わった。


「実は──学校というものにくるのも、今日が初めてでな」


　再び飛び出した意外な言葉に、玖郎が目を見開く。


「何を見ても楽しい。何を見ても面おも白しろい。学校がこんなによいものだとは知らなかった。だから──ついはしゃぎすぎてしまった」


　ダメだな私は、と付け足す陽菜。


　対する玖郎は言葉を失っていた。


　初めての体験だからこそ、どんな些さ細さいなことにも反はん応のうしていたのだろう。


　教師の退たい屈くつな話も、学生たちのよくある仕草も、彼女の目には輝いて見えたに違ちがいない。


　──だとするならば。


　この、よくある日常風景をこんなにも楽しそうに語る少女は、今までどんな人生を歩んできたのだろうか。


「しかし、少し意識を任務に戻もどさなければな」


　と、陽菜がじっと玖郎を見つめる。


　その顔からは先ほどまでの子供じみた気配が消え失うせていた。


「──キミがここに私を連れてきたのは、私の目的を知るためだろう？」


　組織の一員となり、陽菜は玖郎に問う。


　玖郎もまた、内心の驚きを沈しずめながらうなずいた。


「うん。……なんとなく予想はついてるけど」


「む、さすがだな。私がやってきた目的はいくつかある。……キミの状態の確認、そしてサポートだ」


　玖郎の推測通りの答えを、陽菜が述べる。


「オーヴァードになって日が浅いうちは、いろいろと不安定になる。なるべく早く対処できるように私が派は遣けんされた。……どうだ？　昨日の今日だが、体に異常はないか？」


「特に……変化は無いよ」


　何となく自分の体を確認して玖郎は答える。


　昨日、景国の屋や敷しきで目覚めてから特に大きな肉体的変化は無かった。


　オーヴァードになった、と言われてもわからないほどに。


「心の方はどうだ？　変に高こう揚ようするとか、逆に落ち込むということはないか？」


「それも特に」


「……ふむ」


　陽菜はしみじみとうなずいた。


「ならばよい。……だが」


「なに？」


「景国支部長の言ったとおり、動どう揺ようしていないな、キミは」


　感心したように言う陽菜の言葉に、だが玖郎の瞳ひとみが揺ゆれた。


「オーヴァードになったばかりの頃ころは、いろいろと浮うき足あし立だつものだ。変わってしまったことへの悲ひ嘆たん、これから先のことへの恐きよう怖ふ、得た力への期待。そんなものに惑まどわされる。……しかし、キミは動揺していない」


「そう、かな」


　わずかに視線をそらす玖郎に、しかし陽菜は気がつかない。


　大きくうなずくと、言葉を続けた。


「レネゲイドと付き合っていくには、平常心がもっとも大切だ。今のキミはいい状態だと私は考えている。──やはりキミは強い人間だ」


「……そんなこと、ないよ」


「何を言う。あれだけ暴走した状態から戻れたのは、間ま違ちがいなくキミの力だ」


　弱々しく口に出す否定の言葉も、陽菜には届かなかった。


　うつむいて沈ちん黙もくしてしまう玖郎に、陽菜が言う。


「ともあれ、今キミに異常がなければよい。それならば、今仕掛けても問題ないな」


「──え？」


　言葉の中に含ふくまれる不ふ穏おん当とうな響ひびきに、玖郎は顔を上げた。


「玖郎。私がこの学校に来た任務はキミの確認と補ほ佐さ、そして最後のひとつは──キミの護衛だ」


　素す早ばやく陽菜は左手にぶら下がっている無骨なブレスレットを引き抜ぬく。


　立ち上がりざまに一ひと振ふりすると、それは瞬しゆん時じに機械のような槍やりへと変化した。


　玖郎があっけにとられる中、陽菜は槍を一回転させてぴたりと構える。


「は、陽菜……」


「食事中にすまないが、立ち上がってくれ。──敵がいる」


　少女の言葉には、切せつ迫ぱくしたものが込こめられていた。


　玖郎は慌あわてて立ち上がる。


「敵って……、今ここに？」


「そうだ」


「って、こんなところで戦うとまずいんじゃ……」


　玖郎はあたりを見回す。


　戦いに巻き込む可能性もあるが、オーヴァードの存在を目もく撃げきされるのもまずい。


　──だが。


「その点はぬかりない」


　陽菜の言うとおり、屋上には誰だれもいなかった。


　昼休みの屋上である。晴れていれば、冬でも数人は必ず生徒がたむろしているのが普ふ通つうのこの場所に、今は誰もいない。


「さっきまで、数人……」


　玖郎がつぶやく。


　そう、先ほどまでは確かに数人がめいめいの時間を過ごしていたはずだ。


「私が追い払はらった」


　警けい戒かいを解かぬままに陽菜が言う。


「玖郎、何か空気が違うと思わないか？」


「……空気？」


　言われて、玖郎は初めて気がついた。


　漂ただよっている空気が──どこか青く見える。


　視界をふさぐわけではない。なんとなくそう感じるのだ。


　加えて言えば、ミントのような爽さわやかな香かおりも感じる。


「これは……」


「《ワーディング》という」


　陽菜が言った。


「空気中にある種の化学物質を散布することで、人間の無意識に訴うつたえかけ、その場に寄りつかなくさせる能力だ。人がいる場所で使えば、この通り誰もいなくなる。意識を失わせることもできる」


「そんな力が……」


「これはオーヴァードなら誰でも使える力だ。この力のせいで、オーヴァードはオーヴァードでないと相手ができないのだ」


　一通り説明を終えてから、槍を構えなおす。


　その穂ほ先さきが指すのは、緑に塗ぬられた壁かべのみ。


「《ワーディング》はオーヴァードには効力を発揮しない。この中で私たち以外の気配がするということは、我々以外のオーヴァードがいるということ。……姿を見せてもらおうか！」


　語気も鋭するどくそう言うと、陽菜は床ゆかを蹴けった。


　一足で壁へと接近すると、槍で壁を斜ななめに斬きる。


　──と。


「…………ふふ」


　じわり、と壁の一部が歪ゆがんだ。


　まるでカメレオンが擬ぎ態たいを解くように、歪みはひとりの男の姿をとる。


　中なか折おれ帽ぼう子しをかぶり、コートを着た男に。


　蛇へびのような笑えみを浮かべた男に。


「──あっ！」


「お前は……っ！」


　玖郎と陽菜は同時に声を上げる。


　男は優ゆう雅がに帽子を取ると、玖郎に軽く会え釈しやくをした。


「二日ぶりですね、少年」


「あなたは……」


　男の顔はよく覚えていた。


　一昨日おととい、触しよく手しゆの化け物に襲おそわれている玖郎の前に現れた男。


　玖郎に──オーヴァードの力を授さずけた男。


「玖郎！　コイツを知っているのか！」


「う、うん。……僕ぼくがオーヴァードになった時に現れた人、だよ」


「なに!?」


　少女の言葉には焦あせりと怖おそれが含まれていた。


　槍を向け、刺さるほどに鋭い視線を男に向ける陽菜。


　男は帽子ごしに陽菜を見て、肩かたをすくめる。


「ワタシのことをご存じで？」


「当然だ。……ギュンター・シュトライト」


　陽菜は槍を下げ、わずかにかかとを浮かせる。


　いつでも動き出せるように構えを変えたのだ。


「己の楽しみのために数えきれぬほどの人を殺したオーヴァード。遊び半分にビルひとつを血の海に変え、軍事基地を全ぜん滅めつさせたこともあるそうだな。……ＵＧＮでももっとも警戒するべきオーヴァードとして名前が挙がっているぞ」


「……ずいぶんと重要視していただいているようで」


　切せつ羽ぱ詰つまった陽菜に比べて、ギュンターは余よ裕ゆうを崩くずさない。


　冷たい笑みを浮かべながら、陽菜を、そしてその向こうにいる玖郎を睨ねめつける。


「何をしにきた、〝殺戮中毒モルト・ジユヒテイガー〟」
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「その大おお仰ぎような名前は嫌きらいなんですが」


「何をしにきた！」


　叫さけぶ陽菜に、ギュンターはやれやれと首を振ふった。


「そちらにいる少年の様子を見に。発見されるつもりはなかったのですが、気を抜きすぎましたかね。それにしても──」


　すう、とギュンターの口元がつり上がる。


　悪意をふんだんにまぶした、蛇のような笑みに。


「ずいぶんとそちらの少年に情報を制限しているようですね、ＵＧＮは」


「──えっ？」


　ギュンターの言葉に、玖郎は思わず声を上げ……、陽菜の顔色が変わる。


　ふたりの反応を満足げに味わいつつ、ギュンターは続けた。


「どうしてもっとも大切なことを話さないのですか？　なぜその少年は〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟という単語すら知らされていないのですか？」


「……黙だまれ」


「その力の意味をどうして知らないのですか？　なぜあなたが派は遣けんされてきた本当の意味を教えないのですか？　──〝無限を断つ槍デウス・エクス・マキナ〟」


「黙れっ！」


　陽菜のトーンが上がる。


　殺意をむき出しにして、少女はギュンターへと飛びかかった。


　空中から槍を連続で突つき出す。まるで雨を降らせるように。


　だが、ギュンターは静かに左ひだり腕うでを突き出した。


　手のひらを上に、招き入れるように。


　そして次の瞬しゆん間かん。


　──男の腕が、弾はじけてとんだ。


　いや、違ちがう。


　腕の中から、四本の触手が現れたのだ。


　黒い樹きを思わせる質感の触手は、その身をしならせて陽菜の突きを迎げい撃げきする。


「くっ！」


　横合いから打ち据すえられて槍が跳はね上げられた。空中でバランスを崩す陽菜。


　ギュンターは帽子を押おさえて沈しずみ込むと、滑すべるように少女の懐ふところへと入り込む。


　鈍にぶい音が二発、屋上に響いた。


　床がひび割れるほどの踏ふみ込みと共に、ギュンターが肩で陽菜を打ち据えたのだ。


　軽く数メートルを吹ふき飛ばされて、陽菜が転がる。


　同時にギュンターが床に手をつくと、緑の床を突き破やぶって黒い触手が現れ、陽菜を拘こう束そくした。


「ぐ……っ！」


「陽菜！」


　玖郎は駆かけ寄ろうと一歩を踏み出す。


　──だが、その前にギュンターが立ちふさがった。


「彼女より、今心配するべきは自分の体ですね」


　男は笑う。触手を宿した腕で帽子を押さえつつ。


「……その、触手……」


　玖郎はギュンターの左腕を指さす。


「これが、何か？」


　笑みを深めつつ、わざとらしくギュンターは言った。


「一昨日見た化け物に似ているとでも、言いたいのですか？」


「──っ！」


　心中を言い当てられ、玖郎が言葉を失う。


「想像通り、あの夜の化け物は私が作り出したものです。ですが……」


「……？」


「ですが、今重要なのはそんなことではありませんよ」


　その一言と共に、ギュンターの右足がかすんで見えた。


　次の瞬間、玖郎の腹部に突き上げるような衝しよう撃げき。


「が──ぁっ！」


　反対側のフェンスに激げき突とつして、玖郎は自分が蹴り飛ばされたのだと気がついた。


　背中まで突き通るような痛みに、呼吸ができなくなる。


「玖郎！　顔をあげろ！」


　必死に叫ぶ陽菜の声に、玖郎はよろよろと顔を上げ──。


　目の前にいたコート姿の男に、思い切り殴なぐられた。


「ぐっ！」


　目の前に星がちらつく。


　口の中に鉄の味が広がった。


　ギュンターは触手で玖郎の首をつかんで持ち上げ、ぐいと顔を近寄らせた。


「今心配するべきなのは、あなたの命ですよ。少年」


　そう言って、無造作に玖郎を投げ出す。


　たったそれだけで数メートルを飛ばされ、玖郎は再び屋上の中心に戻もどされる。


　全身をしたたかに打ち付けつつ、玖郎は立ち上がった。


　膝ひざが笑い、手が震ふるえている。


「逃にげろ、玖郎！」


「──そう言われていますが？」


　肩をすくめてギュンターは言う。その左腕からは四本の触手が獲え物ものを狙ねらう蛇のように玖郎の様子をうかがっていた。


「逃げ、られるとは思っていません……」


　口の中の血を吐はき出す玖郎。


　痛みと衝撃で体の芯しんはまだ安定していない。視界も少しぐらついていた。


　荒あらい息を整えながら、なんとか敵の姿を確認する。


「ふふ」


　わずかに声を漏もらしてギュンターは帽子をかぶり直した。


　満足げな様子で玖郎を見つめ、左腕をゆっくりと持ち上げる。


　醜しゆう悪あくな触手たちが一いつ斉せいに玖郎の方へと向いた。


「では──、行きます」


　聞こえたのは軽い一言。


　見えたのは翻ひるがえったコートの残像。


　前に倒たおれ込こむ勢いを利用して、ギュンターが滑るように玖郎の懐ふところへと飛び込んでくる。


　だが玖郎は、男の浮うかべる悪意をたたえた笑みを目の前にして。





　だらりと、その両手を下げた。





「──！」


　力強く踏み込んだギュンターが、その左腕で玖郎のみぞおちを打ち抜ぬく。


　同時に四本の触手が少年の体を貫つらぬいた。


「ぐ──っ！」


　流れ出ていく。


　玖郎を構成していた肉が、血が、骨が。


　裂さかれ、砕くだけ、千切れて外へと流れ出る。


　触手は玖郎の胴どう体たいの半分ほどをえぐり取り、主あるじの下もとへと戻っていった。


　大事なものを失った玖郎の肉体が、糸の切れた人形のように倒れる。


「玖郎っ！」


　遠くで陽菜が叫ぶのが聞こえる。


　玖郎は震える手で自分の腹部に手を当て──。


「……え？」


　驚おどろきの声を上げた。


　そこに肉体があることに。


「《リザレクト》、というのですがね」


　玖郎を見下ろして、ギュンターが口をひらいた。


　なぜかその顔からも、言葉からも、先ほどまでの熱が消えている。


「オーヴァードが命に関かかわるような傷を負うと、レネゲイドが勝手にそれを修復するのです。どんな大きな欠損があっても、それごとね。……その分レネゲイドに侵しん蝕しよくされますし、限界はありますが」


　ギュンターの言葉の通り、確かに玖郎の胴体には傷ひとつなかった。


「なぜですか？」


　コートの男は突とつ如じよそう言った。


　先ほどまでの笑みはすでに消え、その顔に表情は無い。


「なぜ、オーヴァードとしての力を使わないのですか？」


　玖郎は沈ちん黙もくをもって返す。


　だが、ギュンターは再び問いかけた。


「なぜ、ですか？」


　言葉には、有う無むを言わせぬ意志が込められていた。


　玖郎はよろよろと身を起こす。


　傷は無くなっても、衝撃と痛みはまだ体内を駆け巡めぐっていた。


「そんなこと、いったって……」


　胸に手をやり、なんとか息を整える。


「力の使い方なんて、知らないんだ」


「──噓うそですね」


　ギュンターはその言葉を一刀両断する。


「オーヴァードになったのであれば、本能的に力の使い方を認識するはずです。技術として鍛きたえるには時間がかかりますが、『使い方がわからない』などということはない」


　えぐるような視線で、コートの男は玖郎を睨にらむ。


「それに、あなたは先ほどわざとガードを解いた。……違いますか？」


「……っ！」


　沈黙が降りる。


　玖郎は何も答えられなかった。


　ギュンターから目をそらし、唇くちびるをかんで固まる。


　コートの男もまた、刺さすように玖郎を睨むのみ。


　だが、それも数秒のこと。


「……なるほど」


　ギュンターはそう言うと、パチンと指を鳴らした。


　同時に陽菜を拘束していた触しよく手しゆたちが床ゆかの穴へと消えてゆく。


　戒いましめから解き放たれた陽菜が矢のようにギュンターに飛びかかるが、コートの男はあっさりとそれを回かい避ひする。


「玖郎！　私の後ろに下がれ！」


　叫さけんで陽菜は玖郎を背後にかばった。


　だが、ギュンターは軽く床を蹴けるとフェンスの上へと跳とび上がる。


　そして帽ぼう子しを押さえながら、陽菜を、そして玖郎を見つめた。


「少年、ワタシはあなたを誤解していたようだ。どうもあなた自身を追い詰つめても意味がないらしい」


　ギュンターは言い放つ。


　口元に悪意をたたえた笑みを戻して。


「これから先は、やり方を変えましょう。……それでは、また」


　そう言い残して、ギュンターは身を躍おどらせた。


「待てっ！」


　陽菜が追うが──コートの男の姿はすでになかった。




Phase3　心の疵




　朱しゆ弦げん院いんという名前を聞いてその屋や敷しきを思いうかべるのは、古くから風かざ峰みね市に住んでいるもののみだ。表札を必要としないほどに巨きよ大だいなその屋敷の主は、周辺の住人にも名前を知られていない。


　ましてや、巨大な武ぶ家け屋や敷しきの地下に五層からなる近代的な施し設せつがあるなどという事実を知るものはほとんどいない。


　知っているのは玖く郎ろうのようにＵＧＮに関係しているものたちだけ。


「……なるほど、だいたいの事情はわかりました」


　屋敷の奥おくからエレベーターに乗って地下三階。蛍けい光こう灯とうに照らされた無機質な通路を抜けた先にある会議室で、ＵＧＮ風峰市支部の長、朱弦院景かげ国くには難しい顔でうなった。


　机を挟はさんだ向こう側には、陽はる菜なと玖郎が座すわっている。


　ギュンターの襲しゆう撃げき後、学校が終わるのを待って、玖郎は再び景国のもとを訪おとずれた。


　陽菜が事情を説明したいと言ったところ、この地下施設まで呼び出されたのだ。


「まず、いくつかお詫わびをさせてください」


　景国は玖郎に目を向ける。


「本当なら玖郎くんに伝えるべき情報を伝えなかったことを。……一度に説明すると混乱するだろうと避さけたのですが、まさかこういうことになるとは」


　そう言って、支部長は頭を下げた。


「私からも謝あやまらせてほしい。キミをだますつもりは無かったのだが」


　陽菜もまた支部長に続く。


「いや、気にしてないよ」


　少し軽めの口調でふたりに言って、玖郎は首を横に振ふる。


「僕ぼくだって、あんなことになるとは思ってなかったし」


「うむ。誰だれかに襲撃される可能性は考こう慮りよしていたが、あまりにも早かったな」


「話を聞くに、最初から仕組まれていた──と考えるべきでしょうね」


　景国はため息混じりにそう言った。


「〝殺戮中毒モルト・ジユヒテイガー〟ですか。……厄やつ介かいな人物に目を付けられたものです」


「そんなに有名なんですか、あの人は」


　玖郎の問いに、景国はうなずく。


「悪い意味で、ですが」


　そう補足しながら。


「ギュンターがＵＧＮの記録にあらわれたのは五年ほど前。東とう欧おうの港町でのことです」


　袖そでの中で腕うでを組み、景国は語り始めた。


「ギュンターは流れ者としてその街にやってきた。そして、とある肉屋に住み込みで雇やとわれ、働き始めたそうです」


　小さな街の人々は、頼たよるものの無いギュンターを温かく迎むかえ入れた。


　それが、その身を殺す毒だとは知らずに。


「彼が来てから、街では奇き妙みような事件が起きるようになりました。人間が突如としていなくなる──、いわゆる神かみ隠かくしです」


　最初の被ひ害がいは十代の少女。二件目の被害は六十歳を超こえる老人。


　年ねん齢れいにも性別にも左右されず、少しずつ被害は増えていった。


　だが。


「通常の拉ら致ち、誘ゆう拐かい事件と違ちがうのは──いなくなったほとんどの人間は、その数日後に戻もどってきたという点です」


「えっ？」


「探し回っていた家族は泣いて喜び、何があったのかを聞きました。ですが、彼らはいなくなっている最中のことを覚えてはいなかったのです。帰ってくる人と帰ってこない人の違いもわからないまま、時間は過ぎていきました」


　景国はひとつ息を吐はき出し、眼鏡めがねを直す。


「──一年後、あっさりするほど簡単に事件は解決しました」


　重々しく景国は続けた。


「神隠しはギュンターが《ワーディング》を使って街の人を拉致していたのです。被害の噂うわさを聞いた我々ＵＧＮが調査に乗り出し、ギュンターもすぐに犯行を認めました。ですが──それが、惨さん劇げきの引き金となりました」


　ＵＧＮのエージェントに問い詰められたギュンターは素す直なおに犯行を認めた。


　だが、ギュンターはエージェントたちに投降をした訳ではなかった。


　彼が同行を拒こばみ、両者が戦せん闘とう状態に入る直前。


　割って入るものがあった。


「ギュンターを雇っていた肉屋の主人です。彼はその全身から樹木のような触手を生やしていました」


　玖郎の目が見開く。


　景国は静かにうなずいた。


「そうです。玖郎くんが路地裏で見たという、あの化け物と同じものです。……化け物はＵＧＮのエージェントに襲おそいかかるものの、彼らはこれを撃げき退たい。しかしギュンターを逃のがしてしまいました」


　逃にがしてなるものか、と肉屋を出るエージェントたち。


　だが──。


「エージェントたちはすでに囲まれていました。……一万人を超える、触手の化け物たちによって」


　感情を抑おさえた声で、景国は続ける。


「街は、その時点で完全にギュンターの手にかかっていたのです。──彼の能力は寄生。自分の分身である触手を、生物、無生物にかかわらず寄生させること。街の人間は全員その能力の犠ぎ牲せいになったのです」


「そ、んな──」


　玖郎がうめく。


　陽菜も眉み間けんにしわを寄せて、うつむいている。


「結果、街ひとつを壊かい滅めつさせることで事件は終結しました。生き残りはひとりもおらず、ギュンターも捕つかまえられぬまま。終わりとはとうてい言えない終わりを迎えたのです」


「なんで、彼はそんなことを──」


「──実験だったのです」


　玖郎の問いに、景国は冷たい声で答えた。


「ギュンターにとって、すべては実験だったのです。……街が壊滅した後、彼の勤めていた肉屋の冷蔵庫から多数の遺体が発見されました。神隠しから戻ってこなかった人々です。彼らは──ひとりとして、まともな状態ではありませんでした」


　部位ごとにバラバラにされたもの。


　生きたまま腹を開かれたもの。


　どれも正視に堪たえない体ばかりであったという。


「すべての遺体には、それぞれ違う部位に、違う方法でギュンターの触手が寄生していたといいます。彼は実験を繰くり返すことで、自身の能力を研究していたのでしょう」


「そして──ひとつの街を滅ほろぼした」


　苦々しくそう言ったのは陽菜だ。


　景国が静かにうなずく。


「その後もギュンターは世界中至る所に現れ、殺戮を繰り返します。目的はその時によってさまざま。ですが、常になるべく規模の大きい殺戮を求めているところから〝殺戮中毒モルト・ジユヒテイガー〟の名前で呼ばれるようになりました」


　景国はひとつ、大きく息を吐き出した。


「それが──玖郎くんが出会った男の正体です」


　痛々しい沈ちん黙もくが降りる。


　しばしの後、玖郎はようやく口を開いた。


「その男が──、どうして僕を？」


　瞬しゆん間かんだけ、景国の顔に迷いが走る。


　真実を伝えるべきかどうかの判断に苦しんでいるのが、玖郎にもわかった。


　しかし、ＵＧＮ風峰市支部長は落ち着いた様子を保ってこう言った。


「あなたの中にある、〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟の力を狙ねらっているのでしょう」


「〝輪廻アルマ〟？　それは、確かあの男も口にしていた……？」


　それは確か、ギュンターが口走っていた単語だったはず。


　景国はうなずき、固い顔で続けた。


「ギュンターが最悪のオーヴァードだとするならば、〝輪廻〟は最悪の能力です」


　先ほどまでとはまた違う緊きん張ちようをもって、和装の男性は語り始めた。


「〝輪廻の獣〟とは、世界で数体確認されているオーヴァードのことです。彼らは飛び抜ぬけて強い能力を持ち、あまたの破は壊かいを振りまく。その特性は──不死であること」


「不死？　……死なないってことですか？」


　玖郎が問うと、景国は苦笑いを浮うかべる。


「そうです。ですが、玖郎くんが死なないということではありません。あくまでも不死なのは〝輪廻の獣〟です」


「……？」


「移り変わるのです。この能力は」


　いぶかしむ玖郎に、景国は続ける。


「〝輪廻〟はその力を宿したオーヴァードが死亡すると、その場に自分の分身を残します。分身は別の人間にとりつき、その人を次の〝輪廻〟へと仕立て上げる」


「え……！」


「母体となる人間が死んでも、能力だけが移り変わる。それが〝輪廻〟という名前がついた理由です。……寄生生物などを想像してもらえると理解しやすいかもしれません」


　さらに、景国はふとため息をついた。


「問題はそれだけではないのです」


「え？」


「〝輪廻の獣〟になってしまった人間は、その名の通り、人とも獣ともつかぬ異い形ぎようとなり、破は壊かい衝しよう動どうのままに暴れ回ります。共通点は──その顔に貼はり付いた仮面」


　思わず、玖郎は右手で自分の顔を触さわった。


　そこに仮面は無い。……今は。


「先ほども言いましたが、〝輪廻アルマ〟は他のオーヴァードとは比ひ較かくにならぬほどのポテンシャルを秘ひめています。個体によっては街ひとつを滅ぼし、ＵＧＮが協力した軍隊と互ご角かく以上に戦ったものもいます」


　景国の言葉に、陽菜が顔をしかめる。


「咆ほう吼こうをひとつ上げれば建物が中の人ごと塵ちりと化し、腕の一ひと振ふりで戦車が十の単位で破壊されていく。そんなヤツを止めたのは被害を無視した大規模火力だった。……本当にひどい戦いだったよ」


　少女の瞳ひとみに暗い影かげが落ちる。


　陽菜はどこか遠い光景を見ていた。


「──陽菜くんは、その現場にいたのです」


　景国はそう付け足した。


「それほどまでに力を持つオーヴァードであり、倒たおしても倒しても復活する特性を持っている。……どれほど危険な存在かはわかってもらえましたか？」


　素直に玖郎はうなずいた。


　放っておけば破壊を振りまき、対処しても終わることはない。


　景国が〝最悪〟と呼んだ理由がよくわかる。


「話を戻しましょう。……玖郎くん、あなたの中には〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟が確かに存在します。そして──」


　眼鏡の向こうから、じっと景国は玖郎を見つめる。


　どこか探さぐるような、射い貫ぬくような視線に、玖郎は不安を覚えた。


　景国はそのまま、重い口調でこう言った。


「あなたは世界で初めて、〝輪廻〟の力を持ちながら理性を保っている人間です」


「えっ？」


　驚おどろく玖郎に、景国は続ける。


「今まで我々が確認してきた〝輪廻〟は皆みな理性を失って暴走している状態でした」


　あの路地裏でのあなたのように、と景国は補足した。


　玖郎は、ただ黙だまって支部長の次の言葉を待つ。


「発見が早かったのか、それとも他の原因があったのか、我々は暴走を止め、あなたは人間としての理性を取り戻した。……こういったケースは初めてなのです」


　力なく首を振る景国。


「これからあなたにどんなことが起きるのか、我々にはそれを予測する手段すら無い。もちろん同じオーヴァードとしてのデータはありますが、それ以上のことは何も言えません」


「だからこそ、ギュンターも玖郎を狙ったのだろうな」


　腕うでを組んで陽菜がうなる。


　だが。


「そう、なのかな」


　玖郎はそれに異を唱えた。


「む？　どうした、玖郎」


「僕をオーヴァードにしたのはあの男、ギュンターなんだ」


「それは……聞いているが」


「あの時──路地裏で僕は怪物を倒すため、ギュンターに協力を求めた。あの男はうなずき、僕に植物の種のようなものを埋めたんだ」


　胸の中心をぎゅっと握る玖郎。


　あの時の感覚はまだ鮮せん明めいに思い出せる。


「それで僕はオーヴァードになり、怪物を倒した。もし僕が〝輪廻アルマ〟だとするならば──」「ギュンターが〝輪廻〟の分身を玖郎くんに植え付けた。ということですか……だとすると、なぜ玖郎くんを襲うのかはわかりませんね」


　三人はそれぞれにうめき、沈黙する。


　思考の中でいくつもの可能性を検討するが、どれもピンと来ない。


「ダメですね。今は情報が足りません」


　景国はそうまとめた。


「ギュンターについては警けい戒かいを続けつつ、こちらでも別べつ途と調査をしましょう。すべてはそこからです。それでは玖郎くんは──」


「支部長、玖郎についてはひとつ提案があるのだが」


　景国の言葉を切って、陽菜が手を挙げた。


「なんでしょう、陽菜くん」


「玖郎はこちらで保護した方がよいのではないだろうか」


「……というと？」


「あくまで一時的な措そ置ちとして。ギュンターを撃げき退たいするまでの間でも、この屋や敷しきにとどまってもらったほうが危険が少ないと思うが」


「ふむ……」


　景国はしばらく考えてから玖郎へと問うた。


「玖郎くんの意見はどうですか？」


「そう、ですね」


　玖郎はわずかに悩なやんだ後、答える。


「僕も陽菜の意見に賛成です。景国さんの話が本当なら、僕の周りの人だって危ないし」


「──わかりました」


　景国はうなずいた。


「部屋を用意しましょう。今日からしばらくこの屋敷で寝ね泊とまりしてください」


「ありがとうございます」


「ですが、学校には行ってください。事態解決がいつまでかかるかわからない以上、日常の生活を維い持じしておくことは必要です」


「でも……」


　周囲への被ひ害がいを考こう慮りよしてか、玖郎が声を上げる。


　だが景国は柔やわらかく返した。


「玖郎くん、我々オーヴァードを人間の領域につなぎ止めるのは絆きずなです。自分が人間であることを確認する上でも、毎日の生活をおろそかにしてはいけませんよ」


「う……」


「学校ではなるべく陽菜くんと行動を共にしてください。また、こちらの警備も強化しましょう。それでどうですか？」


「それなら……」


　渋しぶ々しぶながらうなずく玖郎に、景国はいつもの静かな笑えみを返す。


「では、早さつ速そくですが荷物を取りに行ってもらいましょう。もちろんお姉さんの許可も得てきてくださいね」


「は、はい」


　とんとんと話を進める景国に、つられてうなずく玖郎。


「陽菜くんも一いつ緒しよに行ってください」


「む、私もか？」


「もちろん。護衛は必要ですから」


「──確かに。了りよう解かいした」


　陽菜はそう言って立ち上がる。


「では玖郎、行こうか」





　　　　＊　　＊　　＊




　風峰市中央公園。市内に緑のある環かん境きようを、というスローガンで名前の通り市の中央付近に造つくられた大規模な公園だ。


　総合体育館、テニスコート、野球場にサイクリングコース。


　その他レクリエーション施し設せつや展示物も数多く用意されており、多くの市民が憩いこいの場として使用している。


　──ただ、それも日のあるうちの話だ。


　太陽が沈しずむと、公園の姿は一変する。


　あたりに植えられた立派な樹木たちは風にうごめく不気味な影になり、不十分な街灯はそこかしこに闇やみのわだかまりを作る。


　こんな中に入ってくるのは、この公園を通り道として利用しているか、闇の中を散歩しようとする酔すい狂きようなものくらい。


　または、家路を急ぐ玖郎と陽菜たちのようなものくらいだ。


　周囲に人影はまったくない。あるのは明めい滅めつする不安定な街灯のみ。


　モノクロームに染まった風景を、ふたりは早足で歩いていた。


「──そうだ、陽菜にはお礼を言っておかないと」


　歩みをゆるめずに、玖郎が口を開いた。


「む、何の話だ？」


　と、陽菜は眉まゆをしかめる。


「屋上のことだよ。……あのコートの人から助けてくれたじゃないか」


「あれは助けたとは言えない。私はあの〝殺戮中毒モルト・ジユヒテイガー〟にあしらわれただけだ」


「それでも、陽菜がいなかったらどうなってたかわからないし」


　わずかに、玖郎は笑みを浮うかべる。


「僕なんかを助けてくれてありがとう、陽菜」


「む……」


　どこか照れくさそうに目線をそらす陽菜。


　だから、彼女は玖郎の言葉の違い和わ感に気がつかない。


「でも、大だい丈じよう夫ぶかな」


　浮かべた笑いを苦いものに変えつつ、玖郎は続ける。


「姉ちゃんにどう説明しよう」


「む、そうだ。……大丈夫なのか？　私が言い出しておいてなんだが、一いちノ瀬せ教きよう諭ゆは納得してくれるのか？」


「う、うーん」


　玖郎は姉の姿を想像する。


　友達の家に行きたい、と言えば智ち雪ゆきは飛び上がるほどに喜ぶだろう。


　陽菜の家──正確には景国の屋敷だが──に行くと言えば、ついてくると言いかねない。


　それが一日や二日の話であれば。


「長期間にわたって外に出る、って話をしたことがないんだよね」


　食事の問題もあるし、なにより理由をどう説明するかが問題だ。


　トラブルに巻き込まれていることを知られれば、また泣かせてしまうだろう。


「とりあえずは週末に出かけるってことで、まずは話をしてみるつもり。……幸い、明日は土曜日だから」


「なるほど、切り出し方としては悪くなさそうだな」


「うん、あんまり心配はさせたくないんだよなあ……」


「ふむ、一ノ瀬教諭は玖郎をそれほど気にかけているのか？」


「……うん、まあ、そうかな」


　陽菜はその言葉にしみじみとうなずき、感想を漏もらした。


「うむ、そうか。やはりよいな、家族というものは」


「……？」


　何か懐なつかしむような、かみしめるような表情を浮かべる陽菜に、ふと玖郎は言った。


「陽菜、家族は……」


　家族はいない、と少女は言っていた。


　自分はＵＧＮに育てられたのだと。


　だがなぜ、そんなことになったのだろうか。


「そう言えば話していなかったな」


　陽菜はほほえむ。


　どこか儚はかなげにも見えるその顔で、陽菜は語り出した。


「私はな、玖郎。……生まれたときからオーヴァードだったんだ」


　陽菜は胸に手を当てる。


　左手にぶら下げた無骨なブレスレットが、街灯の光を返してきらめいた。


「母親の胎たい内ないでレネゲイドに感染し、生まれ落ちた時には覚かく醒せいしていた。……普ふ通つうの人間だったことがない。だから──私は生まれてすぐにＵＧＮに引き取られた」


　ざあ、と風が吹ふく。


　黄色くなった木の葉と共に、栗くり色いろの髪かみがそよいだ。


「私の親とＵＧＮにどのようなやりとりがあったか、私は知らない。ただ、赤ん坊ぼうだった私を育ててくれたのはＵＧＮの職員だった」


「じゃあ、陽菜は……」


「親の顔を知らない」


　視線を外し、遠くを見上げる陽菜。


　その横顔に少々の寂さびしさが読み取れる。


「言っておくが、私は親を恨うらんだことなど無いぞ」


　玖郎の内心を知ってか、陽菜は苦笑いを浮かべる。


「私はＵＧＮにいるのが最良だった。……いや、私はＵＧＮの中でしか生きられなかったからな」


「それは、どういう……？」


「レネゲイドのコントロールを覚えなければならなかったからだ」


　軽く拳こぶしを握にぎって、陽菜はそれを見つめる。


「子供だからといって甘あまえは許されない。……当然だ。この力を使い損そこねたら、私はヒトではなくなるのだから。読み書き計算より早く、私はこの力の制せい御ぎよを覚えたよ」


「そんな前から……」


「仕方ない。それが人間として存続するための最低条件だったからな。……ちなみに私と同じような環境の子供はそれなりの数がいる。そういった子供のことを、ＵＧＮチルドレンというのだ」


　レネゲイドにより、運命をねじ曲げられてしまった子供たち。


　ＵＧＮという組織を介かいさなければ、日常に関かかわれない犠ぎ牲せい者しや。


「その後訓練中にとある適性を見いだされてな。それからはひとつの任務を負って、世界中あちこちに派は遣けんされている。……キミが思っているより、私は実戦経験が多いのだぞ」


　ふふん、と自信ありげに鼻をならす陽菜。


「これがこの私、汐しお見み陽菜という人間の十五年半にわたる人生だ。いろいろ経験が足りないのは、少し勘かん弁べんしてくれるとありがたい」


　そう言って、陽菜は照れたように笑った。


　玖郎は──言葉が無かった。


　──圧あつ倒とうされていたのだ。


　親の愛も受けられず、生まれたときから自分を侵しん蝕しよくせんとするものに抗あらがい。


　ただ、世界の裏側で戦い続ける。


　そんな人生を、笑って話せる陽菜自身に圧倒されていた。


「……なんで、僕ぼくに、そんな話を……」


　陽菜はふむ、と玖郎の顔を見つめる。


「興味はなかったか？」


「い、いや、そんなことはないけど……」


「うむ、ならばよい」


　満足げに陽菜は腕うでを組み、顔を上げた。


　つられて玖郎も上を向く。


　視界にはわずかに明滅しながらふたりを白く照らす街灯と、その向こうに貼はり付いている小さな月のみ。


「知っておいてほしかったのだ」


「え……？」


　少女の言葉に視線を戻もどすと、陽菜の顔からは笑えみが消えていた。


「これから話をする前に、私のことを知ってほしかった」


「ど、どうしたの？」


「玖郎」


　陽菜の目が玖郎を射い貫ぬく。


　太陽の輝かがやきを宿したそのまなざしは、どこまでもまっすぐで、真しん剣けんだった。


「すまない。……ひとつ、私はキミに謝あやまらなければならないことがある」


「ちょ、ちょっと待って。どうしたの、急に」


「私もまた、キミに伝えていないことがある」


　陽菜はそう切り出した。


「景国支部長がこの風峰市を中心とした一帯を管理しているように、私もＵＧＮ内での役割があるんだ。キミに関連した、役割が」


「僕に……？」


　目を伏ふせてうなずき、陽菜は問うた。


「玖郎、キミは私の扱あつかう武器を覚えているか？」


「うん。あの……なんだか機械っぽい槍やりだよね」


「そうだ。武器の名をデウス・エクス・マキナ」





「〝輪廻アルマ〟を滅ほろぼせる、唯ゆい一いつの武器だ」





　重々しく、陽菜はそう言った。


　瞬しゆん間かん、何を言っているかわからずに玖郎は硬こう直ちよくした。


「滅ぼ、せる……？」


「そうだ」


　はっきりと、陽菜は肯こう定ていする。


「だって、〝輪廻アルマ〟は殺しても次に──」


「そうだ。景国支部長が説明したとおり、〝輪廻〟は殺しても次の人間を乗っ取り、復活する。……だが、それにもたったひとつだけ例外があるのだ」


　陽菜は人差し指をたてた。


「〝輪廻〟が〝輪廻〟を殺したとき。……その時だけは、〝輪廻〟は自分の分身を生み出すことはできず、そのまま消しよう滅めつする」


「それって、どういうこと……？」


「景国支部長が言っただろう。〝輪廻〟は世界に複数体確認されていると」


「う、うん、確かに」


　軽く流してしまったが、景国がそう言っていた記憶はある。


「〝輪廻〟同士で戦った時のみ、殺された〝輪廻〟からは分身が生まれない。……そういうことだ」


　思い詰めた顔のまま、陽菜は言った。


「〝輪廻〟の総数は我々にもわからない。彼らは最初の〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟の肉体が分かたれて生まれたとも言われているが、真相は不明だ。そして玖郎──キミの中にある〝輪廻〟はそういったものの一体なのだ」


　玖郎は自分の胸に手をやる。


「そして、私もまた〝輪廻〟を持つひとり」


「え──？」


「正確には、私の槍だがな。私の槍には〝輪廻〟のかけらが組み込まれている。それ故ゆえにあの槍だけが〝輪廻〟を滅ぼすことができる。──無限を断つと呼ばれるゆえんだ」


「〝輪廻〟のかけらが……」


「あの槍は、適性が無いと起動しない。起動しても〝輪廻〟を滅ぼすことはできない。──先ほど、私は訓練中に適性を見いだされたと言っただろう。それはつまり、この槍を扱う適性のことだ」


　陽菜は左手のブレスレットに触ふれる。


　槍が変形したその腕うで輪わは、銀色の光を跳はね返すのみ。


「ついでに言えば、現状ＵＧＮ内でこの槍を扱えるのは私だけ。〝輪廻〟を滅ぼせるのは私だけなのだ」


　陽菜はそう言って目を伏せた。


　申し訳なさそうに。太陽のようなまなざしを曇くもらせて。


「もうわかっただろう。私がキミのそばにいる理由は──」


　陽菜はその言葉を口にした。





「キミを殺すためでもあるんだ」





　わずかに息を整えて、陽菜は改めて玖郎を見る。


　正面から少年を見つめ、少女は続けた。


「もちろん、その義務が発生するのはキミが暴走し、助かる見込みが無いと判断されてからだ。私たちはそうならないように最大限に尽じん力りよくするし、約束もする。……だが、伝えておかないのは不公平だと思ってな」


　言って、陽菜はわずかに頭を下げる。


「すまない、玖郎。キミをだますようなことを──」


「いや、大だい丈じよう夫ぶだよ」


　重々しく頭を下げる陽菜を、玖郎は柔やわらかく止めた。


　困ったようなほほえみで、ほおを搔かきつつフォローする。


「そういうこともあるかなって、僕も思うからさ」


「玖郎……」


「僕が思ってた以上に、この力は危険なものらしいから。……最悪のことは考えるよね」


「理り屈くつの上ではそうかもしれない。だが、キミ自身はよい気分ではないだろう」


「そうかな？」


　あっさりと玖郎は答えた。


「僕は、ある意味安心だけど。……暴走しても、周りを傷つけずにすむし」


「玖郎、それは……っ！」


　陽菜が気け色しきばむ。


　慌あわてて玖郎は言葉を足した。


「あ、うん、わかってる。暴走しない方がいいことはわかってる」


「……驚おどろかせないでくれ、玖郎。キミが暴走して喜ぶようなものはいないんだ」


「ごめん」


　玖郎が謝ると、陽菜も表情を和やわらげる。


「もちろん、玖郎が容認してくれれば私もありがたい。うむ、話してよかった」


「僕も、聞けてよかった。……いろいろ納得もしたし」


「納得？　何がだ？」


「なんで陽菜が学校に編入してきたかってこととか」


「む？　それは私しか〝輪廻アルマ〟の相手ができなかったから──」


「ああ、いや、そういうことじゃなくてさ」


　玖郎はおどけた調子で続きを口にした。


「ほら、陽菜って潜せん入にゆうとか向いてないじゃない？」


「む──」


「学校にも慣れてないし、まっすぐ過ぎるし、噓うそも苦手だし、好こう奇き心しん強いし」


「むむ──」


　心当たりがあるのだろう。


　陽菜の顔は見る間に渋しぶいものへと変わってゆく。


「本来なら、他の人の方が適切だったんじゃないかなって」


「むむむ──」


　ついには、ほとほと困った様子で陽菜はため息混じりにつぶやいた。


「キミは、意外に辛しん辣らつな男だな」


「え、……そう、かな」


「そうだ。まさかこんなことでいじめられると思っていなかった」


「い、いじめてなんていないよ」


「自然に出た言葉なのか。……だとすると、なおさらたちが悪い」


「ちょ、ちょっと」


「ふふ、冗じよう談だんだ」


　そっぽを向いて不満を表していた態度をさらりと消して、陽菜はいたずらっぽい笑みを浮うかべた。


　その顔は、どこにでもいる普ふ通つうの少女のそれだった。


　生まれてすぐに戦いを強要されたエージェントの顔ではなく、玖郎と同じ十五歳の少女。


「──さて、そろそろだな」


　陽菜の声で、玖郎は現実に戻もどされる。


　少女の視線を追うと、見慣れたマンションがその姿を現す。


「玖郎」


　足を速めかける少年に、声がかかる。


　玖郎が振ふり向くと、陽菜は輝かがやくような笑顔で言った。


「なるべく早くこの事態を解決しよう。……キミがこの日常に戻ってくるためにも」


　隣に立つ少女の言葉に、玖郎はひとつ大きくうなずいた。





　　　　＊　　＊　　＊




　陽菜を玄げん関かん前に残し、玖郎はひとり部屋に戻る。


　靴くつを脱ぬぎ、居間に入ると、智雪はノートパソコンを叩たたいていた。


　赤ペンを口にくわえ、なにやら難しそうな顔でうなっている。


「……ただいま」


「あ、玖郎。おかえりー」


　首だけで振り向いて、智雪はにんまりと笑えみを浮かべる。


　何か企たくらんでいそうなその笑みに、玖郎はわずかにたじろいだ。


「ど、どうしたのその顔」


「いやあ、玖郎が寄り道して帰ってくるのも珍めずらしいなあと思ってねー」


　ぐふふふふ、といやらしい笑い声を上げる智雪。


　教師にはとても見えない。


「寄り道くらい、たまにするよ」


「でも玖郎の寄り道はほとんど買い物でしょー。それか倉くら田たくんたちに引っ張って行かれるかのどっちかじゃない」


「う……」


　図星であった。


「な、なんで姉ちゃんはそんなことまで知ってるんだよ」


「ん？　そりゃあ、あたしにも情報源のひとつやふたつあるんだから」


　自じ慢まんげに胸を反らして智雪は言った。


　対照的に苦虫をかみつぶしたような顔になる玖郎。


「で、その玖郎がさー」


　智雪の口元がさらにつり上がる。


「学校終わったとたんに陽菜ちゃんと飛び出していったっていうじゃない？」


「それか……」


「期待しちゃうわけよう。あたしの弟にも、ついに春が来たのかなーって」


「そんなことないよ。……ま、まあ出て行ったのは事実だけどさ」


「隠かくす必要は無いわよー。恥はずかしくて隠しちゃう気持ちはわかるけど」


　わかってますよ、と言わんばかりにしみじみとうなずく智雪。


　続けて口にした一言は、玖郎を驚かせるものだった。


「というわけで、今日の夕飯はあたしが全部用意したから」


「……え？」


　まばたきをして智雪を見返す玖郎。


「だいたいそろってるから、後は温めればいいはずよー」


　玖郎はキッチンの中を確認する。


　鍋なべの中には味み噌そ汁しる、フライパンの中には鶏とりのハンバーグ、冷蔵庫の中には煮に物ものと酢すの物が一品ずつ。もちろん米は炊すい飯はん済み。


　言われた通り、夕飯の用意は調ととのっていた。


「どうしたの姉ちゃん。夕飯の用意はほとんど僕ばくがやってたのに……」


　智雪はどうしても玖郎より帰りが遅おそくなるために、夕飯は玖郎が作るのが一ノ瀬家の習慣であった。


「玖郎が遅くなってもいいようにねー」


　智雪はノートパソコンとの格かく闘とうに戻りながら、そうつぶやいた。


「姉ちゃん……」


「なかなか遊びにも行かない弟が、たまに出かけたんだから。それくらいはするわよ」


「でも、連れん絡らくもしてなかったのに……」


「いいのよ。いちいち保護者に連絡してから遊びに行く高校生なんていないでしょ。……あ、でも朝帰りの場合は一言ほしいかな」


　ペンをくるくる回して智雪はそう言った。


　ぐ、と玖郎の胸が詰つまる。


　家族に噓をついているという事実が。


　噓を重ねなければならないという事態が。


　だが──言わなければならない。


「──姉ちゃん」


「んー？」


「あのさ、僕、ちょっと、週末は家に戻らないでいいかな」


「お？　どしたの？」


「ええと、その、遊びに行きたいなって」


　おずおずと切り出しつつ、玖郎は智雪の様子を見る。


「どこ行くのー？」


「しゅ、朱弦院さんの家、なんだけど……」


「朱弦院？　え、誰だれ？　でもどっかで聞いたことのあるような……」


　眉まゆをひそめる智雪。


「市内の西の方にある大きな屋や敷しき。住宅街の端はしの方にある。……陽菜が今住んでるところなんだけど」


「あ、それか。陽菜ちゃんの住所で見たんだ」


　智雪はポンと手を叩く。


　そして一いつ拍ぱくおいてから。


「え！　陽菜ちゃんの家に泊とまるの!?」


　先ほどに倍する声量で叫さけんだ。


「ちょっと待って！　いくらなんでも仲良くなるの早すぎない!?」


「ち、違ちがうって！　そういうのじゃないんだ、ホントに！」


　誤解している智雪に、玖郎は叫びかえす。


「でもお泊まりだよ！　玖郎だってもう高校生だし！」


「高校生でも、違うものは違うんだって！」


「ホント？」


　上目がちに、智雪の大きな瞳ひとみがじっと玖郎を見つめる。


「陽菜の家っていっても、向こうも居い候そうろうみたいなものらしいから。でも、あんまりに珍しいんでちょっと見せてもらおうかと思って。で、その、部屋も結構空いてるから……」


　苦しい言い訳だな、と自分でも認識しながら玖郎はしゃべる。


　智雪は腕うで組ぐみをしてしばらく考えてから、口を開いた。


「向こうのご家族には？　きちんとお話ししてある？」


「うん。……むしろ、向こうの人から言ってくれたことなんだ」


　噓は言っていない、と内心でつぶやく玖郎。


　智雪は再び考えてから、ひとつうなずいた。


「そっか。それならいいよ」


「……え、いいの？」


　割合にあっさりと出た許可に、玖郎の方が聞き直してしまう。


「向こうの人に確認とかしなくて大だい丈じよう夫ぶ？」


　景国は口裏を合わせてくれることになっている。


　彼の口くち添ぞえがあれば説得できると踏ふんでいたのだが。


「いいよ、別に。……先方がご迷めい惑わくでなければＯＫだよ。それに、あたしの玖郎が迷惑をかけるとは思ってないし」


　玖郎が恥ずかしがるようなセリフを、さらりと言ってのける智雪。


「でも、姉ちゃん食事とかは……」


「そんなの気にすることないって。見ての通り、あたしだって食事は作れるんだから」


　智雪はけらけらと笑って、玖郎の心配を一いつ蹴しゆうする。


「いい機会だし、楽しんでくるといいよ。玖郎はもう少し外に出て遊んだ方がいいって思ってたんだ」


「姉ちゃん……」


　玖郎は言葉を詰まらせる。


「ごめん、心配かけちゃって」


「何言ってるのよ」


　あきれたように智雪は言った。


「あたしが玖郎くらいのころなんて、もっと派手に遊んでたし。高校に受かったことで浮うかれちゃってねー。親の心配をよそに勝手なことして、ものすごく絞しぼられたこともあったなあ」


「そんなことがあったんだ」


「お母さんは声を出さずにさめざめと泣くし、お父さんはただ無言であたしが反省するまでじっと待つし。……いや、あれは本当にきつかった」


　当時のことを思い出しているのか、身み震ぶるいする智雪。


「まだ玖郎は幼よう稚ち園えんくらいだったかなー。あの時は玖郎がトイレに起きたから解放されたんだ。うん、あの時は助かったよ」


「……全然覚えてないよ、そんなこと」


「あたしに比べれば、玖郎はおとなしい方だよ。うんうん、まだまだ」


　なぜか自慢げにそう言って、智雪は再び胸を反らした。


「はは……」


「それにね、玖郎」


　声のトーンがわずかに変わる。


　目を細め、穏おだやかに玖郎を見つめる智雪。


「あたしが玖郎を心配するのは、もうしょうがないことなんだよ」


「……え？」


「だって、あたしは玖郎が生まれたときからずっとそばにいて、ずっと見てきたんだよ。そんな弟のことを心配するなっていう方が無理だもの」


　智雪はひらひらと手を振ふる。


「だから気にしてもきりがない。きっとね、一生あたしは玖郎の心配してるよ」


「…………」


　情けないような、申し訳のない気持ちをかみしめる玖郎。


　そうだ、この姉がいなければ。


　いなければ、自分はとうの昔に──。


　沈ちん黙もくする玖郎にひとつ嘆たん息そくしてから、くるりと智雪は背中を向けた。


「とにかく、玖郎はのびのび青春しなさい。大学卒業まではあたしが守ってあげる」


　そう言って、智雪は再びノートパソコンをたたき始めた。


　上じよう機き嫌げんでキーボードを打ちつつ、背中越ごしに玖郎へと言葉を投げる。


「お母さんが帰ってくるまでは、たったひとりの家族なんだから」


　たったひとりの家族。


　その言葉が、玖郎の中にこだまする。


　父を失い、母が倒たおれた。


　一時期の間、玖郎はまともに動くことすらできなかった。


　闇やみの底から救ってくれたのは智雪だ。


　この姉がいなければ、自分はどうなっていたか。


　智雪がいなければ──。


　いなければ、どうなる？


「う……」


　めまいを感じて玖郎は頭を押おさえた。


　もぞりと、胸の奥おくで何かがうごめく。


　考えてはならないことが頭をよぎる。


　たったひとりの姉。


　玖郎を日常につなぎ止めている、最後のくさび。


　その彼女が──いなくなったら？


　自分は絶望で死ぬのだろうか。


　孤こ独どくに耐たえかねて壊こわれてしまうのだろうか。


　それとも──





　この枷かせのような痛みが、消えるのだろうか。





　玖郎は喉のどを鳴らした。


　押さえた手の隙すき間まから見えるのは、ノートパソコンを叩たたく姉。


　その──白く、細いうなじ。


「…………」


　玖郎はそっと智雪へと近づく。


　自分を護まもる存在であり、自分を縛しばる枷でもある姉のもとへ。


　息が荒あらい。


　頭がぼうっとする。


　熱に浮かされたように、玖郎は手を伸のばし──。


「う……っ！」


　智雪の首を後ろからつかんだ。


「ちょ、ちょっと玖郎どうし──っ!?」


　智雪が何かを言う前に力を込こめる。


　指が肌はだに食い込み、みしみしという音が聞こえた。


　もう少し。もう少しでこの細い首はへし折れる。


　そうすれば──何もかもが終わるはずだ。


　終末に対する高こう揚よう感で口元が歪ゆがむ。


　取り返しのつかない一線を越こえることを望む自分を感じつつ、玖郎は右みぎ腕うでに力を込めた。


　その時。


「玖郎……、どうした？」


　智雪は、笑った。


　激痛と恐きよう怖ふを殺し、精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで。


　姉はほほえんだ。


　今にも首を折られそうなその瞬しゆん間かんに。


「う……」


　瞬間、玖郎は現状を知覚した。


　たったひとりの家族の首を絞しめ。


　自分は一体何をしようとしているのか。


「あ、あああああああああああああああああああああああっ！」


　玖郎は叫さけぶ。


　肺の中の空気をすべてはき出して、絶ぜつ叫きようする。


　──だが。


　玖郎の右手は離はなれない。


　姉の首をつかんだまま、力を込め続ける。


　智雪が意識を失い、その首が垂れ下がる。


「そ、んなっ！　なんで！」


　玖郎の叫びに応こたえるように、右腕の肘ひじから黒い物体が顔を出した。


　樹きのような質感を持つ、漆しつ黒こくの触しよく手しゆ。


「これは──っ！」


　触手は見る間に玖郎の腕うでを覆おおい、その動きを操あやつっていく。


　玖郎がいくら引きはがそうとしても、石像でできているかのように右腕はぴくりとも動かない。機械を思わせる動きで智雪の……姉の首に指を食い込ませてゆく。


「こ……の……っ！」


　慌あわてて玖郎は左ひだり腕うでで触手をつかもうとする。


　だが、腕に根を生やした触手はびくともしない。


「──玖郎っ！」


　破は壊かい音おんと共に、陽菜が飛び込んできた。


　その右手には槍やりを携たずさえている。


　どうやら中の異変を察して、飛び込んでくれたらしい。


「陽菜っ！　僕の手を──斬り落としてくれっ！」


　左手で自分の右腕を押おさえながら、玖郎は叫ぶ。


「なっ！」


　陽菜は硬こう直ちよくするが──。


「早く！」


　玖郎の声に押されて、槍を構えた。


「ええい！」


　大きな弧こを描えがいて、銀光が一いつ閃せんする。


　機械仕じ掛かけの槍は狙ねらいあやまたず、玖郎の右腕を肩かた口ぐちから切り離した。


「ぐっ！」


　痛みと衝しよう撃げきでのけぞる玖郎。


　力をうしなった右腕が智雪の首から離れると同時に──。


「ジイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ！」


　きしむような音を立てて、玖郎の右腕から漆黒の触手が飛び出した。


　智雪のもとへと。


「させるか！」


　だが、一いつ瞬しゆん早く陽菜の槍が触手を串くし刺ざしにする。


　床ゆかにうがたれた触手は二、三度飛び跳はねると、そのまましおれて消えた。


「姉、ちゃん……」


　こらえようもない激痛の中、玖郎は智雪の胸が上下しているのを確認して──意識を失った。





　　　　＊　　＊　　＊




　規則正しい電子音が、智雪の命を刻んでいた。


　国際環かん境きよう情報大学付属病院。


　風峰市の東側に陣じん取どる大学の敷しき地ち内に建てられた総合病院である。


　都心の病院に劣おとらぬ設備と、救急医い療りようの腕の良さから、市内市外を問わずに人の集まる病院でもあった。


「…………」


　その最上階。


　通常ならば使われないこのフロアの個室で、玖郎はベッドに横たわる智雪を見つめていた。


　智雪は静かに寝ね息いきを立てている。


　その首筋に巻かれた真っ白な包帯が痛々しい。


「…………」


　玖郎にも治ち療りようの痕あとがあった。


　右腕は付け根あたりから肘付近までを包帯で固定されている。


　だが、それは見せかけだけのものだ。


《リザレクト》で回復した腕は、もはや健康といってさしつかえない。


「──玖郎」


　静かに扉とびらが開かれ、声がかけられる。


　玖郎は振ふり返りもしなかった。


　わずかにため息をついて、入ってきた人物が……陽菜が玖郎の隣となりに並ぶ。


「先ほども言ったとおり、一ノ瀬教きよう諭ゆは無事だ。無傷ではないが重傷でもない。レネゲイドに発はつ症しようするような兆候も──ない」


　陽菜の言葉に、玖郎は沈ちん黙もくをもって返すのみ。


「ここはＵＧＮが運営している病院だ。医療技術に関しては信しん頼らいできる。今は彼らに任せて──」


「姉ちゃんは」


　つぶやいた玖郎の声が、個室に響ひびく。


「姉ちゃんは、どうなるんだ？」


「……多少だが、記き憶おく処理をされるだろう。部屋で転んで後頭部を打った、というように。少なくともレネゲイドに関する記憶は忘れてもらわなければならない」


　重く、だがきっぱりと陽菜は言う。


　うつむいたまま玖郎はうなずいた。


「そっか、レネゲイドのことは忘れるのか。……よかった」


　わずかに安あん堵どの息が漏もれる。


　だがその声は変わらず暗い。


　再び病室から音が消える。


　智雪の鼓こ動どうをモニターしている電子音が、静せい寂じやくを逆に彩いろどっていた。


「──また、やった」


　玖郎がつぶやく。


「また……、やってしまった」


「玖郎？」


　ぐしゃりと、玖郎は包帯を巻いた右腕で顔を押おさえた。


「余計なことをして、大切な人を傷つけた……」


「玖郎、それは違ちがう。原因はキミではない。キミの中に寄生していたあの触手が……ギュンター・シュトライトが原因だ」


　険けわしい顔で陽菜が首を振る。


「ヤツはあらかじめキミの中に触手を寄生させ、キミの動きをコントロールできるように仕し込こんでいたんだ。恥はじるべきはそれを見み抜ぬけなかった我々だ」


「いや……違うよ」


　玖郎は自分の右腕に視線を落とす。


　智雪の、たったひとりの姉の首を締しめ上げた唾だ棄きすべき腕を。


「あの時、僕ぼくには確かに殺意があった」


　握りしめた拳から血が滴したたった。


　鋭するどい痛みが神経を伝わって玖郎の脳のう髄ずいを刺し激げきする。


　それでも玖郎は握り続けた。


「姉ちゃんがいなければ、罪の意識を感じなくてすむと。楽になれると思ったんだ」


　ギリ、と玖郎は歯を嚙かむ。


　黒く染まった胸の内が吐と息いきと共に漏れるようだった。


　それらが毒に変じてみずからを焼き尽つくせばよいと、頭の片かた隅すみで考える。


　玖郎は拳を開く。姉を傷つけたその指は、血に染まっていた。


「僕は──僕は、僕の意志で姉ちゃんの首を絞めたんだ」


「玖郎、違う！　それは……！」


「レネゲイドによるもの、とでも言うつもりかい？」


「──っ！」


　向けられた玖郎の目は、どす黒く濁にごっていた。


　瞳ひとみの中で燃えさかるのは憎ぞう悪お。


　自分に対する、すさまじいまでの憎にくしみ。


「もともと僕はどこかで考えていたんだ。姉ちゃんがいなければ、僕は中ちゆう途と半はん端ぱに助かることもなく、行き着くところまで壊こわれてしまえるんじゃないかって」


　さげすみの笑えみを、玖郎は血まみれの右手で覆い隠かくす。


「レネゲイドのせいじゃない。僕が──そういう人間だったってことさ」


　玖郎は肩かたを震ふるわせた。


「なぜ、だ？」


　陽菜は問うた。


　自分の身を抱だくように締め、沈ちん痛つうな面おも持もちで。


「なぜキミはそこまで自分を責める？」


　静かに、だが意志を込めて陽菜は問いを重ねる。


「思えば最初からだ。キミはキミ自身をないがしろにし続けてきた。屋上での一件では、ギュンターにその身をさらすほどに」


　太陽のまなざしが玖郎へと注がれる。


　いやがるように、玖郎は身をよじった。


「なぜだ、玖郎。なぜキミは、かたくなに自分を責める？」


　空気が凍こおり付く。


　深い峡きよう谷こくのような溝みぞが、ふたりの間に横たわっていた。


　玖郎は智雪へと目を移す。


　安らかな吐息を続ける姉の顔からは、疲ひ労ろうの色が強い。


　この二年で抜ぬけなくなったものだと、玖郎は知っている。


　玖郎は智雪の顔に触ふれようとして、右手を伸のばし──。


　血で汚よごれた指を引っ込めた。


　自然と、皮肉げな笑みが浮うかんだ。


「僕が──」


　つぶやきが漏れる。


「僕が許されないことをしたからだ」


「それは……？」


　すう、と玖郎の目から光が消えた。


　唇くちびるが自動的に言葉をはき出す。





「──父親殺し」





　その声は冷たかった。


「僕は、自分の父親を殺した」


　一いつ切さいの感情を排はいした無表情で、玖郎は事実を伝える。


「レネゲイドなんて関係ない。僕は……もともと罪人なんだ」


　凍り付いたままの陽菜に振り返り、玖郎は笑みを浮かべる。


　疲つかれて摩ま耗もうした、何もかもを諦あきらめた老人のような笑み。


「間ま違ちがいだったんだよ」


「……え？」


「最初から間違いだったんだ。──あの路地裏から」


　疑ぎ問もん符ふを浮かべる陽菜に、力なく玖郎はうなずく。


「僕はあの中等部の子を追いかけるべきじゃなかったのかな。……いや、ダメか。これだとあの子がどうなっていたかわからない」


　玖郎の言葉が病室にしみいる。


　陽菜にはわからない事こと柄がらを、ひとり玖郎はつぶやき続けた。


　そして


「あの怪かい物ぶつが現れてから──、ああ、そうか」


　ため息と共に、玖郎はそこへたどり着く。


「あの時、僕が死ぬべきだったのか。この〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟と一いつ緒しよに」


「なっ！」


「そうか。そうすればすべて解決していたのに。誰だれも傷つかずにすんだのに」


　じろりと、玖郎の瞳が陽菜を射い貫ぬく。


　虚うつろに支配された、闇やみ色の空くう洞どうが。


「なんで──」


　玖郎は、最後の言葉を口にした。


「なんであの時、キミは僕を助けたの？」


　──ピシリ、と。


　何かに亀き裂れつが入った。


　そう玖郎は知覚した。


「く、ろう……、キミは……」


　陽菜は愕がく然ぜんと目を見開き、唇をわななかせ、言葉にならぬ言葉を繰くり返している。


　──ああ、また。


　玖郎は陽菜から目を背そむけた。


　──また、傷つけた。


　悲しみに暮れる彼女に目を戻もどすこともできず、一言を残すこともせず。


「……っ！」


　玖郎はその場を逃にげ出した。




Phase4　その手の先に




　その手を離はなしたときのことを、玖く郎ろうは今でも鮮せん明めいに覚えている。





　──二年前。


　長期休きゆう暇かを利用して、玖郎は旅行に出た。


　初の海外旅行、しかも途と中ちゆうの日程までは父親との二人旅という事実が玖郎を高こう揚ようさせていた。


　玖郎の父親は寡か黙もくな人だった。


　口数は少なく、黙だまって家族を守っている。


　ほめられるとすぐに目をそらし、流は行やり廃すたりには全く左右されない。


　そんな人間だった。


　……玖郎は父親が好きだった。


　父の職業は警察官。


　刑けい事じのような特とく殊しゆな役割ではなく制服警官だったが、「父がみんなを守っている」という事実は玖郎のあこがれを育てるには十分だった。


　そんな父が数年越ごしで得た長期休暇。


　待ちに待ったその時に、玖郎は浮かれていた。


　一刻も早く出かけたいとわがままを言ったのだ。


　姉は仕事の都合もあり、途中から合流。母親もそれに合わせてついてくることになった。


　玖郎と父は先に出発。数日の二人旅を愉たのしむ予定で。


　それが──玖郎たちの運命を大きく変えることになるとも知らず。





　事件が起きたのは二日目の夜。


　大きな地じ震しんがその地を襲おそい、玖郎たちの泊とまるホテルで火事が起きたのだ。


　異国の地であること、旅の疲れなどが玖郎たちの判断を鈍にぶらせる。


　気がつけば、玖郎たちは建物の十五階に取り残されていたのだ。


　シャッターと炎ほのお、煙けむりによって下への道は閉とざされ、行き場をなくすふたり。


　徐じよ々じよに熱と煙がふたりを追い立てる。


　不安を訴うつたえる玖郎に父親は言った。


　屋上に上ろうと。


　救出が来るとしたら屋上にヘリが来るだろう。


　下への道がふさがれた以上、手段はそれしかない。そう父は言った。


　父の判断は正しかった。


　地上ではすでに救急ヘリが要よう請せいされており、取り残された人々を救出するために準備を進めていたのだ。


　だが──そのタイミングは最悪だった。





　玖郎と父は非常階段を目指した。


　三カ所に設置された非常階段、その東側。


　建物の外側に設置された階段だ。


　煙を避さけながら進んだふたりには、これ以外の選せん択たく肢しは残されていなかった。


　重い扉とびらを開き、ふたりは屋上へと駆かけ上がる。


　ふたりは知らなかった。


　熱の伝導がどれほど鉄骨の強度を落とすのかを。


　地震が建材にどれほど亀裂を入れているのかを。





　事故は玖郎たちが十七階へと走っている最中に起きた。


　──強い余よ震しんが再びホテル全体を揺ゆるがしたのだ。


　うずくまる玖郎。


　足あし下もとの異変に気がついたのは、父だった。


　突とつ然ぜんに発生した亀裂はまるで生き物のように広がり──そして階段ごと崩ほう落らくしたのだ。


　上を走っていた父親は、息子むすこをかばうために下へと飛び出し。


　息子を投げ上げる代だい償しようとして、崩落に巻き込こまれた。





「…………」


　玖郎は今でもその光景を覚えている。


　立ち上る煙と熱。


　巻き上がる風に揺られながら、玖郎は父親をその右手につかんでいた。


　とっさに左手と脚あしをまだ無事な階段の手すりに絡からめて。


「と、うさん……！」


　腕うでが抜けるほどの痛みをかみ殺して、玖郎は必死に力を込める。


　父の体は完全に宙に浮いていた。


　眼がん下かには宝石をちりばめたような闇。


　その端はしで炎が燃えている。


　ぐう、と熱せられた空気が風となり、父を圧す。


「あ、く……！」


　しゃにむに右手に力を込める玖郎。


　まだ中学二年生という未成熟な体には、大人ひとりを支えるには筋力が足りない。


　わずかずつ、父の手が離れてゆく。


「……玖郎」


　落ち着いた、低い父の声が聞こえる。


　怒おこるときでも言葉少なな、慣れ親しんだその声。


　父は、不器用な笑えみを見せて言った。


「もういいぞ」


「……なに、が……？」


「もう──離していい」


　父は、あくまで静かにそう言った。


「な、に言って、るんだよ……！」


　目の奥おくが痛い。


　煙のせいか、涙なみだがあふれる。


　鼻をすすりながら、玖郎は父の体をつなぎ止めていた。


　ずるずると、玖郎の体もだんだんと宙へと近づいてゆく。


「このままだと、お前も危ない」


　恨うらめしくなるほどに、父は冷静だった。


　父の目に見えていたのは階段の亀裂。


　さきほど崩落した亀裂の残りが、風にあおられて広がってゆくのを父は見ていたのだ。


「だから……、離せ」


「そんなことできないよ！」


　涙なみだ声ごえで玖郎は叫さけぶ。


　あらん限りの声で、父の言葉を否定する。


「できるわけないだろ！　こんなところから落ちたら、いくら父さんだって助からないよ！」


「…………だがな」


「『だが』も何もない！　離さない！　僕は絶対離さないからな！」


　一方的にそう言って、玖郎は必死に力を込める。


　だが。


　ああ、だが。


　まだ未熟な玖郎の力は、父の体を引き上げるにはとうてい足りない。


「はぁ、……っく」


　どれぐらいそうしていただろうか。


　痛みと疲ひ労ろうと激情で思考がはっきりしない。


　時間感覚は曖あい昧まいになり、状じよう況きよう認識が欠落していく。


　視界はとうにぼやけ、少しずつ全身から力が抜ぬけつつあった。


　その時。


「──玖郎」


　父の声がはっきりと聞こえた。


「まっすぐに生きろ」





　手が──離れた。





　すとん、と手が軽くなった。


　混こん濁だくする思考の中。


　──ああ、楽になった。


　そう玖郎は考え──。


「あ……」


　風が吹ふいた。


　玖郎の手が、虚こ空くうをつかむ。


「ああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


　父の姿は闇やみに紛まぎれて消えた。


　もう、その姿は無い。


「あああああああああああああああああああああああああああ……っ！」


　玖郎は叫ぶ。


　悲しみではなく、喪そう失しつ感でもなく。


　自身への憎ぞう悪おで。


　父を負担だと思っていた自分が許せなくて。


「父さん……！　父さん……っ！」


　何度も、何度も玖郎は手を打ち付ける。


　あの瞬しゆん間かん。


　手を離はなしたのは玖郎か父か。それとも違ちがう要因か。


　その疑問にもはや意味はなかった。


　父を離した瞬間に解放感を感じてしまったという事実が、玖郎を追い詰つめてゆく。





　──それから何があったか、玖郎はよく覚えていない。


　崩ほう壊かいしかけの階段にぶら下がる、放心状態の少年を助けたのはホテルの職員だと聞いている。


　玖郎は保護された後、大使館経由で追いかけてきた母と姉に引き取られた。


　一いちノ瀬せ家の三人は中ちゆう核かくである父親を亡くし、失意のうちに日本へと帰国する。


　数週間後、追い打ちのように母親が倒たおれた。


　父を失ったショックが疲労となり、母の体をむしばんでいたのだ。


　この立て続けにあった出来事で、玖郎は完全に心を閉とざした。


　人とのコミュニケーションを拒きよ否ひし、ただ自分の世界に入り込んでしまった。


　……崩壊しかけの一ノ瀬家を支えたのは姉の智ち雪ゆきただひとり。


　智雪は母を見み舞まいつつ、弟の面めん倒どうを見て、家計を支えた。


　あの時、姉がいなければ玖郎は高校に入ることすらできずに、どこかでのたれ死んでいたかもしれない。


　玖郎は今でも、そう思っている。
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　気がつけば、玖郎は智雪と住むマンションの下にいた。


　たっぷりの雲が空を覆おおい、寒々しく夜を彩いろどっている。


　吹き付ける冷気に身をさらしながら、玖郎は自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らした。


「結局、行く場所なんて無いってことか……」


　病院から逃にげ、どこに行くでもなく、玖郎の足は毎日を過ごす住居に戻もどってきた。


　自分を許せぬという割には、みずからの命を絶つわけでもない。


　中ちゆう途と半はん端ぱ加減には、我ながら嫌いや気けがさす。


「──あ、もう死ぬこともできないのか」


　玄げん関かんホールを抜け、ほとんど無意識でエレベーターのボタンを操作しながら玖郎はつぶやいた。


　ＵＧＮの言葉が確かなら、玖郎が死ぬと誰だれかが次の〝輪廻アルマ〟になるはずだ。


　それはつまり、見知らぬ人をレネゲイドの世界に引きずり込むことに他ならない。


　それを止めるには、陽はる菜なの槍やりを使うしかない。


　ないのだが──。


「陽菜か……」


　逃げ出す直前の顔を思い出す。


　太陽を思わせるまなざしは、裏切りで凍こおり付いていた。


　いつでもはつらつとしていた彼女が、あれほどに悲しそうな顔をしていた。


　──傷つけた。


　苦い感かん触しよくだけが玖郎の手元に残っている。


　あんなことを言う必要は無かった。


　玖郎のやったことはただの八つ当たりだ。


　一時の感情をぶつけて……彼女を傷つけた。


「……どこまでいっても人を傷つけるんだな、僕は」


　思えば、陽菜はずっと玖郎を助けてくれた。


　暴走し、獣けものとなった状態から救い。


　オーヴァードの先達として支え。


　襲しゆう撃げき者しやからその身を張って護まもった。


　その好意を、すべて玖郎は裏切ったのだ。


「父さんがいれば、なんて言うのかな……」


　怒るだろうか。


　それとも悲しげにじっと見つめるだけだろうか。


　答えはわからない。


　父はもう、いないのだから。


「…………」


　胸を押おさえるようにして、玖郎は自室へと向かう。


　鍵かぎを回し、扉とびらを開き、暗い室内へ入ろうとして──。


「やあ、お帰り」


　居間でくつろぐギュンター・シュトライトと鉢はち合あわせた。


　男はコート姿のまま、帽ぼう子しを上げてきさくに挨あい拶さつする。


「な──っ！」


　対する玖郎は凍り付いた。


　反射的に下がり、拳こぶしを上げようとして──。


「ああ、別に襲おそいに来たわけではないのでご安心を」


　敵の言葉に押しとどめられる。


　言葉の通り、ギュンターはソファーに座すわったまま動こうとはしない。


　殺意のかけらも発しない男に、玖郎は警けい戒かいしながら問いかける。


「なんで……、こんなところに……」


「様子を見にきたのですよ、少年」


　まるで行き先を聞く気軽さで、ギュンターは言った。


「お姉さんの様子はどうですか？」


「──っ！」


　全身が総毛だった。


　奥歯を砕くだけそうなほどにかみしめる。


　拳を握にぎり、無意識に体が前ぜん傾けい姿勢をとる。


　一歩を踏ふみ出すと、周囲の空気が歪ゆがんだ──気がした。


「お前が……姉ちゃんを！」


「ふふふ、悪くない。悪くない殺気ですよ」


　世界を黒く塗ぬり替かえるかのような殺気を受けて、だがギュンターは笑えみを深くする。


「死に瀕ひんしても敵意すら向けなかったあなたが、ここまでの殺気を放つとは。……やはり、ワタシの狙ねらいは正しかったようですね」


　ギュンターの言葉に、玖郎はぴたりと動きを止める。


「どういう意味だ!?」


「なあに、単純な話ですよ」


　男は音もなく立ち上がると、ぴたりと玖郎を指さした。


「少年、あなたを暴走させるには、あなた自身を狙うのではなく、近しい人を狙った方が効率的だと気づいたのです」


「な……っ！」


　ギュンターはくすくすと笑い、居間のカーテンを開いた。


　雲の隙すき間まから、うっすらと月明かりが漏もれている。


「ＵＧＮの予想通り、ワタシの狙いはあなたの力──〝輪廻アルマ〟の力です。ですが、ワタシはあなたを殺して力を奪うばいたいわけではありません」


　窓を開け、夜の空気をたっぷりと吸い込こみ、ギュンターは語り出した。


「ワタシの狙いはあなたが暴走することです」


「暴走……？」


「そう、暴走。むしろ死んでしまわれては困ってしまう」


　おどけて肩かたをすくめるギュンター。


　玖郎は右足を踏みならして、問いただす。


「どういうことだ！　僕が暴走しても、お前には関係ないじゃないか！」


「いいえ、十分に関係ありますとも」


　ギュンターは左手を突つき出す。


　その腕うでから数本の黒い触しよく手しゆが飛び出し、体をくねらせた。


「ワタシの能力は〝寄生〟。自分の分身を対象に植え付けること。……ご存じですね？」


　触手は玖郎の目の前まで伸のび、挑ちよう発はつするように右へ左へと動く。


　煩わずらわしそうに、玖郎はそれを拳で振ふり払はらった。


「知ってる。……知ってるさ」


　その触手が、智雪を窮きゆう地ちに追い込んだのだ。


「では、質問です」


　できの悪い生徒に教えるように、わざとらしく丁てい寧ねいにギュンターは前置きをする。


「分身を寄生させられるワタシは、本体を誰かに寄生させることは可能でしょうか？」


「────っ!?」


　ざあ、と血の気の引く音を玖郎は聞いた。


　殺意でゆだっていた頭が、一気に冷静さを取り戻す。


　目の前の男に恐きよう怖ふすら感じるほどに。


「理解していただけたようですね」


　帽子をとって優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをするギュンター。


「ワタシは自分の本体を他者に寄生させ、そのものを完全に支配することが可能です。その能力を使って、〝輪廻アルマ〟ごと少年を乗っ取りたいのです。……いや、正確には少年ごと〝輪廻〟を、ですか」


　そして男は大おお仰ぎようにため息をつく。


「しかし、これにはひとつ問題がありましてね。少年が暴走していないと、寄生する意味がないのですよ」


「え……？」


「ワタシは支配ができるだけで、その肉体のポテンシャルを100％発揮させられるわけではないのです。例えば今の少年を乗っ取っても、〝輪廻〟の力は使えない。〝輪廻〟の力を使っている最中に寄生しなければならないのです。つまりは──」


「僕が暴走している時に寄生できれば、〝輪廻〟の力をすべて使える……」


「その通り。よくできました」


　わざとらしくも優しい声でギュンターはそう締しめくくった。


　玖郎は拳を震ふるわせて、コートの男に叫さけぶ。


「そんなことが、そんなことができるものか！」


「できる、と判断しなければ動きませんよ」


　しかし、ギュンターは動じない。


「もっとも、ワタシの計画は何度も変へん更こうを余よ儀ぎなくされているのですがね。あの路地裏ではＵＧＮが少年を助け、屋上ではあなたが力を使おうとしなかった。しかし──」


　つう、とギュンターの口元がつり上がった。


　獲え物ものを狙う、蛇へびの笑み。


　男の悪意を形にした、冷たい笑みを形作る。


「今度こそ、うまくいきそうです。あなたのお姉さんは実に役に立ってくれる」


「そのために……、そんなことのために姉ちゃんを……！」


「ワタシにとっては重要なことです。それに──」


　ギュンターの細長い指が、玖郎の鼻先へと突きつけられた。


「お姉さんを巻き込んだのは、少年。あなただと、自分で言っていたではないですか」


「……っ！」


　先ほど陽菜にぶつけた言葉を返されて、玖郎は息をのむ。


「なんで、それをっ！」


「それはもう」


　帽子をかぶり直し、うなずいてからギュンターは言った。


「少年の体には、今もワタシの分身が埋うまっていますから。あなたのことは常にモニターしているのです」


「なっ!?」


「ああ、調べても無む駄だですよ。検査などに引っかかるような偽ぎ装そうではありませんので」


　驚おどろく玖郎の様子を楽しみながら、男はそう付け足す。


「それに、少年の言葉もある意味では間ま違ちがっていないのですよ」


「な、に？」


「あなたの右みぎ腕うでに埋め込こんだ触手には、『少年が大切だと思うものを攻こう撃げきしろ』と命令してありました。あなたがそう思ったからこそ、脳内物質がその状態になったからこそ、触手は命令を実行したのです。……いや、麗うるわしい家族愛だ」


　クスクスとギュンターは笑った。


　玖郎と智雪の絆きずなを。


　利用しがいがあるとあざ笑う。


　──カチン、と。


　頭の中で撃げき鉄てつが落ちたのを、玖郎は知覚した。


　視界が赤く染まる。


　怒いかりで細さい胞ぼうが起動しているようだった。


　今ならば、すべての能力で目の前の男を殺すことができる。


　そう確信する。


　拳を固め、玖郎が思考を現実のものにするために一歩を踏み出そうとしたその時。


「よいのですか？」


　ギュンターの言葉が放たれた。





「お姉さんを放っておいて」





　玖郎は動きを止める。


　いや、止めざるを得なかった。


　動どう揺ようと共にかき集めた殺意が霧む消しようし、コートの男の言葉を待つ。


「ワタシが、あなたのお姉さんをあのまま放置すると思いますか？」


　蛇の笑みと共に紡つむがれる言葉は、毒となって玖郎を縛しばる。


「『レネゲイドの侵しん蝕しよくに耐たえうるために必要なのは絆きずなである』。ＵＧＮではそう教えているそうですね。ふむ、これは真しん理りでしょう」


「……なにが言いたい」


「簡単なことですよ」


　ギュンターは肩をすくめた。


「あなたにとって唯ゆい一いつの絆であるお姉さん。あなたを暴走させたいワタシが放っておく道理は……ありませんねえ」


　ギュンターは愉たのしんでいた。


　玖郎の怒りを、絶望を。


　闇やみに落ちる様をゆっくりと愉しんでいる。


　なめるような目で玖郎を眺ながめ、ギュンターは続けた。


「こうしてワタシがあなたと話している間に、刺し客かくを数体、病院に差し向けました」


「な──っ！」


「路地裏で少年を襲おそった、あの化け物です。ＵＧＮの警備くらいは突とつ破ぱできるでしょう」


　そして、ギュンターはだめ押おしの一言を放つ。


「噓うそではありませんよ。……もちろん、信じなくてもかまいませんが」


「くっ！」


　玖郎は身を翻ひるがえした。


　ギュンターに背を向け、マンションを飛び出す。


　コートの男は帽ぼう子しを直し、楽しそうにつぶやいた。


「さて間に合えばよいですね、少年」


　くつくつとのどの奥おくで笑い、ギュンターは遥はるか彼方かなたにある病院に目を向ける。
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　漆しつ黒こくの触手と、銀光が交こう錯さくする。


　斬きり飛ばされた触手は、その身をよじりながら宙を飛び、地に落ちる前に赤い結けつ晶しようと化して砕くだけ散った。


　だが──続いて十を超こえる触手がうなりをあげて虚こ空くうを切り裂さく。


「つ……っ！」


　陽菜は槍やりの柄えで幾いく本ほんかの触手をたたき落とすものの、防ぎきれずにその身を打ち据すえられる。


　国際環かん境きよう情報大学付属病院、最上階。


　誰だれもいない廊ろう下かで、十を超える敵を相手に、陽菜はひとり戦い続けていた。


　少女を囲む相手は、腕と頭部がギュンターの触手となった化け物だ。


　ゆらゆらと近づきながら、漆黒の触手を自在に振り回す。


　対する陽菜の足あし下もとには、男がふたり倒たおれていた。


　ひとりは胴どうを裂かれ、もうひとりは頭を割られて絶命している。


　鍛きたえられた体や、制服から察するに病院の警備員──つまりＵＧＮの警備員だろう。


　──再び触手が飛ぶ。


　頭上から、足下から、左右から。


　陽菜の周囲すべてを埋め尽つくすように、よくしならせた樹きの鞭むちが少女を襲う。


「こ、のっ！」


　陽菜は槍を薙ないだ。


　黒い囲いに、銀の線が引かれる。


　槍に切り裂かれた触手は、瞬しゆん時じに赤い結晶に包まれ、破は砕さいした。


　だが。


「が、はっ！」


　腕を、脚あしを、胴を、肩かたを、頭を打たれ、陽菜がよろめく。


　コンクリートにヒビを入れるような一いち撃げきを、五発以上一度に受けたのだ。


　その衝しよう撃げきはいかばかりか。


　敵が動きを止めたのを確認して、怪かい物ぶつたちが歩を進めようとする。


「行かせぬ、ぞ……」


　ぬう、と怪物たちの鼻先に槍が突つきつけられた。


　口をぬぐいながら、陽菜は固い意志のこもった目で怪物たちを威い圧あつする。


　その背中に、智雪の病室への扉とびらを背負って。





　玖郎は、その光景をすべて見ていた。





　病院に戻もどった玖郎が感じたのは《ワーディング》の気配。


　エレベーターに乗るのももどかしく、非常階段を全速力で駆かけ上がる。


　最上階の端はしに上がってきた少年が見たものは、不利な戦いを強しいられる陽菜の姿だった。


「なんで──!?」


　玖郎がうめく。


　遠くからでもはっきりとわかるほどに、陽菜は傷だらけになっていた。


　それは当然だろう。


　怪物たちは相打ちなど気にせず、一いつ斉せいに攻撃を仕し掛かける。


　数十本の触しよく手しゆを相手に、陽菜の武器は槍ひとつのみ。


　正面から打ち合えば、陽菜のダメージの方が深い。


　だが──陽菜は病室の扉の前から動かないのだ。


　怪物の侵しん入にゆうを防ぐために。


「まだまだ！」


　自分を鼓こ舞ぶしながら、陽菜は怪物の群れに立ち向かう。


　みずからの体を盾たてに、わずかずつ怪物の数を減らしてゆく。


「うぐ……っ！」


　だが幾いく度ど目めかの相打ちとともに、陽菜の太ももに触手が突き刺ささる。


　少女の膝ひざがゆっくりと折れ──。


「う……」


　その姿が、炎ほのおに[image: ]のまれる父親に重なった。


「あああああああああああああああああああああああああっ！」


　叫さけびと共に玖郎は床ゆかを蹴ける。


　何も考えずに、怪物の群れへと肩から突とつ撃げきした。


「──っ!?」


　全力で飛び込んできた玖郎を迎げい撃げきできず、怪物たちはまとめてバランスを崩くずす。


　みずからの身を砲ほう弾だんとした玖郎は、勢いに任せて床へと転がった。


　──その機を逃のがす陽菜ではない。


「こ、の──っ」


　陽菜が手元で柄をひねる。


　現れたスイッチを押すと、槍の穂ほ先さきが割れるように展開した。


　分かれたそこに現れたのは、一枚の仮面。


　外国の祭りに売っているような、紅あかい隈くま取どりのある道どう化け師しの仮面。


　──獣けものと化した玖郎の顔を覆おおっていたものによく似た仮面だ。


　仮面の出現と共に、槍の刃はに光がともる。血のように紅い光が。


　陽菜は大きくテイクバックすると、全身のバネを使って槍を横に薙ぐ。


　紅い風が、廊下中を吹ふきすぎた。


「…………」


　玖郎が顔を上げたとき、景色は一変していた。


　十を超える怪物たちは、皆みなその姿をルビーのような紅い結晶と化していた。


「玖郎っ！」


　陽菜が駆け寄る。血の流しすぎだろうか。足下がおぼつかない。


　だが、少女は。


「玖郎、無事か！」


　まず先に、玖郎の安否を気き遣づかった。


「無事って……」


　玖郎もまた身を起こす。


　近くで見る陽菜の様子はひどかった。


　触手による打だ撃げきは無数に痕あとを残し、脚や肩は皮ひ膚ふが破れて血が流れている。


　口の中を切ったのか、唇くちびるの端には血の痕があり、顔もところどころが腫はれていた。


　流れるような髪かみは埃ほこりと血に汚よごれ、くすんで見える。


「陽菜の方が、よっぽどひどいじゃないか」


「む？」


　玖郎の言葉に、自分の姿を確認する陽菜。


「そうか？　慣れているので、あまりそうは思わないが」


「なんで……」


　間ま抜ぬけなことを言う陽菜の前で、玖郎はうつむく。


「なんで、そこまでするんだ」


「む？」


「僕ぼくは、キミに──」


　だが、その言葉は。





　空を切り裂く一本の触手によって阻はばまれる。





　陽菜は限界だった。


　玖郎には余よ裕ゆうがなかった。


　ふたりとも、戦せん闘とうが終わったとばかり思い込こんでいた。


　玖郎に押おし倒された怪物が一体、陽菜の一撃をやり過ごしていたことなど、考えもしていなかった。


　だから。


　大きく弧こを描えがいて打ち据すえるその一撃を、玖郎はなんの防ぼう御ぎよもできずに。


　窓ガラスごと、吹き飛ばされた。


「う、わ──！」


　脇わき腹ばらに鈍にぶい痛み、全身に細かい痛みを感じつつ、玖郎は浮ふ遊ゆう感に包まれる。


　空は曇くもっていた。冷気をはらんだ風が文字通り全身を叩たたく。


　眼がん下かに見えるのは、七階下にある病院の中庭。


　木々の端からのぞく煉れん瓦がの床を目にして、玖郎はまるで他ひ人と事ごとのように「これは死ぬな」と知覚した。


　浮ふ遊ゆうした肉体が重力につかまり、まき散らしたガラス片と共に落下を始め──。


「玖郎っ！」


　陽菜によって、食い止められる。


「え……？」


　身を乗り出した陽菜は玖郎の左ひだり腕うでを片手でつかみ、支えていた。


　砕けた窓まど枠わくが体をこすり、彼女の肌はだを裂いてゆく。


「くっ！」


　苦く悶もんの表情を浮うかべ、陽菜は玖郎を維い持じする。


　巨きよ大だいな槍を振ふり回しているはずのその腕うでからは、それほどの力を感じない。


　先ほどの戦いの影えい響きようがあるのだろうか。


「待っていろ。今引き上げて──」


「──陽菜っ！」


　玖郎は見た。


　少女の背後で立ち上がる異い形ぎようの影かげを。


　頭部と腕を触手に変えた怪物が、幽ゆう鬼きのように陽菜の方を振り向くのを。


　頭の触手がゆっくりと振り回され、少女の無防備な背中を打つ。


「く、ぁっ！」


　派手な打撃音と共に、陽菜の口から悲鳴が漏もれた。


　続けて腕の触手が連続で少女の体をむち打つ。


　玖郎の左手を握にぎる陽菜の手に、血が一筋流れて落ちた。


「陽菜っ！」


「だい、じょうぶだ……、玖郎！」


　精せい一いつ杯ぱい強がった笑えみで、陽菜は答える。


　玖郎は思わず叫んだ。


「陽菜、手を離はなせ！」


「…………」


　目を伏ふせて、陽菜は答えない。


「手を離せ！　このままじゃキミの体が！」


「……問題、ない……」


　再び触手が陽菜を打つ。


　甲かん高だかい打撃音が廊ろう下かに響ひびいた。


「僕のことは気にしなくてもいい！　どうせ《リザレクト》するんだろ!?」


「ダメ、だ……」


　陽菜は震ふるえる声で玖郎の言葉を否定する。


「ダメって、何が!?」


「今のキミは……、もう《リザレクト》できない」


「え……？」


「限界はある、と言っただろう……。レネゲイドが活性化していると、ウィルスは宿主を守ってはくれない」


「でも！」


　陽菜の血が、玖郎の腕を伝わる。


　滑すべりそうになるその手を、だが陽菜はしっかりと握り直した。


「離してくれ、陽菜！」


「だ、まっていろ、玖郎……！」


　奥歯をかみしめる音が聞こえた。


　ささくれた窓枠に片手をつき、片かた膝ひざをたてる。


　触しよく手しゆの攻こう撃げきにさらされながら、陽菜は玖郎をつなぐ手に全力を込めた。


　わずかずつ、玖郎の体が持ち上がってゆく。


「く……っ！」


　気配を察したのか、怪かい物ぶつの動きが変化した。


　振り回していた触手を引き絞しぼり、その先せん端たんをねじる。


　──陽菜を突つき刺すために。


「陽菜！　離せ！　……どうしてキミは僕を──」


「黙だまっていろと言ったぞ！」


　その一言と共に陽菜は体を反らした。


　玖郎の身がグンと勢いづき、廊下へと投げ出される。


　──同時に。


　触手が黒い雷いかずちのように放たれ。


　転がった陽菜から、槍やりが閃せん光こうのように放たれた。


「……っ！」


　黒い触手は陽菜のほおをかすめて過ぎ──。


　次の瞬しゆん間かん、紅い結けつ晶しようと化して砕くだけ散った。


「ぐ……」


　残りの敵がいないことを確認して、陽菜は膝ひざをつく。


　パタパタと血が滴したたった。脚あしから、腕から、背中から。


「陽菜！」


　そのまま倒たおれそうになる少女を、玖郎が支える。


　陽菜は弱々しい笑みで、かすかに口を動かした。


「さすがに、少し厳しかったな……」


「なんで！」


　陽菜の両りよう肩かたをつかんで玖郎は叫さけぶ。


　くしゃりと顔が歪ゆがみ、手が震える。


「なんでそんな無理をしたんだ……！」


　傷だらけに、血まみれになった陽菜を正視できず、玖郎は視線を下げる。


　力なく、少年の両手が落ちた。


「決まっているだろう」


　陽菜は穏おだやかに言った。


「キミを助けるためだ」


「──っ！」


　瞬間、視界が真っ赤に染まった。


　胸の奥おくで感情が爆ばく発はつし、言葉となって流れ出る。


「僕は、僕はキミがこんなに傷だらけになってまで助ける価値はない！」


　ピクリと、陽菜の眉まゆが動いた。


　目を細めて、少女は玖郎を見つめる。


「僕はキミを裏切ったんだ。幾いく度どとなく僕を救ってくれたキミを！」


　玖郎は叫んだ。


　血を吐はくように、激情をたたきつける。


「それに僕は──」


「父親を殺した、か？」


「っ！」


　陽菜の言葉に、玖郎の勢いが止まる。


　じっと、陽菜は玖郎の瞳ひとみの奥をのぞき込んだ。


「玖郎」


　その唇くちびるが、静かに動く。





「私も同じだ」





「え……？」


「私は多くの人間を死に追いやってきた」


　息をついて、陽菜は続けた。


「レネゲイドに侵しん蝕しよくされ、もはや人間ではなくなったものたちをこの手にかけた。共に戦う、多くの仲間を死に追いやった。……焦あせりからくる判断ミスで、〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟を止められず、街ひとつを全ぜん滅めつさせたこともある」


〝輪廻アルマ〟は都市を滅ほろぼした──、そう言っていた景かげ国くにの言葉を思い出す。


「誰だれが〝輪廻〟にとりつかれたのかを間ま違ちがえたのだ」


　陽菜は痛みをこらえるように、胸元で拳こぶしを握った。


「私の槍には〝輪廻〟と共鳴する機構がある。だが、それはおおざっぱな場所しかわからない、不正確なものだ。その時の私は初の任務でな。よりにもよって、違う人物を〝輪廻〟だと断定してしまった」


　陽菜は暗い笑みを浮かべる。


「私のやったことは罪もない人を追い詰つめただけ。そして──本物の〝輪廻〟への対応を遅おくらせただけだ。その遅れは致ち命めい的だったよ」


　陽菜の視線が空へと向いた。


　その瞳が見るものは、当時の惨さん状じよう──なのだろうか。


「年とし端はのいかぬ子供がいた。それを守ろうとする両親がいた。輝かがやかしい未来のある学生もいた。孫たちの成長を楽しみにしていた老人もいた。……誰ひとりとして、死ぬ必要の無かったものたちだ」


　玖郎は言葉を返せない。


　過去に述べる言葉はない。


　それは終わってしまった話なのだから。


　凍こおり付く玖郎に視線を戻もどし、陽菜は軽く笑った。


「玖郎、キミが罪人だというのなら。私はとうに地じ獄ごくへ落とされてもおかしくはないほど、血にまみれているよ」


「でも、陽菜は──」


「手を下したのが〝輪廻〟だから、などと言い訳をするつもりはない。私にはそれを止める力があり、それに失敗した。……いや、私は失敗し続けていたんだ」


　陽菜の吐と息いきの中に、痛みと後こう悔かいが混じる。


「玖郎、私はな。──今までひとりとして誰かを助けられたことはなかった」


「え……？」


　唐とう突とつな言葉に、玖郎は再び凍り付く。


　陽菜はじっと手元の槍を見た。


「槍に選ばれ、〝輪廻〟と戦い始めてから五年間。私はただひたすらに負け続けてきた」


〝輪廻〟の被ひ害がいを防げず。


　滅ぼすこともできず。


　なしえたのは〝輪廻アルマ〟を倒たおし、その被害を先送りにすることだけ。


「何度も心を折った。泣いて、怒おこって、絶望して──。しかし、代わりがいないのだ。私以外に〝輪廻〟を滅ぼせるものはいない。……逃にげることなどできなかった」


　槍を握にぎりしめる陽菜。


　その姿は傷だらけで、血にまみれて、ひどく寂さびしそうに見えた。


　ふと、陽菜が玖郎を見つめる。


「玖郎。……私の言こと葉ば遣づかい、変だと思ってはいないか？」


「い、いや、そんなことは……」


「ごまかさなくてもいい。……この言葉遣いは張りぼてなんだ」


「張りぼて？」


「私自身が絶望しないための、強気でいるための殻からだ」


　自分を取り繕つくろっているんだ、と陽菜は言う。


「これがなければ、私はつぶれてしまう。そんな程度の、弱い人間なんだよ、私は」


　静かに、陽菜は息をついた。


　たたえた笑みは哀かなしく、あの太陽を思わせる雰ふん囲い気きはどこにもない。


「でも──」


　陽菜の手が、玖郎に重なった。


「キミがいる」


　柔やわらかな手から、体温が伝わる。





「玖郎、キミは私が初めて救うことのできた人間なんだ」





　わずかに顔を赤らめて、だが正面から、はっきりと。


　陽菜はそう口にした。


　玖郎は呆ぼう然ぜんと、少女の告白を聞くのみ。


「キミにはわからないだろう。キミが支部長の屋や敷しきで目を覚ました時、私がどれだけ救われたか」


　少女の両手が玖郎の顔をつかんだ。


　力のあるまなざしを向けたまま、陽菜は玖郎と額を重ねる。


「助ける価値がない、だって？」


　陽菜はささやいた。


「とんでもない。キミは私にとって、誰よりも助けるべき存在だ」


　そして、少女は体を離はなして笑えみを浮うかべる。


　澄すみ切った、青空のような満面の笑みを。


　玖郎は何も言葉に出せなかった。


　ただ、ただ少女から目が離せなかった。


　陽菜は静かに立ち上がる。


「玖郎。キミがどんな傷を抱かかえているのか、私は知らない」


　そして、右手をさしのべた。


　玖郎の目の前へと。


「それでも──救われない人間などいないよ」


　罪は消えない。


　贖あがなうこともできはしない。


　それでも。


　救われることはあると、陽菜は笑う。


　希望は持てると、少女は口にする。


「僕ぼく、でも？」


　陽菜は力強くうなずいた。
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「本人がそれを、諦あきらめない限りは。……ましてや、キミは私の恩人だ。救われぬ、などということがあるものか」


　言葉もなく、玖郎は陽菜の手を取った。


　──いつか。


　いつか自分も、自分自身を許せるようになるのだろうか。


　この少女のように生きることができれば。


　じわりと、涙なみだがあふれる。


「ありがとう」


　自然と、玖郎はその言葉を紡つむいだ。


　陽菜の手を取って、立ち上がる。


「なに、礼を言われることではない」


　少女は大げさにため息をついた。


「こうしてキミを巻き込んでしまっているのは確かだしな。……実のところ、こんな偉えらそうなことを言える立場じゃない」


「いや、それでも僕は──」


　キミと会えてよかった、と玖郎が舌に乗せたその時。





　突とつ如じよ、陽菜の胸むな元もとが爆はぜた。





　玖郎も、そして陽菜でさえも、呆然とその光景に釘くぎ付づけになった。


　陽菜の胸を突つき破って出てきたのは漆しつ黒こくの触しよく手しゆ。


　おぞましき触手は瞬しゆん時じに少女の上半身を覆おおい、その体を締しめ上げる。


「く……ぅ！」


　陽菜は苦く悶もんの声をあげた。


　同時に触手の中央が盛り上がると、切れ込みのある球根のような器官を生み出す。


「──えー、どうですか？　聞こえますか？」


「ギュンター！」


「おや、聞こえているらしいですね」


　球根から聞こえてきたのは、くつくつとのどを鳴らすような笑い声。


　ギュンター・シュトライト。〝殺戮中毒モルト・ジユヒテイガー〟と呼ばれる男。


「おめでとう、少年。無事にお姉さんは守れたようですね」


「く……っ！」


　球根を介かいして、男はそう言った。


「その代わり、払はらったものも大きかったようですが。……もっとも、この種は屋上で埋うめ込んだものですがね」


「うぁっ！」


　触手がさらに陽菜を締め付ける。


　ミシミシと骨のきしむ音が聞こえた。


「やめろっ！」


　玖郎は思わず叫さけぶ。


「ええ、やめましょう。その代わり──」


　身み震ぶるいのするような声で、ギュンターは言った。


「取引を、しませんか？」


「なに？」


　楽しそうに言うギュンターに、玖郎は眉まゆをひそめる。


「このままチクチクと少年をいじめていれば、あなたはいつか暴走するかもしれません。しかし、時間をかけてＵＧＮに違う手を打たれても困るのです」


「何が……言いたい」


「一時間だけ、あなたの学校で待ちましょう。直接対決ということで、どうです？」


「──っ！」


「ワタシとしても、そろそろあなたを直接追い詰つめて暴走させたいところなのですよ」


　ギュンターは一いつ拍ぱくおいて、その条件を口にした。


「来るのは少年だけ。いや、この少女までは許しましょう。……無視をしてもかまいません。ですがこの少女がどうなるかは──、想像できると思いますが」


「こ、の……っ！」


　くつくつと笑うギュンターに、玖郎は拳こぶしを握る。


　固く握られたそれに、陽菜の手が被かぶさった。


「だ、めだ、玖郎……っ！」


　苦痛に苛さいなまれながら、陽菜はかすかに首を横に振ふる。


　罠わなだと言いたいのだろう。


　それは玖郎にもよくわかる。


　──だが。


「わかった……！　その条件を[image: ]のむ」


「……っ！」


「よい返事です」


　ギュンターは満足げな声を出す。


「抵てい抗こうするなとか、ＵＧＮには知らせるな、とか言わないのか？」


「ふふふ、そんな無ぶ粋すいなことは言いませんよ。第一、少年には暴走してもらわないといけないのですから。精せい一いつ杯ぱい抵てい抗こうしてもらわないと、ねえ？」


　ざらりとした悪意を込めて、ギュンターは最後にこう言った。


「では、待っていますよ」


　球根がしぼみ、花が落ちるように枯かれ果てる。


「玖郎！　これは……！」


「わかってる。罠だってことは」


　咎とがめる陽菜に、厳しい顔で玖郎はうなずく。


「でも、今の僕に陽菜を見捨てることはできない」


「……く……」


　悔くやしそうに陽菜がうめく。


　その胸にはまだ黒い触手がまとわりついていた。


「仕組まれた、か──」


　忌いま々いましそうに触手をわしづかみにする陽菜。


　だが、体内に食い込んだ触手ははぎ取ろうにもはぎ取れない。


「この分だと、ヤツはキミの体にも何か仕し掛かけているぞ。勝算があるからこそ、強ごう引いんな行動に出ているんだ」


「そう──なんだろうね」


　みずからの右みぎ腕うでを見る。


　智雪の首を絞しめた、その右腕を。


「でも、乗るしかない。……選せん択たく肢しは無いよ」


「玖郎、私の携けい帯たい端たん末まつを使え。せめて、景かげ国くに支部長にはフォローを頼たのむんだ」


「うん、わかった」


　取り出した陽菜の端末を操作し、玖郎はそれを耳に当てる。


　１コールもしないうちに、景国が電話の向こう側に現れた。


「陽菜くんですか？　病院のエージェントから連れん絡らくが途と絶だえました。現在何が──」


「景国さん。……玖郎です」


　矢や継つぎ早ばやの質問を、努めて冷静な声で遮さえぎる玖郎。


「玖郎くん？　なぜ陽菜くんの端末から……？」


「僕が陽菜から借りたんです。緊きん急きゆう事態なので」


　その一言で、景国の空気が変わる。


「何か、あったのですね？」


　一拍おいて返ってきたのは、責任あるものとしての冷れい徹てつな声だった。


「実は──」


　手早く、玖郎は現状を伝えた。


　ギュンターの目的、智雪が襲おそわれたこと、陽菜が人質がわりにされていること、そして敵からの呼び出し──。


　説明が終わった後も、景国はしばらく沈ちん黙もくを保っていた。


「……罠であることを承知した上で行くというのですね？」


　景国の声には、一いつ切さいの感情が感じられなかった。


「──はい」


　玖郎はうなずく。


「結論から言います。おそらく、玖郎くんたちへの援えん護ごは不可能でしょう」


「…………」


「ギュンター・シュトライトは慎しん重ちような男です。彼は私たちＵＧＮの戦力を分散させる手段があり、それを使うつもりでしょう。──部下を用いて玖郎くんのお姉さんや街の人々を狙ねらうという方法を」


　景国は、わずかにため息をついた。


「この手段に出られると、我々としてもそちらに戦力を回さざるを得ません。満足な援護はとうていできなくなるでしょう。……それでも、行くのですね？」


「行きます」


　迷い無く、玖郎は答えた。


「もう、手を離はなしたくはないんです」


　救えるはずの手を。


　我知らず、玖郎は拳を握にぎった。


　しばしの沈黙が降りる。


　静せい寂じやくを破ったのは、景国が先だった。


「……いい声を出すようになりましたね」


「えっ？」


「その声に賭かけてみることにしましょうか。──我ながら甘あまい判断ですが」


　支部長は少しばかり笑えみの混じった声で、そう返す。


「景国さん……」


「ですが、実際に厳しいですよ」


　景国は、再び真しん剣けんな様子で念を押おした。


「まともにやっても戦いにすらならないでしょう。玖郎くんの体に、ギュンターの種が埋め込まれている以上は」


「う────」


「もっとも、ひとつだけ方法が無くはないですが……」


　珍めずらしく、歯切れ悪く言う景国。


　だが、玖郎は飛びついた。


「本当ですか!?　そんな作戦が……」


「これは作戦ではありません。むしろ、これに失敗すれば一巻の終わりです」


　景国の声は冷たい。


「成功しても、『戦いになる』というレベルでしかない。決して玖郎くんたちの勝利を約束するものではありません。それでも──」


「教えてください」


　玖郎ははっきり言った。


「少しでも希望が見えるならば、それを使います」


　再び、ふたりの間に沈黙が降りる。


　今度も静寂を破ったのは景国のほうだ。


「玖郎くんに賭ける、と先ほど決めたばかりなのに。どうにも定まりませんね、私は」


　ふう、と景国はため息をつく。


「教えましょう。その方法を」
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「後手を踏ふむことになりますが、援護はします。くれぐれも注意してください」


「……ありがとうございます、景国さん」


　そうして通信は途と切ぎれた。


　ひとつ息をついてから、玖郎は陽菜へと携帯端末を返す。


「聞いてたとおりだよ」


「状じよう況きようは最悪だな」


　痛みに耐たえながら、陽菜はそう言った。


「……でも、やるよ」


　玖郎は力強く答える。


「それでも、やる」


「そうだな。それしかない」


　玖郎の言葉に、陽菜もまたうなずいた。


「──陽菜」


　玖郎は改めて少女の名を呼ぶ。


「ひとつ、お願いがあるんだ」


「……なんだ？」


「僕が暴走して、本当にどうしようもなくなったら」


　迷いなく、静かに。


　だが決意を込めて玖郎は言った。


「──その槍やりで、僕を殺してほしい」


　陽菜の答えは無かった。


　少女は腕うでを組み、じっと玖郎を見つめて考える。


　玖郎は決して視線をそらそうとはしなかった。


「諦あきらめで言っているわけではなさそうだな」


「もちろん。……でも、万が一ってことはあるから」


「──ふむ」


　陽菜はあきれたように嘆たん息そくした。


「まったく、さっきまで泣き言を口にしていたとは思えんな」


「う……」


「そっちが本来のキミなのかな。だとすると、相当の頑がん固こ者ものだが」


「わ、わかんないよ、そんなの」


　想定外の反はん応のうに玖郎はうろたえる。


　陽菜は満足げに何度もうなずいて、そして言った。


「わかった。キミの言うとおりにしよう。だが──」


　真剣な表情に戻もどして、陽菜は付け加える。


「その手段は最後の最後。本当に最悪の時だけだ。……私は諦めるつもりはないからな」


「うん」


　玖郎も同じようにうなずいた。


「僕だって諦めるつもりはないよ。……やっと、見えてきたんだから」


　かすかな光が──。
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　ゆっくりと姿を現し始めた朝日が空を朱しゆで切り裂さいてゆく。


　闇やみと光の合間にある朱を見つめ、ギュンターはひとりたたずんでいた。


　目を細め、どこか遠くを懐なつかしむような視線で、男はじっとその時を待つ。


　やがて──、足音がひとつ静寂を破って現れた。


「……ふむ」


　校庭に現れたのは玖郎のみ。


　静かに、鋭するどい目つきでギュンターを睨にらみ付ける。


　ギュンターは片方の眉まゆを上げて、口を開いた。


「おや、少年ひとりですか。……てっきりあの少女もついてくると思っていましたが」


「陽菜は、戦える状態じゃない。ここに連れてきても、お前の餌え食じきになるだけだ」


　表情を変えぬまま、玖郎は答える。


　ギュンターはやれやれと肩かたをすくめた。


「嫌きらわれたものですね、ワタシも」


　そして同じポーズのまま、口元を笑みの形にゆがめる。


「もっとも──一度種を植え付ければ、殺すのに距きよ離りは関係ないのですが」


「…………」


　わずかに眉をひそめるだけで、玖郎は反応しない。


「おや、あまり反応してくれなくなりましたね。つまらない」


「……お前の喜ぶことなんて、誰だれがするか」


「それでも、戦ってくれるのでしょう？〝輪廻アルマ〟の力を使って」


　玖郎は拳こぶしを握りこむ。


　敵を睨み付けながら、玖郎は言い放った。


「そうだ。この力で──陽菜を、姉ちゃんを守る」


　玖郎を支えてくれる人を。


　玖郎が傷つけてしまった人を。


　──今度こそ。


　玖郎の言葉に、ギュンターは目を見開く。


「…………く」


　そして顔を歪ゆがめると。


「ふ、ふふふふふふふふふ、はははははははははははははははははっ！」


　身を震ふるわせて、笑い始めた。


「守る!?　その力で、〝輪廻アルマ〟で人を守る!?　ふ、ふふふ、これは傑けつ作さくだ。はは、はーははははははははははははっ！」


　玖郎はただ黙だまって嘲ちよう笑しようを受け入れていた。


　静かに、敵の様子をうかがっている。


　やがて満足したのか、ギュンターは笑いを納めた。


「ふふ、失礼。少年があまりに面おも白しろいことを言うので」


　こめかみを押さえて、首を横に振ふる。


　まだ笑みの残る声で、ギュンターは言った。


「少年、あなたは自分の受け継ついだ力がどんなものか、まだよくわかっていないようだ」


「……なに？」


　反応する玖郎に、ギュンターは冷たい笑みを返す。


「少年の中に巣くう〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟は、あらゆるものを破は壊かいし、蹂じゆう躙りんし、殺さつ戮りくする力です。それを守るなどと──、くくっ」


「力は、力だ。……守るためにも使えるはずだ」


「それが滑こつ稽けいだと言っているのですよ」


　ギュンターは帽ぼう子しを直す。


　その下で浮うかべる笑みが、虚きよ無むの色を帯びる。


「あなたは知らないから言えるのでしょう。その力がどれほどの命を吸い、どれほどの災害を生んだのかを。その力のすさまじさを」


「なに……」


　ギュンターの言葉に、玖郎は眉をひそめた。


「気づきましたか？　ワタシはこう見えても、〝輪廻〟の被ひ害がい者しやなのですよ」


「なっ！」


　ジョークを言うような気軽さで、ギュンターは言った。


「五年前、東とう欧おうで。……ワタシの故郷を一日で壊かい滅めつさせたのが〝輪廻〟でした」


　皮肉な笑みを浮かべつつ、ギュンターは過去を語り出す。


「ソレがどこから現れたのか。それはわかりません。……現れた〝輪廻〟は漆しつ黒こくの体毛に包まれた、少年と同じく仮面をつけた獣でした」


　二足で立つ、地球上のあらゆる生物とは違ちがう獣の姿。


「咆ほう吼こうひとつで建物を破壊し、はき出した炎ほのおは消えることなく命を奪うばい続ける。爪つめで、牙きばで、脚あしで。あらゆる動きが命を刈かり取ることにつながる。……まさに呼吸するように殺戮をしていた」


　ギュンターは身を震わせる。


　恍こう惚こつの笑みを浮かべて、過去の惨さん劇げきに思いをはせる。


「たった数時間。たった数時間で、ワタシの街は死の荒こう野やに変わりました。……誰ひとり、誰ひとりとして生き残りはいませんでした。ワタシも、そしてワタシの妻も、子供も！」


「誰、ひとり……？」


　玖郎のつぶやきに、ギュンターは答えた。


「ワタシはその時オーヴァードになったのです。肉体は一度完全に死亡したのですがね」


「じゃあ、お前も〝輪廻アルマ〟に……」


「おっと、被害者面づらをするつもりは無いのです。お間ま違ちがいなく」


　言いかける玖郎に、ギュンターは先んじて言葉をふさぐ。


「ワタシはあの時──、〝輪廻〟に心を奪われたのですから」


　軽く舌なめずりをして、男は笑う。


　人間としてのすべてを〝輪廻〟に破壊された男は。


「災害としか呼べぬあの力！　防ぐなどとはおこがましい。生み出すのは果てのない死の荒野。……あの光景がワタシを魅み了りようしてやまないのです」


　濁にごった目で、狂くるった欲よく望ぼうを語る。


「ワタシもオーヴァードになり、様々な研究をしました。獣の真ま似ねをして、ひとつの街を壊滅させたこともあります。ですが──」


　力なく、ギュンターは首を横に振った。


「美しくないのです。あの圧あつ倒とう的な殺戮に比べると、微み塵じんも美しさがない」


　語り続けるギュンターから目を離はなさず、玖郎はのどを鳴らす。


　──壊こわれている。


　想像以上に、目の前の男は壊れている。


　人としての道徳を、どこかに置き去りにしてしまっていた。


　さげすむように、ギュンターは鼻を鳴らした。


「その〝輪廻〟の力を、守ることに？　ははっ、ここまでくると滑稽ですね。ミサイルを振りかざして世界平和を謳うたうようなものですよ」


　あざけりの言葉に、玖郎は拳を握にぎりしめて静かに言い返す。


「お前の考えなんて、関係ないよ」


　ギュンターの笑いが、ぴたりと止まった。


「もう手を離さないと決めたんだ」


「手……？」


　いぶかしむギュンターを無視して、玖郎は続けた。


「それに──」


　左足を引いて、腰こしを落とす。


　呼吸を意識しながら拳を構えた。


「どんな力を使おうが、お前を倒たおさなければ陽菜が死ぬ」


「ふん──」


　ギュンターはさげすむように鼻を鳴らした。


「もっともです。その状じよう況きように追い込んだのはワタシですが」





「では、見せてもらいましょうか。あなたの中にある──〝輪廻アルマ〟を」





　奥歯をかみしめ、呼吸を止める。


　肉体を駆かけ巡めぐる粒りゆう子しの流れをイメージ。


　それらが左ひだり腕うでに集まるように思考を調整する。


　──ドクン、と。


　心臓が強くはねた。


　血液がすべて炎に変わったかのような錯さつ覚かくを受ける。


「ぐ……っ！」


　熱せられた鉄を流し込んだかのように身体からだが熱い。


　今すぐにこの熱を解放したいという欲求にかられる。


　だが。


「こ、の……っ！」


　鋼はがねの意志で、力に鎖くさりをかけてゆく。


　獣を縛しばるように、体内を駆け巡る熱を左腕に集める。


　──やがて、玖郎の左腕に変化が起きた。


　体積は倍ほどに膨ぼう張ちよう。表皮は白い皮ひ膚ふと甲こう殻かくで覆おおわれている。所々に見える紅あかいラインは返り血をイメージさせた。


　暴走した玖郎が振り回していた、異い形ぎようの腕うで。


　それを確認して──玖郎はさらに目を閉じ、意識を集中する。


　レネゲイドの力を、〝輪廻アルマ〟の力をさらに引き出すために。


「く──っ！」


　異形と化した左腕がはねる。


　みずからの好きにさせろと、玖郎の意志に反逆する。


　だが。


「さ、せ、る、か……っ！」


　玖郎は暴れる力を頭から押おさえつける。


　殺戮を求める衝しよう動どうを、強ごう引いんにたたきつぶす。


　智雪を助けるために、陽菜に報むくいるために。


「う、ああああああああああああああああああああああああああっ！」


　絶ぜつ叫きようと共に、左腕がさらなる変形を始めた。


　巨きよ大だいな鎚つちのようだった甲殻が音を立てて開き、組み替かえられてゆく。


「ほう」


　ギュンターが片かた眉まゆを跳はね上げる。





　──それは無数の牙が寄り集まったようだった。





　玖郎の左腕、その肩かた口ぐちから拳こぶしの先まで。


　あらゆる箇か所しよから、純白の突とつ起き物ぶつが生えていた。


　蛇へびのような鱗うろこに包まれたそれらは金属的に輝かがやき、玖郎の呼吸にあわせて上下する。


　腕の変化に合わせるようにして、玖郎の左目周辺が白い仮面に覆われる。


「ぐ……」


　荒あらい息をついて、玖郎は脂あぶら汗あせを流していた。


　変異した左腕は今にも暴れ出しそうだ。


　感情が心の中で渦うずを巻く。


　ともすれば破壊を求めてしまう心を、歯をかんで押さえつける。


「なるほど、確かに約束通り」


　ギュンターは満足げにうなずいた。


「そのまま〝輪廻〟の力を使って、暴走してもらえるとワタシとしても助かるのですが？」


「そんなことは……しないよ」


　苦しみに耐たえながら、玖郎は言う。


「それに──お前を喜ばせるために、この力を使った訳じゃない」


「ふむ……、それはどういう意味です？」


「こういう、意味だっ！」


　玖郎は大きく左腕を振ふりかぶる。


　肘ひじに生えている突起が、玖郎の意志に応じて伸のび、鋭えい利りな刃やいばと化した。


　その刃を──。





　玖郎は、躊ちゆう躇ちよなく自分自身の胸へと突つき刺さした。
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「肉体に埋うめ込まれたギュンターの〝種〟を排はい除じよする方法はひとつ」


　景国はわずかにためらった後、重々しく告げた。


「〝輪廻アルマ〟の力を使うことです」


「……え？」


　驚おどろきの声を上げる玖郎に、景国は順を追って説明を始めた。


「暴走した玖郎くんと交戦したエージェントの報告によれば、玖郎くんはオーヴァードの攻こう撃げきを食い取り、自分のものにしたといいます。その特性を発揮できれば、体内に巣くう〝種〟を排除することも可能でしょう」


「特性って……」


「玖郎くんもオーヴァードになったからには、自分の力の流れをなんとなく知覚できるでしょう？」


「は、はい……」


　全身をくまなく駆け巡る、粒子のような何か。


　景国の屋や敷しきで目覚めてから、確かに玖郎はその流れを感知していた。


　そしてそれがレネゲイドによるものなのだと、知識は無くても理解していた。


「その流れを一所に集めて力を引き出す。それがオーヴァードとしての基本です。……おそらく、この段階まではそう難しいことではありません」


　景国はそう言って、一度言葉を切った。


「問題は、その制せい御ぎよでしょう」


「やっぱり……」


「玖郎くんの力は非常に活性化しやすい。つまり力を引き出すのは簡単でも、それをコントロールするのは困難です。それに──」


　玖郎は腹に重いものを感じつつ、問うた。


「それに、なんですか？」


「制御できたとしても、玖郎くんは一度自分自身を攻撃しなくてはならない。大きなダメージを被こうむることになるのです。その状態で──あのギュンター・シュトライトに勝たねばならない」


　重々しく景国はそう言った。


　玖郎は首を横に振る。


「でも、やらなければ戦いにはならない。そして──やらなければ陽菜が死ぬ」


「…………その通りです」


「それなら、やるだけです」
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「あ……、が……！」


　苦痛に玖郎はあえぐ。


　体内を無数の蛇がのたうち、毒をはき出してゆく。


　毒は全身を駆け巡り、肉を溶とかす。


　その身に根を張る、異物ごと。


「く……、その、様子だと……」


　真っ青な顔で、玖郎は不敵な笑えみを浮うかべた。


「……効果は、あったかな……？」


　驚きに目を見張るギュンターを確認して、胸から左腕を引き抜ぬく。


　血がバタバタとこぼれた。


　口にも血がせり上がってくる。


「──なんと」


　ギュンターは帽ぼう子しをかぶり直して、感かん嘆たんの息をこぼす。


「なんとも無茶な方法で〝種〟を除去したものです」


　コートの男はやれやれと首を振った。


「これしか……方法が無かったから」


「確かに。無茶ではあるが、効果はあった」


　ギュンターは指を二本立てた。


「少年。あなたの体の中には、まだ二十を超こえる〝種〟が眠ねむっていた」


「──っ！」


　改めて突きつけられる事実に、玖郎は険しい顔になる。


「あなたが何をしようが、暴走しようが、それだけの〝種〟があれば状じよう況きようはワタシがコントロールできるはずだった。それが見事に全ぜん滅めつですよ」


　大おお仰ぎようにギュンターは肩かたを落とす。


　視線を落とし、大きな大きなため息をついた。


「しかし──」


　その口元に再び笑みが戻もどる。


　獲え物ものを狙ねらう、蛇の笑みが。


「だからと言って、ワタシの手が封ふうじられたわけでもありません」


　ギュンターは見せつけるように左ひだり腕うでを突き出した。


　その表面には、小さな触しよく手しゆたちがひしめき合い、うごめいている。


「もう一度、少年にコレを植え付ければよいわけですしね。なんども自分の体を突き刺すわけにはいかないでしょう？」


「…………」


　玖郎はただ黙だまって拳を構えた。


　ギュンターの言うことは真実だ。


　玖郎の傷は回復しない。もう《リザレクト》のできない状態で、先ほどのようなことはできない。


　次にやれば、死ぬか、それとも理性を失って暴走するかのどちらかだろう。


　それを理解して、ギュンターは帽子をかぶり直した。


「これでやっとスタートライン。……始めましょう、戦いを！」


　左腕を突き出したギュンターが、かすんで、消えた。


「どこを見ているのですか？」


「──っ！」


　耳元で突とつ然ぜんに聞こえたギュンターの声に、とっさに玖郎は身を引く。


　だが、遅おそい。


　沈しずむような踏ふみ込こみで入ってきたギュンターの抜き手てが玖郎の喉のどを襲おそった。


「ぐあっ！」


　体をひねるが、左ひだり肩かたに直ちよく撃げきする。


　転がるように距きよ離りを離はなし、体勢を立て直す玖郎。


　だがギュンターは追つい撃げきをかけない。


「一応、念を押おしておきましょうか」


　蛇のような笑いを貼はり付かせて、ギュンターはパチンと指を弾はじいた。


　途と端たん、左肩に焼け付くような痛みが走る。


「く……っ!?」


　視線を走らせると、そこに小さな触手がうごめいていた。


　それが肉を喰くい破ったらしい。


「ワタシは四し肢しで触ふれたものならば、即そく座ざに種を寄生させることが可能です。かすっただけでも肉を破は裂れつさせることくらいは容易たやすい。まともな打だ撃げきならば、腹をえぐることもできます。……注意してくださいよ？」


「忠告ありがとう」


　触手をはぎ取って捨てさる玖郎。


「これからは、気をつけるよっ！」


　叫さけんで、今度は玖郎から飛びかかった。


　左腕を──異い形ぎようの腕うでを、全力でギュンターへと振り下ろす。


　直線に近い弧こを描えがいたその一いち撃げきは、男のコートをかすめて校庭へと突き刺さり──。


　その土砂を巻き上げた。


　爆ばく発はつでも起きたかのように、砂が土が石が空中に舞まい上がる。


「ぐっ！」


　玖郎は慌あわてて両りよう腕うでで自分の身を守り、ギュンターは悠ゆう々ゆうと距離をとって回かい避ひする。


「これはこれは」


　楽しそうなギュンターの声が響ひびいた。


　玖郎の一撃は校庭を陥かん没ぼつさせ、小規模なクレーターを形作っていた。


「たいした力だ。……人ひとりくらいは、消しよう滅めつさせられそうですね」


　あえて何も答えずに、玖郎はクレーターから脱だつ出しゆつする。


　玖郎の左腕。


　ギュンターの触手。


　お互たがい、まともに当たればそこで戦せん闘とうは終しゆう了りようするだろう。


（ならば、どうやってその一撃を当てるか……！）


　思考しながら玖郎は地を蹴けり、ギュンターへと肉にく薄はくする。


　左腕を引き絞しぼりながら懐ふところに入り、至近距離から拳こぶしを突つき出して──。


「おっと」


　目の前からギュンターが消える。


　体をずらされた、と気がつくまでに一いつ瞬しゆんの時を要する。


　半回転したギュンターは、そのまま玖郎の頭部へと掌しよう底ていを繰くり出した。


　その手のひらには、触手が宿り──。


「──っ！」


　すんでのところで頭を下げ、攻撃をやり過ごす。


　髪かみの毛が数本、千切れて飛んだ。


「こ、の……っ！」


　頭を下げた勢いを利用して、低い姿勢で回転する玖郎。


　右足がギュンターの軸じく足あしを刈かる。


　ぐらりと、男はバランスを崩くずした。


（よし！）


　玖郎は膝ひざの力で上体を無理に起こす。


　左手を引き絞る際に、自分で突き刺さした傷が痛むがそれを無視。


　伸のび上がりざまにギュンターの無防備な胴どう体たいを狙う。


　だが──。


「えっ!?」


　異形の腕はまたもや虚こ空くうを切り裂さく。


　胴体があると思った場所にあったのは、コートの裾すそのみ。


「っと、危ない危ない」


　言葉とは裏腹に、余よ裕ゆうを保ちながらギュンターは一歩離れた場所へと着地した。


　あの一瞬で、ギュンターは宙に飛んだのだ。


　そして空中で回転して、玖郎の一撃をやり過ごした。


「どんな、身体能力だ……」


「このくらい、人間だった頃ころからできますよ」


　めまいを覚えつつ、玖郎がうめく。


　傷口から血が流れてゆく。


　拳を強く握にぎり込み、冷たくなる手足をごまかした。


「ふうむ」


　空中で回転する際に押さえていた帽子をかぶり直して、ギュンターはうめく。


「なかなかに動けますね。覚かく醒せいしたばかりのオーヴァードなら、もっと手間取らないと思っていたのですが」


「……これでも、昔は体を鍛きたえてたんだ」


　呼吸を整えながら、玖郎は返した。


「二年前までは、そこそこに。格かく闘とう技ぎもかじったことはある」


「ふむ、その程度でワタシがもたつくとも思えませんが。……考こう慮りよはするべきですかね」


　再びじっとギュンターは玖郎を見やる。


　頭から足先まで、なめるように。


「しかし、困りますね」


　渋しぶい顔でギュンターは言った。


「……なにが？」


「その出血ですよ」


　玖郎の胸の傷を指して、男は嘆たん息そくする。


「なるべく長く苦しんで暴走してもらおうと思っていたのですが。そのプランでは、先にあなたが死んでしまいそうだ。前にも言いましたが、死んでもらっては困るのですよ」


　こちらの目的は肉体の乗っ取りなのですから、とギュンターは言った。


　やれやれと肩をすくめる。


　玖郎は眉まゆ根ねを寄せた。


「……何をするつもりだ」


「おや、わかりますか」


「お前の趣しゆ味みの悪さは、よく理解してるつもりなんだ。そうやってもったいつけるのであれば、何かあるんだろう」


「まあ──、単純な話なんですけどね」


　言葉と共に、ギュンターのシルエットが歪ゆがんだ。


　肩の付け根が、背中があり得ないほどにふくらみ、着ているスーツを引き延ばしてゆく。


「もっとわかりやすい形で生命の危機を実感してもらおうと、そういうことですよ」


　風船のようにふくらんだ両りよう肩かたは啞あ然ぜんとする玖郎の目の前で、大きくはじけた。


「う……！」


　玖郎は思わず口を押さえる。


　それは異様な光景だった。


　ギュンターの背中から生えているのは植物の根を寄り合わせたような〝腕〟。


　ショベルカーのアームほどもある腕が四本、うごめいている。


「触しよく手しゆを寄り合わせた姿ですよ。仰ぎよう々ぎようしくて嫌きらいなのですがね」


〝腕〟の向こう側から、ギュンターの声がする。


　男の体も、脚あしも、顔以外のほとんどの部分が漆しつ黒こくの触手に覆おおわれている。


　ヤドリギに寄生されている大木のように。


「それでは、第二幕といきましょうか！」


　叫びと共に腕うでが二本、玖郎の頭上から降り注ぐ。


　慌てて距離を取り、右腕で顔を防ぼう御ぎよする。


　その瞬しゆん間かん。


　轟ごう音おんと共に、地面が震しん動どうした。


「──っ！」


　校庭には大きな裂れつ傷しようができていた。


　人じん工こう芝しばを、中の土をえぐり、黒々とした姿をさらしている。


　その力は先ほど玖郎が見せたものに匹ひつ敵てきする。


　玖郎は息を[image: ]んだ。


　かすっただけで、人間の体などバラバラにされかねない。


　だが──。


　唇くちびるを嚙かみ、玖郎は拳を握る。


「結構。戦意を失ってはいないようですね」


　ギュンターの声が響いた。


「さあ、〝輪廻アルマ〟の力を使ってください。……人間をやめるほどに！」


　再び巨きよ大だいな〝腕〟がうなりを上げる。


　大きな弧を描いて落ちてくる〝腕〟の内側に入るべく、玖郎は駆かけ出した。


　異形の左腕を盾たてにするように構え、ギュンターの本体へと。


　だが、易やす々やすとそれを許す敵ではない。


　四本の〝腕〟は縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回り、玖郎を迎げい撃げきする。


　頭上から、左右から、地面を這はい、獲え物ものを捕とらえんとする姿は蛇へびのようにも見えた。


「くっ！」


　身をかがめ、体をひねり、宙に飛んで〝腕〟の攻こう撃げきを避よける玖郎。


　だが、ギュンターの懐ふところへは飛び込めない。


　いや、それどころか徐じよ々じよに逃にげ道をふさがれ、追い詰つめられていく。


「ま、ずい！」


　左右に〝腕〟を突き立てられ、動きがとれなくなった瞬間を狙ねらった正面からの攻撃。


　後ろに下がるには距きよ離りが足りない。〝腕〟が伸びてきて、そのままたたきつぶされる。


「この──っ！」


　意を決して、玖郎は大きく踏ふみ込こんだ。


　野球のボールを投げるように、思い切り左腕をギュンターの〝腕〟へと振ふり下ろす。





　ぐしゃり、とイヤな音がした。





　異形の腕と腕との激げき突とつ。


　玖郎の左腕に生えた牙きばはギュンターの触手を切り裂き、触手は牙をはじき飛ばす。


　パワーはほぼ互ご角かく。


　だが──。


「ぐ、っ!!」


　次の瞬間、玖郎は宙を飛んでいた。


　異形の腕同士の激突に、左腕は耐たえられてもその他の部位が耐えられなかったのだ。


　ボールのように玖郎の体は飛び、そのまま背中から地面に激突した。


「ぐはっ！」


　肺から息がすべて吐はき出される。


　背中に火がついたようだった。


　打ち所が悪かったのか、右腕がしびれて動かない。


「く、く、く、さすがは〝輪廻アルマ〟。まさかワタシの〝腕うで〟をも食らうとは」


　ギュンターの声が聞こえる。


　起き上がれば、巨大な〝腕〟の一本がずたずたに切り裂かれていた。


　それだけではない。切り口から黒く変色し、ぼろぼろと崩れつつある。


〝輪廻〟の持つレネゲイド喰くらいの毒が回っているのだろう。


　ギュンターは別の腕で、変色した腕をちぎり取った。


「しかし、代だい償しようは大きかったようですね」


　立ち上がった玖郎をギュンターは皮肉げに笑う。


「…………」


　無言で玖郎は構える。だが、その右腕はだらんとぶら下げられたままだ。


　痛みとしびれがひどい。


　さっきから動かそうとしても、指一本動かない。


　骨が折れたか、肉が裂けたか。


「こちらの〝腕〟一本と、そちらの腕一本。さて、どちらのダメージが大きいですかね」


「答えなんてわかってるくせに、よく言うよ」


　ギュンターをにらみつけたまま、玖郎は答える。


　戦力を減らしたとはいえ、ギュンターは実際無傷だ。


　ダメージの大きさなど比べるまでもない。


　全身に寄生生物を生やした男はくつくつとのどを鳴らしてお辞じ儀ぎをした。


「この物言いは昔からの癖くせでして。気に障さわったなら謝あやまりますよ」


　起き上がると同時に、〝腕〟がふたたび鎌かま首くびをもたげるように立ち上がった。


「さあ、続けましょう。ワタシが死ぬか──、あなたが暴走するまで」


「く……っ！」


　のたうつ三本の〝腕〟を前に、玖郎は唇を嚙む。


（どうする……）


　動かぬ右腕を引きずるように、ただギュンターの〝腕〟を回かい避ひする玖郎。


（どうやって、コイツを校こう舎しや際ぎわまで……！）





　　　　＊　　＊　　＊




「別行動をとろう」


　風かざ峰みね学園に向かう最中、玖郎に支えられながら陽菜はそう切り出した。


「え？」


　驚おどろく玖郎の顔をのぞき込むように見る陽菜。


「私は足手まといになるだけだ。この傷に加えて……、コレがあるからな」


　そう言って陽菜は胸元に寄生する触手を指さす。


　ギュンターからの呼び出しを受けたからなのか、今は大人しくなっていた。


「そう、かもしれないね……」


　不安げにつぶやく玖郎。


「ギュンターの目的はあくまで僕ぼくだ。陽菜が行く必要は無いと思う。じゃあ、陽菜は景国さんのところで──」


「いや、キミの援えん護ごをやめるつもりはないぞ」


　あっさりと、陽菜はそう言った。


「え!?」


「動けぬ体だが、できることはある。それに──」


　陽菜は玖郎の肩かたを抱だいてほほえんだ。


「キミを見捨てることはできないと言っただろう？」


「う、うん……」


　何となく気き恥はずかしくなり、口ごもる玖郎。


「でも、どうやって……？」


「うむ、作戦は単純だ。……むしろ、単純な作戦しかできないと言うべきか」


　陽菜は説明を始めた。


「──奇き襲しゆうだ」


「奇襲？」


「そうだ。……この状態の私が攻撃できるとしたら一回。それを有効に使うのであれば、奇襲しかない」


「なるほど……」


「周しゆう到とうに準備しておく時間はない。ここは地の利を使う」


「ってことは、どこかにおびき寄せるとか？」


「そうだ」


　陽菜はうなずいた。


「……私は屋上で待機している。キミはどうにかしてヤツを校舎際まで追い込んでくれ」


　それが、玖郎と陽菜の──唯ゆい一いつの作戦。





　　　　＊　　＊　　＊




　玖郎は懸けん命めいに走る。


　左腕以外、全身に傷を負っていた。


　痛みが響ひびいてどこが痛いかもわからない状態で、ただひたすらに走る。


　玖郎を追いかけるようにして、ギュンターの〝腕〟が校庭をえぐっていく。


「こ、の……っ！」


　ギュンターの〝腕〟は未いまだに三本稼か働どうしていた。


　そのうち二本に傷をつけたものの、まだ停止するに至っていない。


「このままでは追い詰められるばかりですよ？　それとも、そろそろ暴走する決心でもつきましたか？」


「つくわけないだろ、そんなもの！」


　叫さけび返して玖郎は跳とぶ。


　足あし下もとをなぎ払はらうように〝腕〟が行き過ぎた。


（やっぱり、かいくぐって中に入るしかない！）


　ギュンターは〝腕〟を作って以来、ほとんどその場から動いていなかった。


　彼を移動させるには、左腕の力で強ごう引いんに吹ふき飛ばす以外に方法はない。


（それには……）


　校舎との対角線に立ち、玖郎はつばを吐き出す。


「ここが勝負どころ、か」


　ギュンターは校庭のだいたい中心に立っている。


　その周囲には、やはり〝腕〟がぐるぐると警けい戒かいするように回っていた。


　あれを越こえられるかどうか。


（……これ以上傷を受けたら、たぶん動けなくなる）


　胸の傷からは出血が絶えない。


　意識をしないようにはしているが、体温も低下してきている。


　行動不能も遠い話ではないだろう。


　ひとつ息を吸い込んで、ゆっくりとはき出す。


　ギュンターを正面に据すえて、腰こしを落とした。


「なにやら、覚かく悟ごを決めた様子ですね」


　ギュンターの顔から笑えみが消える。


　ここが勝負の分かれ目になると、感づいた様子だ。


「その顔にはまだ希望が残っている。……作戦でも、残っているのですかね」


「──っ！」


　顔に出かける動どう揺ようを、拳こぶしを握にぎってこらえる。


「図星のようですね。ならば、こちらも相応の対応をしましょう」


〝腕〟の動きが変わる。


　ギュンターを中心に広がるような体勢でぴたりと止まった。


　まるで威い嚇かくする鳥のように。


（今勝負をかけて大だい丈じよう夫ぶか……？）


　玖郎に迷いが宿る。


　しかし体の痛みは切実に休息を訴うつたえている。


　限界は、近い。


「──いくぞ！」


　陽菜にも聞こえるように、なるべく大きな声で叫んで玖郎は駆かけだした。


　矢のように一直線に近づく玖郎に対応するように、ギュンターの〝腕〟二本が動き出す。


〝腕〟全体をしならせ、玖郎のルートそのものを打ち据える。


　勢いをなるべく殺さぬように、玖郎は横に転がってその攻こう撃げきをしのいだ。


　土砂が舞まい、つぶてとなって全身に当たる。


（……一本！）


　即そく座ざに二本目が降り注ぐ。大きく弧こを描えがき、玖郎の背後から背中を狙ねらって。


　体をひねり、背後に右みぎ腕うでを打ち込んで迎げい撃げきする。


（……二本！）


〝腕〟の一本が砕くだけ散り、黒く変色し崩ほう壊かいしていった。


「ぐ……！」


　その反動が、右腕以外の部位をきしませる。


　体中にかかるすさまじい圧力をあえて消さずに、玖郎は跳ぶ。


　狙っていたように、三本目が迎むかえ撃うってきた。


「──っ！」


　横よこ薙なぎに玖郎の頭を狙って飛ぶ〝腕〟。


　右腕をつきだしてガードする。だが、それで玖郎は地面にたたき落とされた。


（……三本！）


　即座に体勢を立て直し、ギュンターへと駆け出す玖郎。


　本体まであと数歩。これなら──。


「……甘あまい」


　ギュンターの言葉とともに、頭上から再び〝腕うで〟が降ってきた。


「なっ!!」


　それは玖郎を襲おそった一本目の〝腕〟。


　三本目を使って自分をたたき落としたのは、この〝腕〟を戻もどすためだったといまさらながらに玖郎は悟さとる。


〝腕〟は地面を叩いた。


　大量の土砂が持ち上がり、津つ波なみのように玖郎の前に立ちはだかる。


「……ええいっ！」


　一分の迷いもなく、玖郎は右腕で頭をガードして土砂の中へと突つっ込こんだ。


　ここで足を止めれば、再び〝腕〟が玖郎の行く手を阻はばむだろう。


　そうなれば勝ち目はない。


　瞬しゆん間かん、視界が闇やみに染まる。


　巨きよ大だいな獣けものが獲え物ものを[image: ]のみ込むように、土砂が玖郎を押おしつぶす──その、直前。


　玖郎は左ひだり腕うでを振ふり上げた。


　闇が切り裂さかれるように土砂の一部が払われる。


　間かん髪はつ入れず、玖郎はその隙すき間まに飛び込んだ。


「ほう！」


　ギュンターが目を見開く。


　かまわず玖郎が全力で踏ふみ込み、異形の左腕をギュンターの胴どう体たいへとたたき込んだ。


　ギュンターがまとっている触しよく手しゆが集まり、簡易の盾たてと化す。


　だが。


「──っ！」


　力の勢いまでは止められない。


　ギュンターは地面の上を滑すべるように、校舎側へと吹き飛ばされた。


〝腕〟たちも引きずられるように飛んでいく。


「──いまだ！」


　玖郎の叫びと共に。


　屋上から、銀光を放つ影かげが飛び降りる。


「くらえっ！」


　機械槍を構え、陽菜が落下する。


　ギュンターの本体目指して、真っ逆さまに。


　──だが。


「読んでいましたよ！」


　裂れつ帛ぱくの気合いと共に〝腕〟が動く。


　二本の触手が重なり合い、振り下ろされる機械槍を迎撃する。


　鈍にぶい音が響いた。


　機械槍の穂ほ先さきと深緑の触手がかみ合い、落下の勢いを止める。


「く……っ！」


　振り下ろした槍を全力で握りしめ、陽菜はうめく。


　対するギュンターはあざけりの笑みで鼻を鳴らした。


「少年の体内からは無くなっても、あなたにはワタシの触手が植え付けられていますからね。居場所くらいは知覚できるのですよ」


〝腕〟は穂先をねじると、そのまま陽菜を投げ捨てる。


　陽菜は一回転し、足あしから着地するも、そこで膝ひざを突く。


「安い手だ。こんなものに命をかけるとは」


「──ふ」


　陽菜の肩かたが揺ゆれる。


　少女は微笑ほほえんでいた。不敵に、堂々と。


「ああ、命をかけるとも。そして──かけた甲か斐いがあった！」


　陽菜の横を影が通り過ぎた。


　左腕を引き絞しぼった玖郎がギュンターへと向かう。


　その体を朱しゆに染め、疾しつ風ぷうのように。


　さすがのギュンターも目を見開いた。


　同時に二本の〝腕〟を引き寄せ、玖郎を迎撃しようとして──。


「な……にっ！」


　凍こおり付く。


〝腕〟が動かないのだ。


　あれだけ自在に動いていたものが、この時だけ動きが鈍い。


　ギュンターは上空で固まったままの〝腕〟に視線を走らせる。


　そして──彼は陽菜が笑みを浮うかべた意味を理解した。


〝腕〟は石化していた。


　槍の穂先を受け止めたその箇か所しよから、すでに三分の一にわたって紅あかい石と化し、固まっていた。


「この──ためかっ！」


　肉にく薄はくする玖郎を、そしてその後ろに見える陽菜をにらみ、ギュンターはうめく。


　奇き襲しゆうは布石。


　防ぼう御ぎよ能力の高いギュンターから、盾を奪うばうための一いち撃げき。


　真の狙いは──〝輪廻アルマ〟の一撃を直撃させること。


「くらえっ！」


　踏み込みで地面が沈しずむ。


　前ぜん傾けい姿勢になるほどについた勢いを、回転と共にそのまま左拳にのせる。


　拳に宿った牙きばが開き、甲かん高だかい咆ほう哮こうを上げた。


　異い形ぎようの腕は、狙い違たがわずギュンターの胸むな元もとへと突き刺ささる。


「ぐ、ふっ！」


　鈍い感かん触しよくが左腕を通して伝わる。


　打ち込んだ箇所が黒く変色し、砂の城が欠けるように穴が空く。


　勢いを殺せずにギュンターは校舎の壁かべへと激げき突とつ、そのままものも言わずに倒たおれ臥ふした。


「…………や、った？」


　荒あらい息をついて玖郎がつぶやく。


「──うむ。キミのおかげだ、玖郎」


　玖郎の疑問に答えるように、陽菜がうなずいた。


　投げ捨てられたダメージがあるのか、消しよう耗もうが激しいのか、まだ立ち上がれていない。


　玖郎もふらつく足取りで、陽菜のもとへ行き、手をさしのべる。


「陽菜がいたからこそ、だよ」


「何を言う。私は少し手助けをしたにすぎん」


　素す直なおに玖郎の手を取り、立ち上がる陽菜。


「キミが死力を尽つくしたからこそ勝てた相手だ」


「僕ぼくは……」


　やれることをやっただけ、という玖郎のセリフは、だが途と中ちゆうで遮さえぎられる。





「──残念ですが、まだ終わってはいませんよ」





　玖郎と陽菜は同時に振り向いた。


　そこに立っているのはギュンター・シュトライト。


　胸部に大きな穴を空け、今もなお、黒い何かによって体を侵しん蝕しよくされつつある男が、狂きよう気きの笑えみを浮かべて立っている。


「な──っ！」


「まんまとしてやられましたよ。ええ、〝無限を断つ槍デウス・エクス・マキナ〟の能力のことを失念していたワタシの失敗です」


　黒く変色した胸をつかみ、ギュンターは言った。


「さあ、戦いを続けましょうか」


「な……っ！」


　玖郎は驚おどろきの声を上げる。


「お前は、そんな風になってもまだ戦うっていうのか！」


「ええ、もちろん」


　あっさりとそう言い放ち、ギュンターは肩をすくめた。


「あと数分を待たずして、ワタシは死に至るでしょう。……残念ですが、この戦いはあなた方の勝ちのようだ」


　やれやれとギュンターは肩をすくめ、帽ぼう子しをかぶり直した。


　その様子は、先ほどまでと変わりない。


　──いや。


「この状態では、本体ごと誰だれかに寄生という手段も使えない。ならば、やることはひとつでしょう？」


　ギュンターは笑った。


　どこまでも邪よこしまで、どこまでもどす黒く、そしてどこまでも純じゆん粋すいな笑みを。


「ワタシの死をあなた方の死で彩いろどりたい。……ただそれだけですよ」


「どんな理り屈くつだよ、それは」


　警けい戒かいを解かずに玖郎は言う。


　額にイヤな汗あせが流れていた。


「わかりやすく言いましょうか？」


　ギュンターの口元が歪ゆがむ。


「道連れがほしいのですよ、地じ獄ごくへのね」


　瞬間、ギュンターの殺意がふくれあがった。


　無防備に殺戮中毒モルト・ジユヒテイガーと呼ばれた男は歩き出す。


　もはや走ることもできないのか、それとも死を覚かく悟ごして防御をする必要は無いのか。


　散歩にでも出るように、玖郎と陽菜へと近づく。


「……玖郎、逃にげろ」


　陽菜がつぶやく。


「放っておいてもヤツは死ぬ。相手をする必要は無い」


「……いいや、ダメだ」


　だが玖郎は首を振った。


　陽菜の手を、ぎゅっと握にぎりしめる。


「僕は逃げても、陽菜は逃げられないだろ。歩けないの、知ってるんだぞ」


「玖郎……」


「今ココでアイツを倒す。……陽菜を、護まもる」


　誓ちかいの言葉を口にして、玖郎は陽菜の手を離はなした。


　少女は何かを言いかけ、それを[image: ]のみ込こんだ。


「……任せるぞ」


「待ってて」


　玖郎はうなずき、そして無造作にギュンターへと近づく。


　手を出せば触ふれる距きよ離りで、ふたりは立ち止まった。


「感謝しますよ、付き合ってもらって」


「礼なんていらない。僕が逃げたら、お前は陽菜をなぶり殺しにするだろう？」


「当然です。それがワタシの生き方ですから」


　そしてギュンターは胸の黒くなった部分を指さす。


「先に言っておきますが。……ワタシの体はあと一撃で完全に砕くだけるでしょう」


「でも、お前の手は一撃でこっちを殺せるだろう？　条件は一いつ緒しよだ」


「ふふ、本当にあなたはワタシのことを理解している。最さい期ごの相手としては上々だ」


　そう言って、ギュンターは構える。


　左手を差し出すように前に出す、独特の構え。


　対応して玖郎も半身になり、腰こしを落として左ひだり拳こぶしを絞り込む。


「スピード勝負といきましょう。……先に当てた方が勝ちです」


　黙だまったまま、玖郎はうなずいた。


（──負けられない）


　目の前の敵に集中しながら、玖郎は背後の陽菜を意識する。


　陽菜は戦える状態ではない。


　元々無理に無理を重ねてあの奇襲を成功させたのだ。


　今は動くのも辛つらいはず。


　玖郎が負ければ──。


（陽菜が殺される）


　静かに覚悟を決めて、玖郎はギュンターの出方を待つ。


　敵の表情は変わらない。


　呼吸を隠かくし、玖郎の全体を俯ふ瞰かんしながら機をうかがっていた。


　汗がしたたる。


　心臓が鼓こ動どうする。


　まばたきすらせずに、相手を注視する。


　わずかな動きも見み逃のがさないように。


　朝日の差し込む中、玖郎とギュンターは互たがいに殺気を高めあう。


　ピィンと張り詰つめた空気の中。


　耐たえかねたように、陽菜の膝が落ちた。


　その時。





　──ふたりの体が霞かすんで消えた。





　まさに瞬まばたきする間。


　玖郎の肩かたにギュンターの左手刀が。


　ギュンターの脇わき腹ばらに玖郎の中段突つきが突き刺ささる。


　互いの攻こう撃げきはほぼ同時。だが──。


「が、はっ！」


　膝ひざを突いたのはギュンターの方だった。


　一気に黒いひずみがふくれあがり、男の全身を包んでいく。


「な、るほど……、同時ではこちらの負け……でしたか」


　胸を押おさえ、荒い息をついてギュンターは言った。


「ワタシの能力では、寄生させてから破は裂れつさせるまでに一いつ拍ぱくある。その分こちらが不利だった──というところですか」


「……いや、同じ条件でも僕たちが勝っていた」


　ギュンターの言葉を玖郎は斬きり捨てる。


「ほう？　なぜ？」


「お前の欲よく望ぼうより、僕の……僕たちの信念の方が勝っているからだ」


「なるほど。……ふふ、参考になりますよ」




[image: ]


　素直にそう言って、ギュンターは帽子をかぶり直す。


「最後にひとつだけ、教えてほしい」


　意を決して、玖郎はその問いを口にする。


「どうして、僕だったんだ」


〝輪廻アルマ〟の力を植え付け、暴走させた後に寄生するのがギュンターの目的。


　ならば、植え付ける相手が玖郎でなくともよかったはずだ。


　──だが。


「ふ、ふふ、ふふふふふふ……」


　ギュンターは楽しそうに笑みを漏もらした。


「何か、思い違ちがいをしているようですね」


　全身を黒い灰に変えながら、男は続ける。


「ワタシの能力は自分の分身を寄生させること。〝輪廻〟の力を誰かに植え付けることなど、できませんよ」


「…………なに？」


「つまり、答えはこういうことです」


　手品の種明かしをするときのように、最高のジョークを披ひ露ろうするときのように、ギュンターは仰ぎよう々ぎようしく言った。





「〝輪廻〟の力は最初から少年の中にあった」





「そんな……馬ば鹿かな！」


「否定しても、それが事実ですよ」


　とっさに叫さけぶ玖郎に、だがギュンターは淡たん々たんと答えた。


　そして男は優ゆう雅がに一礼する。


　狂気に染まった蛇へびの笑みも、すでに黒い灰と化しつつあった。


「ではこれにて。……楽しませていただきましたよ」


　ギュンターの全身が、ぼろりと崩くずれる。


　冷たい風に吹ふかれ、世界に拡散してゆく。


　玖郎と陽菜はそれを、ただ厳しい顔でじっと見つめていた──。




Epilogue




「……これからどうする？」


　ギュンターが倒たおれてから間もなく、駆かけつけたＵＧＮのエージェントに保護されながら、陽はる菜なは玖く郎ろうにそう問うた。


　もはや胸に黒い触しよく手しゆの姿は無い。


　ギュンターが死んだ時点で、すべての〝種〟は枯かれて消しよう滅めつしたらしい。


　玖郎の腕うでも元の姿に戻もどっている。


　押さえつけるのには難なん儀ぎしたが、戦っているときほどではなかった。


「どう、って？」


「キミのこれからだ」


　意味を把は握あくしていない玖郎に、陽菜が補足した。


「キミがオーヴァードの中でも特別であることは、理解しただろう？」


「う、うん、それは……」


「つまり、キミを狙ねらう敵はこれからも現れる可能性があるというわけだ。キミが〝輪廻アルマ〟の力を宿している限り」


「あ……」


　陽菜はじっと玖郎の目を見つめ、そして言った。


「キミが狙われるということは、また今回のようにキミの周囲の人間が巻き込こまれるかもしれない」


　ギュンターは決して珍めずらしい例ではない、と陽菜は付け足す。


「もしキミが望むなら、ＵＧＮはキミに別の居場所を作ることもできる。……どうする？」


　玖郎はじっと自分の右腕を見た。


　姉を傷つけたその手を。


　父を離はなしてしまったその手を。


　ぎゅっと、握にぎりしめる。


「いや、いいよ」


　玖郎は首を横に振ふった。


「今は、まだここにいる。……ここにいたいんだ」


　素す直なおな気持ちで言葉を紡つむぐ。


　朝の風が玖郎の前まえ髪がみを揺ゆらした。


　その下には、父を亡くしたときについた傷がのぞいている。


「本当なら、出て行った方が姉ちゃんの安全は確保できるのかもしれないけど」


　玖郎は息をつく。


　困ったような笑いがその顔に浮うかんだ。


「今出て行くと、僕ぼくは姉ちゃんに迷めい惑わくをかけっぱなしで逃にげることになっちゃう。それに──心配だしね、我わが姉ながら」


「ふむ、キミがそう思うならそれでいい」


　陽菜は静かにうなずいた。


「だが、おそらく道は険しいぞ？」


「うん、理解してる……つもり」


　玖郎は誰だれもいない校舎に目を移した。


　昨日まで憂ゆう鬱うつの対象でしかなかったものが、今はかけがえのないものに見える。


「でも『努力すればできないことはない』──んでしょ？」


「無論だ」


　力強く微笑ほほえんで、陽菜はうなずいた。


「ならば私も約束しよう。──必ず、キミの中から〝輪廻の獣アルマ・レグナム〟を取り除いてみせる」


「…………できるの、そんなこと？」


「やるのだ。──努力がそれを可能とするだろう」


　驚おどろく玖郎に、陽菜はいたずらっぽくそう言った。


　互たがいの口元に笑みが浮かぶ。


「じゃ、ここからだね」


「ああ、ここからだ」


　拳こぶしを合わせてふたりは誓ちかう。


　これから先に待ち受ける戦いに負けぬことを──。





　　　　＊　　＊　　＊




　ドアをスライドさせると、喧けん噪そうが玖郎を包んだ。


　いつもと同じクラスの風景。


「おはよう、陽菜」


「うむ、おはよう」


　毎日のやりとりを繰くり返して、玖郎は席に着いた。


　今日もまた、一日が始まる。





　昨日と同じ今日。


　今日と同じ明日。





　世界は繰り返し刻ときをきざみ、変わらないように見えた。


　だが──すでに世界は変へん貌ぼうしていた。





　薄はく氷ひようの上に存在する世界で、玖郎は日常をかみしめる。


　わずかに取り戻した希望を手に。


　それが、たとえ次の戦いまでのほんの一いつ瞬しゆんだったとしても。


　かけがえのない一日だと知っているから。






　あとがき







　人間に悩みはつきものです。


　現げん状じようへの不ふ満まん、未来への不安、過去への後こう悔かい。


　生きる時間が長ければ長いほど、悩みは尽きません。





　その悩み多き人生の中で、もっとも悩むのは学生時代ではないでしょうか？


　子供のように純粋ではなく、大人ほど割り切れもしない。


　悪く言えば中途半端であり、よく言えば発はつ展てん途と上じようのこの期間。


　自分も多くの事柄に悩みました。今でもああすればよかった、こうだったらどうなっていたかと思うことしきりです。





　学生時代の悩みは、そのほとんどが「自分とは何か」という根っこから生まれています。


　自分はどの道を生きるのか。


　周囲の人間とどう付き合っていくのか。


　そういった悩みがあるからこそ、十代の時間は濃厚だったのだろうと。


　過ぎ去った今、思いをはせることがあります。





　　　　＊　　＊　　＊




　初めまして。著者の矢や野の俊しゆん策さくと申します。


　以前に私の著ちよ作さくをお読みいただいた方には別の挨あい拶さつを。


　お久しぶりです。また手にとっていただき、ありがとうございます。


　本書『ダブルクロス01　ファースト＋ペイン』はいかがでしたでしょうか？


　冒ぼう頭とうにもつらつらと書きましたとおり、悩み多き少年少女をテーマにお話を組み上げてみました。自身の、他人の悩みに振り回される玖く郎ろうたちから、何か思うところがあれば幸いです。





　ここで本書について少し解かい説せつを。


　本書はＴＲＰＧ『ダブルクロス』の世界を元にした小説です。


　原作、というと少し違いますが下した地じにしたものがあるわけです。


　ＴＲＰＧといってもご存じない方がいるかも知れません。まずはそのあたりから簡単に説明を。





　ＴＲＰＧとは、「テーブルトークロールプレイングゲーム」の略りやく語ごにあたります。いわゆるトランプや将しよう棋ぎ、囲い碁ごなどといったアナログゲームと呼ばれる遊びの一ジャンルなのですが、他のゲームと異なる部分がひとつあります。


　それは物語を作ること。


　参加者はゲームマスター（ＧＭ）と呼ばれる司し会かい役やくのもと、個人個人別のキャラクターを用意。そのキャラクターを通して世界の中を冒ぼう険けんし、生活し、事件を解決するという遊びです。


　イメージとしてもっとも近いのはＭＯ、ＭＭＯなどとも呼ばれるネットワークＲＰＧでしょうか。おおざっぱに言うと、あれのシステム部分を人間が担当したものということになります。





『ダブルクロス』はその中の一作品。デザインは私、矢野俊策が担当しています。


『ダブルクロス』は現代日本を舞台とし、謎のウィルスによって超ちよう能のう力りよくを得てしまったオーヴァードたちの姿を描くＴＲＰＧ。


　オーヴァードになることで何かを失ってしまったものたちが、それでも必死で自分たちの日常を護まもる。だがそれにはウィルスの力を使わねばならず……、という二に律りつ背はい反はんがテーマのゲームです。


　もし興味があれば、本書と同じく富士見書房さまより『ダブルクロス　The 3rd Edition　ルールブック１』をはじめとしていくつか本が出ておりますのでそちらも手に取ってみてください。


　ゲームをしている風景を知りたい場合は、リプレイという物語形式でゲームを紹介する本も出ておりますのでそちらも是ぜ非ひどうぞ。





　長々と説明してしまいましたが、自分でキャラクターを作って本書のようなお話ができるゲームと思っていただくのが一番わかりやすいかと。


　なお本書に登場するキャラクターたちも、このＴＲＰＧを元にして作っています。千せん差さ万ばん別べつ、さまざまなキャラクターが作れますので機会があれば是非試ためしてください。





　話を戻します。


　今回の話を組むに当たって、とにかく頭をひねったのは主人公・玖郎の造ぞう形けいでした。


　どこかに傷を負っている、というモチーフから立ち上げたものの、どうにもしっくりこない、お話とずれてしまうなど問題が頻発。それに合わせて持っているトラウマも右往左往するという、なかなかに不思議な状態でした。


　今の状態に行き着いたのは、少年主人公の基本である「アイデンティティの確かく立りつに悩む」という初しよ期き目もく標ひようを突つき詰つめた結果かなと思っています。


　逆に陽はる菜なは最初から最後まで特に変わらず。多少の立ち位置変更などはありましたが、大きく性格等が変わることはないという、対たい照しよう的てきなコンビとなりました。


　思えば書いている最中、造形の変わる玖郎を変わらず陽菜が叱しつ咤たしていたような気がします。





　さて、今回の話で玖郎は自分自身への感情を少し変化させます。


　とはいえ、彼の傷すべてが癒いえたわけでも無くなったわけでもありません。


　踏み出した道で、彼が何を見て、どうなっていくのかはこれから次第。


　楽しみにしてくださいませ。





　では最後にご挨あい拶さつを。


　本書執筆にあたり、たくさんのライター仲間に協力をいただきました。


　本当にありがとうございます。


　また製作の関連では編集の方々、そしてイラストレーターの森井しづきさんにはいろいろとご迷惑をおかけしました。次も是非よろしくお願いいたします。





　そして本書を手にとってくださった皆様へ。


　ありがとうございました。次もまた、よろしくお願いいたします。







二〇〇九年十一月　矢野俊策
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